
主
な
内
容

法
律
の
目
的

公
布
か
ら
一
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
日
（
令
和
元
年
1
2
月
1
日
）

施
行
日

※
「
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
3
0
年
法
律
第
1
0
4
号
）

※
平
成
3
0
（
2
0
1
8
）
年
1
2
月
1
4
日
公
布

次
代
の
社
会
を
担
う
成
育
過
程
に
あ
る
者
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
心
身
の
健
や
か
な
成
育
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
に
関
し
、

基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
保
護
者
及
び
医
療
関
係
者
等
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
成
育
医
療
等
基
本
方
針
の
策
定

に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び

そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

○
基
本
理
念

・
成
育
過
程
に
あ
る
者
の
心
身
の
健
や
か
な
成
育
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

保
障
さ
れ
る
権
利
の
尊
重

・
多
様
化
・
高
度
化
す
る
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
の
需
要
に
的
確
に
対
応
し
た

成
育
医
療
等
の
切
れ
目
な
い
提
供

・
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
科
学
的
知
見
に
基
づ
く

適
切
な
成
育
医
療
等
の
提
供

・
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
す
る
情
報
の
適
切
な
提
供
、
社
会
的
経
済
的
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備

○
国
、
地
方
公
共
団
体
、
保
護
者
、
医
療
関
係
者
等
の
責
務

○
関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力

○
法
制
上
の
措
置
等

○
施
策
の
実
施
の
状
況
の
公
表
（
毎
年
１
回
）

○
成
育
医
療
等
基
本
方
針
の
策
定
と
評
価

※
閣
議
決
定
に
よ
り
策
定
し
、
公
表
す
る
。

※
少
な
く
と
も
６
年
ご
と
に
見
直
す

○
基
本
的
施
策

・
成
育
過
程
に
あ
る
者
・
妊
産
婦
に
対
す
る
医
療

・
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
す
る
保
健

・
成
育
過
程
に
あ
る
者
・
妊
産
婦
の
心
身
の
健
康
等
に
関
す
る
教
育
及
び
普
及
啓
発

・
記
録
の
収
集
等
に
関
す
る
体
制
の
整
備
等

例
：
成
育
過
程
に
あ
る
者
に
対
す
る
予
防
接
種
等
に
関
す
る
記
録

成
育
過
程
に
あ
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る

そ
の
死
亡
の
原
因
に
関
す
る
情
報

・
調
査
研
究

○
成
育
医
療
等
協
議
会
の
設
置

※
厚
生
労
働
省
に
設
置

※
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命

※
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
政
令
で
定
め
る
。

○
都
道
府
県
の
医
療
計
画
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
計
画
の
作
成
の
際
の

成
育
医
療
等
へ
の
配
慮
義
務
（
努
力
義
務
）

成
育
基
本
法
の
概
要
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▶
国
・
地
方
公
共
団
体
は
、
施
策
の
進
捗
状
況
や
実
施
体
制
等
を
客
観
的
に
評
価
し
、
必
要
な
見
直
し
に
つ
な
げ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
く
取
組
の
適
切
な
実
施
等

成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
概
要

成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

基
本
的
方
向

そ
の
他
の
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
事
項

（
１
）
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
妊
産
婦
に
対
す
る
医
療

①
周
産
期
医
療
等
の
体
制
▶
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
を
通
じ
た
地
域
の
周
産
期
医
療
体
制
の
確
保
等

②
小
児
医
療
等
の
体
制

▶
子
ど
も
が
地
域
に
お
い
て
休
日
・
夜
間
を
含
め
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
小
児
医
療
体
制
の
充
実
等

③
そ
の
他
成
育
過
程
に
あ
る
者
に
対
す
る
専
門
的
医
療
等
▶
循
環
器
病
対
策
基
本
法
等
に
基
づ
く
循
環
器
病
対
策
の
推
進
等

（
２
）
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
す
る
保
健

①
総
論

▶
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
地
域
に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
の
整
備
の
推
進
等

②
妊
産
婦
等
へ
の
保
健
施
策

▶
産
後
ケ
ア
事
業
の
全
国
展
開
等
を
通
じ
た
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
と
そ
の
保
護
者
等
の
愛
着
形
成
の
促
進
等

③
乳
幼
児
期
に
お
け
る
保
健
施
策
▶
乳
幼
児
健
診
等
に
よ
る
視
覚
及
び
聴
覚
障
害
や
股
関
節
脱
臼
等
の
早
期
発
見
及
び
支
援
体
制
の
整
備
等

④
学
童
期
及
び
思
春
期
に
お
け
る
保
健
施
策
▶
生
涯
の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
栄
養
・
食
生
活
や
運
動
等
の
生
活
習
慣
の
形
成
の
た
め
の
健
康
教
育
の
推
進
等

⑤
生
涯
に
わ
た
る
保
健
施
策

▶
医
療
的
ケ
ア
児
等
に
つ
い
て
各
関
連
分
野
が
共
通
の
理
解
に
基
づ
き
協
働
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
等

⑥
子
育
て
や
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
へ
の
支
援
▶
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
り
育
む
地
域
づ
く
り
の
推
進
等

（
４
）
記
録
の
収
集
等
に
関
す
る
体
制
等

①
予
防
接
種
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
学
校
に
お
け
る
健
康
診
断
に
関
す
る
記
録
の
収
集
、
管
理
・
活
用
等
に
関
す
る
体
制
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
そ
の
他
の
必
要
な
施
策

▶
P
H
R

②
成
育
過
程
に
あ
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
死
亡
原
因
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
管
理
・
活
用
等
に
関
す
る
体
制
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
▶
C
D
R
等

（
３
）
教
育
及
び
普
及
啓
発

①
学
校
教
育
及
び
生
涯
学
習
▶
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
医
学
的
・
科
学
的
に
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発
の
学
校
教
育
段
階
か
ら
の
推
進
等

②
普
及
啓
発

▶
「
健
や
か
親
子
２
１
（
第
２
次
）
」
を
通
じ
た
子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
関
す
る
国
民
全
体
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
の
促
進
等

（
５
）
調
査
研
究

▶
成
育
医
療
等
の
状
況
や
施
策
の
実
施
状
況
等
を
収
集
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
・
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
る
、
政
策
的
対
応
に
向
け
た
検
討
等

（
６
）
災
害
時
等
に
お
け
る
支
援
体
制
の
整
備

▶
災
害
時
等
に
お
け
る
授
乳
の
支
援
や
液
体
ミ
ル
ク
等
母
子
に
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
及
び
活
用
の
推
進
等

（
７
）
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
推
進
体
制
等

▶
各
種
施
策
に
関
す
る
各
地
域
の
優
良
事
例
の
横
展
開
を
通
じ
た
各
地
域
の
施
策
の
向
上
等

成
育
過
程
に
あ
る
者
等
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
成
育
医
療
等
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
、
保
健
、

教
育
、
福
祉
な
ど
の
よ
り
幅
広
い
関
係
分
野
で
の
取
組
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
分
野
に
お
け
る
施
策
の
相
互
連
携

を
図
り
つ
つ
、
そ
の
需
要
に
適
確
に
対
応
し
、
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
し
た
成
育
医
療
等
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
成
育
過
程
に
あ

る
者
等
に
対
し
て
横
断
的
な
視
点
で
の
総
合
的
な
取
組
を
推
進
す
る
。

成 育 過 程 に あ る 者 等 に 対 し 必 要 な 成 育 医 療 等 を

切 れ 目 な く 提 供 す る た め の 施 策 を 総 合 的 に 推 進

令
和
３
年
２
月
９
日
閣
議
決
定
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①
都
道
府
県
障
害
児
福
祉
計
画

（
児
童
福
祉
法
第
3
3
条
の
2
2
第
1
項
）

②
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画

（
社
会
福
祉
法
第
1
0
8
条
第
１
項
）

③
自
立
促
進
計
画

（
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
1
1
条

第
２
項
第
３
号
）

④
都
道
府
県
障
害
者
計
画

（
障
害
者
基
本
法
第
1
1
条
第
2
項
）

⑤
予
防
計
画

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
第
1
0
条
第
１
項
）

⑥
都
道
府
県
男
女
共
同
参
画
計
画

（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
1
4
条
第
1
項
）

⑦
都
道
府
県
基
本
計
画

（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保

護
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
の
３
第
１
項
）

⑧
都
道
府
県
健
康
増
進
計
画

（
健
康
増
進
法
第
８
条
第
１
項
）

⑨
都
道
府
県
食
育
推
進
計
画

（
食
育
基
本
法
第
1
7
条
第
１
項
）

⑩
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
第
8
9
条
第
１
項
）

⑪
都
道
府
県
自
殺
対
策
計
画

（
自
殺
対
策
基
本
法
第
1
3
条
第
１
項
）

⑫
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画

（
が
ん
対
策
基
本
法
第
1
2
条
第
1
項
）

⑬
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画

（
教
育
基
本
法
第
1
7
条
第
２
項
）

⑭
都
道
府
県
子
ど
も
・
若
者
計
画

（
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
第
９
条
第
１
項
）

⑮
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
6
2
条
第
１
項
）

⑯
都
道
府
県
計
画

（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
9
条
第
1
項
）

⑰
都
道
府
県
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
計
画

（
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
第
1
4
条
第
１
項
）

⑱
都
道
府
県
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
推
進
計
画

（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
基
本
法
第
1
3
条
第
１
項
）

⑲
都
道
府
県
循
環
器
病
対
策
推
進
計
画

（
健
康
寿
命
の
延
伸
等
を
図
る
た
め
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
に
係
る
対

策
に
関
す
る
基
本
法
第
1
1
条
第
１
項
）

（
医
療
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
の
配
慮
等
）

第
1
9
条
都
道
府
県
は
、
医
療
法
（
昭
和
2
3
年
法
律
第
2
0
5
号
）
第
3
0
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
す
る
成
育
医
療
等
の
提
供
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
適
切
な

配
慮
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

成
育
基
本
法
第
1
9
条
第
１
項

政
令
で
定
め
る
計
画
（
施
行
令
第
８
条
）

成
育
基
本
法
第
１
９
条
第
1
項
に
基
づ
き
政
令
で
定
め
る
計
画

※
「
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
（
令
和
元
年
政
令
第
1
7
0
号
）
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成
育
基
本
法
と
健
や
か
親
子
2
1
の
関
係

子
ど
も
と
妊
産
婦
に
対
す
る
医
療

・
医
療
提
供
体
制
の
整
備

・
救
急
医
療
の
充
実

な
ど

子
ど
も
と
妊
産
婦
に
対
す
る
保
健

健
や
か
親
子

21
平
成

26
年
局
長
通
知

・
健
康
の
保
持
・
増
進

・
社
会
か
ら
の
孤
立
の
防
止
、
不
安
の
緩
和

・
虐
待
の
予
防
、
早
期
発
見

・
健
康
診
査
、
健
康
診
断
の
適
切
な
実
施

・
心
身
の
健
康
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備

な
ど

国
民
へ
の
教
育
・
普
及
啓
発

・
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、

子
ど
も
と
の
愛
着
の
形
成
等
に
関
す
る
教
育
と
普
及

啓
発

な
ど

成
育
基
本
法

平
成

30
年

12
月
成
立

子
ど
も
の
健
康
に
関
す
る
記
録
の
収
集

・
予
防
接
種
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
学
校
健
診
の
記
録
の
収
集
と

管
理
、
活
用

・
子
ど
も
の
死
因
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
管
理
、
活
用

な
ど

調
査
研
究

・
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
康

に
関
す
る
調
査
、
研
究
な
ど

基
本
的
施
策

国
、
地
方
公
共
団
体
、
保
護
者
、

医
療
関
係
者
等
の
責
務

定
義

基
本
理
念

関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力

施
策
の
実
施
の
状
況
の
公
表

法
制
上
の
措
置
等

成
育
医
療
等
基
本
方
針
の
策
定

（
閣
議
決
定
・
公
表
・
最
低

6年
ご
と

の
見
直
し
）
と
評
価

成
育
医
療
等
協
議
会
の
設
置
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産
後
ケ
ア
事
業
（
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
の
一
部
）
【
拡
充
】

○
退

院
直

後
の

母
子

に
対

して
心

身
の

ケ
アや

育
児

の
サ

ポ
ー

ト等
を行

い
、産

後
も

安
心

して
子

育
て

が
で

きる
支

援
体

制
の

確
保

を
行

う産
後

ケ
ア事

業
に

つ
い

て
、

少
子

化
の

状
況

を踏
まえ

、誰
も

が
より

安
心

・安
全

な
子

育
て

環
境

を整
え

る
た

め
、法

定
化

に
より

市
町

村
の

努
力

義
務

とな
った

当
事

業
の

全
国

展
開

を図
る

。子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ンタ
ー

に
お

け
る

困
難

事
例

や
、新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

に
対

して
不

安
を抱

い
て

い
る

妊
産

婦
等

へ
の

対
応

の
強

化
に

対
す

る
受

け
皿

とし
て

も
活

用
す

る
。

※
従

来
予

算
事

業
とし

て
実

施
され

て
き

た
「産

後
ケ

ア
事

業
」は

、母
子

保
健

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
（

令
和

元
年

法
律

第
69

号
）

に
より

、市
町

村
の

努
力

義
務

とし
て

規
定

され
た

（
令

和
３

年
４

月
１

日
施

行
）

※
少

子
化

社
会

対
策

大
綱

（
令

和
２

年
５

月
29

日
閣

議
決

定
）

に
お

い
て

、
20

24
年

度
末

ま
で

の
全

国
展

開
を目

指
す

とさ
れ

て
い

る
。

目
的

◆
対

象
者

産
後

に
心

身
の

不
調

又
は

育
児

不
安

等
が

あ
る

者
、そ

の
他

特
に

支
援

が
必

要
と認

め
られ

る
者

◆
内

容
退

院
直

後
の

母
子

に
対

して
心

身
の

ケ
アや

育
児

の
サ

ポ
ー

ト等
きめ

細
か

い
支

援
を実

施
す

る
。（

利
用

期
間

は
原

則
７

日
以

内
）

◆
実

施
方

法
・実

施
場

所
等

（
１

）
「宿

泊
型

」
・・

・
病

院
、助

産
所

等
の

空
きベ

ッド
の

活
用

等
に

より
、宿

泊
に

よる
休

養
の

機
会

の
提

供
等

を
実

施
（

２
）

「デ
イサ

ー
ビス

型
」

・・
・

個
別

・集
団

で
支

援
を行

え
る

施
設

に
お

い
て

、日
中

、来
所

した
利

用
者

に
対

し実
施

（
３

）
「ア

ウト
リー

チ
型

」
・・

・
実

施
担

当
者

が
利

用
者

の
自

宅
に

赴
き

実
施

◆
実

施
担

当
者

事
業

内
容

に
応

じて
助

産
師

、保
健

師
又

は
看

護
師

等
の

担
当

者
を配

置
。※

宿
泊

型
を

行
う場

合
に

は
、２

４
時

間
体

制
で

１
名

以
上

の
助

産
師

、保
健

師
又

は
看

護
師

の
配

置
が

条
件

内
容

◆
実

施
主

体
：

市
町

村
◆

補
助

率
：

国
１

／
２

、市
町

村
１

／
２

◆
補

助
単

価
案

（
１

）
デ

イサ
ー

ビス
・ア

ウト
リー

チ
型

１
施

設
あ

た
り月

額
1,

69
6,

00
0円

【拡
充

】
（

２
）

宿
泊

型
１

施
設

あ
た

り月
額

2,
47

4,
60

0円
【拡

充
】

（
３

）
住

民
税

非
課

税
世

帯
に

対
す

る
利

用
料

減
免

【新
規

】
１

回
（

泊
）

あ
た

り
5,

00
0円

（
４

）
24

時
間

36
5日

受
入

体
制

整
備

加
算

【新
規

】
１

施
設

あ
た

り年
額

2,
63

5,
30

0円
※

（
１

）
及

び
（

２
）

の
補

助
単

価
は

６
か

所
を上

限
とす

る
。（

委
託

先
の

数
を制

限
す

る
も

の
で

は
な

い
）

実
施

主
体

・補
助

率
等

【平
成

26
年

度
創

設
】

実
施

自
治

体

Ｒ
４

予
算

案
：

44
.4

億
円

（
41

.5
億

円
）

29
61

17
9

39
2 

65
8 

94
1 

1,
15

8 

0

50
0

10
00

15
00

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

※
 変

更
交

付
決

定
ベ

ー
ス

（
市

町
村

）

（
年

度
）
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○
産

後
ケ

ア
事

業
に

つ
い

て
は

、少
子

化
社

会
対

策
大

綱
（

令
和

２
年

５
月

29
日

閣
議

決
定

）
に

お
い

て
、2

02
4年

度
末

まで
の

全
国

展
開

を
目

指
す

こと
とさ

れ
て

い
る

とこ
ろ

、令
和

２
年

度
時

点
の

実
施

市
町

村
数

は
1,

15
8市

町
村

とな
って

い
る

。
未

実
施

市
町

村
の

取
組

を
推

進
す

る
た

め
、産

後
ケ

ア事
業

に
か

か
る

整
備

費
に

つ
い

て
、補

助
率

１
／

２
相

当
額

を２
／

３
相

当
額

に
引

き上
げ

る
。

産
後

ケ
ア

事
業

を
行

う施
設

の
整

備
目

的
・内

容

（
項

）
児

童
福

祉
施

設
整

備
費

（
目

）
次

世
代

育
成

支
援

対
策

施
設

整
備

交
付

金

所
要

額
：

2,
30

4,
90

0千
円

要
求

費
目

・所
要

額

＜
少

子
化

社
会

対
策

大
綱

（
抜

粋
）

＞
Ⅰ

－
２

（
３

）
妊

娠
期

か
ら子

育
て

期
に

わ
た

る
切

れ
目

の
な

い
支

援
○

妊
娠

期
か

ら子
育

て
期

に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

・
特

に
、妊

娠
期

か
ら子

育
て

期
に

わ
た

る
まで

の
様

々
な

ニー
ズ

に
対

して
総

合
的

相
談

支
援

を提
供

す
る

ワン
ス

トッ
プ拠

点
（

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ンタ
ー

）
の

整
備

を図
る

。ま
た

、2
01

9年
に

成
立

した
母

子
保

健
法

改
正

法
を

踏
ま

え
、出

産
後

の
母

子
に

対
し

て
、心

身
の

ケ
ア

等
を

行
う産

後
ケ

ア
事

業
に

つ
い

て
、2

02
4年

度
末

ま
で

の
全

国
展

開
を

目
指

す
。こ

の
ほ

か
、産

前
・産

後
サ

ポ
ー

ト
事

業
の

実
施

を図
る

。

参
考

令
和

3年
度

補
正

予
算

額
：

23
億

円
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産
後
ケ
ア
事
業
の
都
道
府
県
別
実
施
市
町
村
数
（
令
和
2年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス
）

自
治
体
名

市
町
村
数

事
業
実
施
市
町
村
数

実
施
率

自
治
体
名

市
町
村
数

事
業
実
施
市
町
村
数

実
施
率

1
北
海
道

1
7
9

8
2

4
5
.8
%

2
5
滋
賀
県

1
9

1
7

8
9
.5
%

2
青
森
県

4
0

8
2
0
.0
%

2
6
京
都
府

2
6

2
3

8
8
.5
%

3
岩
手
県

3
3

1
9

5
7
.6
%

2
7
大
阪
府

4
3

4
1

9
5
.3
%

4
宮
城
県

3
5

9
2
5
.7
%

2
8
兵
庫
県

4
1

3
6

8
7
.8
%

5
秋
田
県

2
5

9
3
6
.0
%

2
9
奈
良
県

3
9

1
4

3
5
.9
%

6
山
形
県

3
5

1
7

4
8
.6
%

3
0
和
歌
山
県

3
0

1
8

6
0
.0
%

7
福
島
県

5
9

5
7

9
6
.6
%

3
1
鳥
取
県

1
9

1
8

9
4
.7
%

8
茨
城
県

4
4

4
3

9
7
.7
%

3
2
島
根
県

1
9

1
5

7
8
.9
%

9
栃
木
県

2
5

2
5

1
0
0
.0
%

3
3
岡
山
県

2
7

2
2

8
1
.5
%

1
0
群
馬
県

3
5

3
2

9
1
.4
%

3
4
広
島
県

2
3

1
8

7
8
.3
%

1
1
埼
玉
県

6
3

2
7

4
2
.9
%

3
5
山
口
県

1
9

1
9

1
0
0
.0
%

1
2
千
葉
県

5
4

3
7

6
8
.5
%

3
6
徳
島
県

2
4

7
2
9
.2
%

1
3
東
京
都

6
2

4
2

6
7
.7
%

3
7
香
川
県

1
7

1
6

9
4
.1
%

1
4
神
奈
川
県

3
3

2
0

6
0
.6
%

3
8
愛
媛
県

2
0

1
3

6
5
.0
%

1
5
新
潟
県

3
0

1
1

3
6
.7
%

3
9
高
知
県

3
4

2
5

7
3
.5
%

1
6
富
山
県

1
5

1
5

1
0
0
.0
%

4
0
福
岡
県

6
0

3
3

5
5
.0
%

1
7
石
川
県

1
9

1
6

8
4
.2
%

4
1
佐
賀
県

2
0

7
3
5
.0
%

1
8
福
井
県

1
7

1
5

8
8
.2
%

4
2
長
崎
県

2
1

1
4

6
6
.7
%

1
9
山
梨
県

2
7

2
2

8
1
.5
%

4
3
熊
本
県

4
5

8
1
7
.8
%

2
0
長
野
県

7
7

6
3

8
1
.8
%

4
4
大
分
県

1
8

1
4

7
7
.8
%

2
1
岐
阜
県

4
2

2
0

4
7
.6
%

4
5
宮
崎
県

2
6

1
9

7
3
.1
%

2
2
静
岡
県

3
5

3
5

1
0
0
.0
%

4
6
鹿
児
島
県

4
3

3
7

8
6
.0
%

2
3
愛
知
県

5
4

5
1

9
4
.4
%

4
7
沖
縄
県

4
1

2
0

4
8
.8
%

2
4
三
重
県

2
9

2
9

1
0
0
.0
%

合
計

1
,7
4
1

1
,1
5
8

6
6
.5
%
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産
後

ケ
ア

事
業

の
都

道
府

県
別

実
施

率
（

令
和

2年
度

変
更

交
付

決
定

ベ
ー

ス
）

0.
0%

10
.0

%

20
.0

%

30
.0

%

40
.0

%

50
.0

%

60
.0

%

70
.0

%

80
.0

%

90
.0

%

10
0.

0%

栃木県

富山県

静岡県

三重県

山口県

茨城県

福島県

大阪府

鳥取県

愛知県

香川県

群馬県

滋賀県

京都府

福井県

兵庫県

鹿児島県

石川県

長野県

山梨県

岡山県

島根県

広島県

大分県

高知県

宮崎県

千葉県

東京都

長崎県

愛媛県

神奈川県

和歌山県

岩手県

福岡県

沖縄県

山形県

岐阜県

北海道

埼玉県

新潟県

秋田県

奈良県

佐賀県

徳島県

宮城県

青森県

熊本県
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※
厚
生
労
働
省
『
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
者
の
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
報
告
書
」

○
産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
類
型
ご
と
の
利
用
者
数
（
令
和
元
年
度
）

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
実
績

○
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
57
9市
町
村
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
（
令
和
２
年
度
実
績
）
。

○
産
後
ケ
ア
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
宿
泊
型
の
利
用
者
数
（
実
人
数
）
は
8,
10
7人
で
、
一
人
当
た
り
の
平
均
宿
泊
日
数
は
4.
46
日
。

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
個
別
型
の
利
用
実
人
数
は
13
,1
32
人
で
、
一
人
あ
た
り
の
平
均
利
用
回
数
は
2.
13
回
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
集
団
型
の
利
用

実
人
数
は
1,
51
3人
で
、
一
人
あ
た
り
の
平
均
利
用
回
数
は
3.
27
回
で
あ
り
、
再
利
用
す
る
人
が
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

○
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
利
用
者
数
は
98
10
人
で
、
平
均
利
用
回
数
は
2.
22
回
で
あ
っ
た
。

○
実
施
施
設
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
型
で
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
で
も
「
病
院
等
」
が
５
割
を
超
え
て
い
る
。

○
産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
類
型
ご
と
の
実
施
施
設
数
ま
た
は
事
業
者
数
（
令
和
元
年
度
）

○
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
令
和
２
年
度
）

実
施
市
町
村
数

（
令
和
２
年
度
実
績
）

57
9市
町
村
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○
主

に
妊

産
婦

及
び

乳
幼

児
の

実
情

を把
握

し、
妊

娠
・出

産
・子

育
て

に
関

す
る

各
種

の
相

談
に

応
じ、

必
要

に
応

じて
支

援
プラ

ンの
策

定
や

、地
域

の
保

健
医

療
又

は
福

祉
に

関
す

る
機

関
との

連
絡

調
整

を
行

い
、母

子
保

健
施

策
と子

育
て

支
援

施
策

との
一

体
的

な
提

供
を

通
じて

、妊
産

婦
及

び
乳

幼
児

の
健

康
の

保
持

及
び

増
進

に
関

す
る

包
括

的
な

支
援

を行
うこ

とに
より

、地
域

の
特

性
に

応
じた

妊
娠

期
か

ら子
育

て
期

に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
提

供
す

る
体

制
を

構
築

す
る

こと
を目

的
とす

る
。

※
平

成
29

年
度

より
法

定
化

（
法

律
上

は
「母

子
健

康
包

括
支

援
セ

ンタ
ー

」）

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
目

的

◆
実

施
主

体
市

町
村

◆
対

象
者

主
とし

て
、妊

産
婦

及
び

乳
幼

児
並

び
に

その
保

護
者

◆
内

容
（

１
）

妊
産

婦
及

び
乳

幼
児

等
の

実
情

の
把

握
（

２
）

妊
娠

・出
産

・子
育

て
に

関
す

る
各

種
相

談
に

応
じ、

必
要

な
情

報
提

供
・助

言
・保

健
指

導
の

実
施

（
３

）
支

援
プラ

ンの
策

定
（

４
）

保
健

医
療

又
は

福
祉

の
関

係
機

関
との

連
絡

調
整

◆
職

員
配

置
（

１
）

保
健

師
、助

産
師

、看
護

師
及

び
ソー

シ
ャル

ワー
カー

を１
名

以
上

（
２

）
困

難
事

例
へ

対
応

す
る

た
め

、社
会

福
祉

士
、精

神
保

健
福

祉
士

等
の

専
門

職
を１

名
以

上
（

R７
ま

で
は

配
置

しな
い

こと
も

可
）

（
R3

～
）

（
３

）
利

用
者

支
援

専
門

員
を１

名
以

上
（

地
域

の
実

情
等

に
よ

り配
置

しな
い

こと
も

可
）

（
４

）
補

助
者

（
任

意
）

内
容

【平
成

27
年

度
創

設
】

◆
活

用
可

能
な

予
算

（
R4

年
度

予
算

案
）

子
ども

・子
育

て
支

援
交

付
金

（
内

閣
府

）
及

び
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

交
付

金
（

厚
生

労
働

省
）

1,
80

0億
円

の
内

数
◆

補
助

率
国

2/
3、

都
道

府
県

1/
6、

市
町

村
1/

6
◆

補
助

単
価

案
（

利
用

者
支

援
事

業
母

子
保

健
型

の
場

合
）

１
か

所
あ

た
り年

額
4,

49
7千

円
～

14
,2

09
千

円
※

職
員

配
置

に
よ

り異
な

る

予
算

補
助

等
設

置
状

況

13
8

29
5

52
5 

76
1 

98
3 

1,
28

8 
1,

60
3 

71
4

1,
10

6 
1,

43
6 

1,
71

7 
2,

05
2 

2,
54

1 

0

10
00

20
00

30
00

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3

設
置

自
治

体
数

設
置

箇
所

数

※
 各

年
度

４
月

１
日

現
在

（
母

子
保

健
課

調
べ

）
※

 平
成

27
年

度
は

利
用

者
支

援
事

業
母

子
保

健
型

に
よ

る
補

助
金

を
活

用
して

い
る

自
治

体
数

（
か

所
、市

町
村

）

（
年

度
）
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子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
施
状
況
（
2
0
2
1
.
4
.
1
時
点
：
母
子
保
健
課
調
べ
）

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

札
幌
市

1
1

浦
河
町

1
仙
台
市

7
福
島
市

1

函
館
市

1
新
ひ
だ
か
町

1
石
巻
市

1
1

会
津
若
松
市

1

小
樽
市

1
音
更
町

1
塩
竈
市

2
郡
山
市

4

旭
川
市

2
士
幌
町

1
気
仙
沼
市

1
い
わ
き
市

7

室
蘭
市

1
鹿
追
町

1
白
石
市

1
白
河
市

1

釧
路
市

4
新
得
町

1
名
取
市

1
須
賀
川
市

1

帯
広
市

1
清
水
町

1
角
田
市

1
喜
多
方
市

1

北
見
市

5
芽
室
町

1
多
賀
城
市

2
二
本
松
市

1

夕
張
市

1
中
札
内
村

1
岩
沼
市

1
田
村
市

1

網
走
市

1
更
別
村

1
登
米
市

9
南
相
馬
市

1

苫
小
牧
市

1
大
樹
町

1
栗
原
市

6
伊
達
市

1

芦
別
市

2
広
尾
町

1
東
松
島
市

1
本
宮
市

1

江
別
市

2
幕
別
町

1
大
崎
市

3
桑
折
町

1

紋
別
市

1
池
田
町

1
富
谷
市

1
国
見
町

1

士
別
市

1
豊
頃
町

1
蔵
王
町

1
川
俣
町

1

名
寄
市

1
本
別
町

2
大
河
原
町

1
大
玉
村

1

千
歳
市

1
足
寄
町

1
村
田
町

2
鏡
石
町

1

滝
川
市

1
陸
別
町

1
柴
田
町

2
天
栄
村

1

砂
川
市

1
釧
路
町

2
川
崎
町

1
下
郷
町

1

深
川
市

1
厚
岸
町

1
亘
理
町

1
檜
枝
岐
村

1

登
別
市

1
浜
中
町

1
山
元
町

1
只
見
町

1

恵
庭
市

1
標
茶
町

1
松
島
町

2
南
会
津
町

1

伊
達
市

1
弟
子
屈
町

2
七
ヶ
浜
町

1
北
塩
原
村

1

北
広
島
市

2
鶴
居
村

1
利
府
町

1
西
会
津
町

1

石
狩
市

2
白
糠
町

1
大
和
町

1
磐
梯
町

1

北
斗
市

1
別
海
町

1
大
郷
町

1
猪
苗
代
町

1

当
別
町

1
中
標
津
町

3
大
衡
村

1
会
津
坂
下
町

1

新
篠
津
村

1
羅
臼
町

1
加
美
町

1
湯
川
村

1

知
内
町

1
青
森
市

1
涌
谷
町

1
柳
津
町

1

七
飯
町

1
弘
前
市

1
美
里
町

1
三
島
町

1
鹿
部
町

1
八
戸
市

1
女
川
町

1
金
山
町

1

森
町

1
黒
石
市

1
秋
田
市

2
昭
和
村

1

八
雲
町

1
五
所
川
原
市

1
能
代
市

1
会
津
美
里
町

2
乙
部
町

1
十
和
田
市

1
横
手
市

9
西
郷
村

1

奥
尻
町

1
三
沢
市

1
大
館
市

1
泉
崎
村

1

今
金
町

1
む
つ
市

1
男
鹿
市

1
中
島
村

1

せ
た
な
町

1
つ
が
る
市

1
湯
沢
市

1
矢
吹
町

1

寿
都
町

1
平
川
市

1
鹿
角
市

2
棚
倉
町

1

黒
松
内
町

1
平
内
町

1
由
利
本
荘
市

1
矢
祭
町

1

蘭
越
町

1
今
別
町

1
潟
上
市

1
塙
町

1

喜
茂
別
町

1
蓬
田
村

1
大
仙
市

3
鮫
川
村

1

倶
知
安
町

1
外
ヶ
浜
町

1
北
秋
田
市

1
石
川
町

1

岩
内
町

1
鰺
ヶ
沢
町

1
に
か
ほ
市

1
玉
川
村

1

泊
村

1
藤
崎
町

1
仙
北
市

2
平
田
村

1

神
恵
内
村

1
田
舎
館
村

1
小
坂
町

1
浅
川
町

1

南
幌
町

1
板
柳
町

1
上
小
阿
仁
村

1
古
殿
町

1

奈
井
江
町

1
鶴
田
町

1
藤
里
町

1
三
春
町

1

由
仁
町

1
中
泊
町

1
三
種
町

1
小
野
町

1

長
沼
町

1
野
辺
地
町

1
八
峰
町

1
広
野
町

1

栗
山
町

1
七
戸
町

1
五
城
目
町

1
楢
葉
町

1

月
形
町

1
六
戸
町

1
八
郎
潟
町

1
富
岡
町

1

浦
臼
町

1
横
浜
町

1
井
川
町

1
川
内
村

1

妹
背
牛
町

2
東
北
町

1
大
潟
村

1
大
熊
町

1

秩
父
別
町

1
六
ヶ
所
村

1
美
郷
町

1
双
葉
町

1

北
竜
町

1
お
い
ら
せ
町

1
羽
後
町

2
浪
江
町

1

沼
田
町

1
大
間
町

1
東
成
瀬
村

1
葛
尾
村

1

鷹
栖
町

1
東
通
村

1
山
形
市

1
新
地
町

1

東
神
楽
町

1
風
間
浦
村

1
米
沢
市

1
飯
舘
村

1

当
麻
町

1
佐
井
村

1
鶴
岡
市

1
水
戸
市

2

比
布
町

1
三
戸
町

1
酒
田
市

1
日
立
市

3

愛
別
町

1
五
戸
町

1
新
庄
市

1
土
浦
市

1

上
川
町

1
南
部
町

1
寒
河
江
市

1
古
河
市

1

東
川
町

1
階
上
町

1
上
山
市

1
石
岡
市

2

美
瑛
町

1
新
郷
村

1
村
山
市

2
結
城
市

1
上
富
良
野
町

1
盛
岡
市

1
長
井
市

1
龍
ケ
崎
市

1
中
富
良
野
町

1
宮
古
市

1
天
童
市

1
下
妻
市

1
南
富
良
野
町

1
大
船
渡
市

1
東
根
市

1
常
総
市

1

占
冠
村

1
花
巻
市

1
尾
花
沢
市

1
常
陸
太
田
市

1

和
寒
町

2
北
上
市

1
南
陽
市

1
高
萩
市

1

剣
淵
町

2
久
慈
市

1
山
辺
町

1
北
茨
城
市

1

下
川
町

1
遠
野
市

1
中
山
町

1
笠
間
市

1

幌
加
内
町

1
一
関
市

1
河
北
町

1
取
手
市

5

増
毛
町

1
陸
前
高
田
市

1
西
川
町

2
牛
久
市

1

初
山
別
村

1
釜
石
市

1
朝
日
町

1
つ
く
ば
市

4

遠
別
町

1
二
戸
市

1
大
江
町

1
ひ
た
ち
な
か
市

1

天
塩
町

1
八
幡
平
市

1
大
石
田
町

1
鹿
嶋
市

1

猿
払
村

1
奥
州
市

1
金
山
町

1
潮
来
市

1

中
頓
別
町

1
滝
沢
市

1
最
上
町

1
守
谷
市

1

美
幌
町

1
雫
石
町

1
舟
形
町

1
常
陸
大
宮
市

1

津
別
町

1
葛
巻
町

1
真
室
川
町

1
那
珂
市

2

訓
子
府
町

1
岩
手
町

1
大
蔵
村

1
筑
西
市

1

置
戸
町

1
紫
波
町

1
鮭
川
村

1
坂
東
市

1

遠
軽
町

1
矢
巾
町

1
戸
沢
村

1
稲
敷
市

1

湧
別
町

1
金
ケ
崎
町

1
高
畠
町

2
か
す
み
が
う
ら
市

1

滝
上
町

1
平
泉
町

1
川
西
町

1
桜
川
市

1

雄
武
町

1
大
槌
町

1
小
国
町

1
神
栖
市

1

豊
浦
町

1
山
田
町

1
白
鷹
町

1
行
方
市

1

壮
瞥
町

1
岩
泉
町

1
飯
豊
町

1
鉾
田
市

1

白
老
町

1
軽
米
町

1
三
川
町

1
つ
く
ば
み
ら
い
市

1

厚
真
町

1
九
戸
村

1
庄
内
町

1
小
美
玉
市

1

洞
爺
湖
町

1
洋
野
町

1
遊
佐
町

1
茨
城
町

1

安
平
町

1
一
戸
町

1
大
洗
町

1

む
か
わ
町

1
城
里
町

1

日
高
町

1
東
海
村

1

平
取
町

1
大
子
町

1

美
浦
村

1

阿
見
町

1

河
内
町

1

八
千
代
町

1

五
霞
町

1

境
町

1

利
根
町

1

青
森
県

3
6
自
治
体

［
3
6
か
所
］

宮
城
県

3
1
自
治
体

［
6
7
か
所
］

福
島
県

5
8
自
治
体

［
6
8
か
所
］

山
形
県

3
5
自
治
体

［
3
8
か
所
］

岩
手
県

2
8
自
治
体

［
2
8
か
所
］

北
海
道

1
2
3
自
治
体

［
1
5
3
か
所
］

秋
田
県

2
5
自
治
体

［
3
9
か
所
］

茨
城
県

4
4
自
治
体

［
5
6
か
所
］
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都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名

箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

宇
都
宮
市

5
毛
呂
山
町

1
府
中
市

2
富
山
市

7
足
利
市

2
越
生
町

1
昭
島
市

1
高
岡
市

1

栃
木
市

1
滑
川
町

1
調
布
市

2
魚
津
市

1

佐
野
市

1
嵐
山
町

1
町
田
市

1
0

氷
見
市

1
鹿
沼
市

1
小
川
町

1
小
金
井
市

1
滑
川
市

1

日
光
市

1
川
島
町

1
小
平
市

1
黒
部
市

1
小
山
市

1
吉
見
町

2
日
野
市

1
砺
波
市

2

真
岡
市

1
鳩
山
町

1
東
村
山
市

1
小
矢
部
市

1
大
田
原
市

1
と
き
が
わ
町

1
国
分
寺
市

1
南
砺
市

1

矢
板
市

1
横
瀬
町

1
国
立
市

1
射
水
市

1
那
須
塩
原
市

2
皆
野
町

1
福
生
市

1
舟
橋
村

1
さ
く
ら
市

2
長
瀞
町

1
狛
江
市

1
上
市
町

1
那
須
烏
山
市

1
小
鹿
野
町

1
東
大
和
市

1
立
山
町

1
下
野
市

1
東
秩
父
村

1
清
瀬
市

1
入
善
町

1

上
三
川
町

1
美
里
町

1
東
久
留
米
市

1
朝
日
町

1

益
子
町

1
神
川
町

2
武
蔵
村
山
市

1
金
沢
市

4
茂
木
町

1
上
里
町

2
多
摩
市

1
七
尾
市

1

市
貝
町

1
寄
居
町

1
稲
城
市

1
小
松
市

2
芳
賀
町

1
宮
代
町

2
羽
村
市

1
輪
島
市

2

壬
生
町

1
杉
戸
町

2
あ
き
る
野
市

1
珠
洲
市

1
野
木
町

1
松
伏
町

1
西
東
京
市

1
加
賀
市

1

塩
谷
町

1
千
葉
市

6
瑞
穂
町

1
羽
咋
市

1

高
根
沢
町

1
銚
子
市

1
檜
原
村

1
か
ほ
く
市

2
那
須
町

1
市
川
市

4
大
島
町

1
白
山
市

4

那
珂
川
町

1
船
橋
市

1
利
島
村

1
能
美
市

2
前
橋
市

1
館
山
市

1
新
島
村

1
野
々
市
市

2

高
崎
市

8
木
更
津
市

1
神
津
島
村

1
川
北
町

2
桐
生
市

1
松
戸
市

3
三
宅
村

1
津
幡
町

1

伊
勢
崎
市

1
野
田
市

2
八
丈
町

1
内
灘
町

1

太
田
市

2
茂
原
市

1
小
笠
原
村

1
志
賀
町

1
沼
田
市

1
成
田
市

1
横
浜
市

1
8

宝
達
志
水
町

1

館
林
市

1
佐
倉
市

5
川
崎
市

9
中
能
登
町

1

渋
川
市

1
東
金
市

2
相
模
原
市

3
穴
水
町

1
藤
岡
市

1
旭
市

1
横
須
賀
市

1
能
登
町

1
富
岡
市

2
習
志
野
市

1
平
塚
市

1
福
井
市

2

安
中
市

1
柏
市

4
鎌
倉
市

1
敦
賀
市

1
み
ど
り
市

1
勝
浦
市

1
藤
沢
市

3
小
浜
市

1

榛
東
村

1
市
原
市

1
小
田
原
市

1
大
野
市

1
吉
岡
町

1
流
山
市

2
茅
ヶ
崎
市

1
勝
山
市

1

上
野
村

1
八
千
代
市

1
逗
子
市

1
鯖
江
市

2

神
流
町

1
我
孫
子
市

1
三
浦
市

1
あ
わ
ら
市

1
下
仁
田
町

1
鴨
川
市

1
秦
野
市

1
越
前
市

1

南
牧
村

1
鎌
ケ
谷
市

1
厚
木
市

1
坂
井
市

1
甘
楽
町

1
君
津
市

1
大
和
市

1
永
平
寺
町

1

中
之
条
町

1
富
津
市

1
伊
勢
原
市

1
池
田
町

1
長
野
原
町

1
浦
安
市

2
海
老
名
市

1
南
越
前
町

1

嬬
恋
村

1
四
街
道
市

1
座
間
市

4
越
前
町

1

草
津
町

1
袖
ケ
浦
市

1
南
足
柄
市

1
美
浜
町

1
高
山
村

1
八
街
市

1
綾
瀬
市

1
高
浜
町

1

東
吾
妻
町

1
印
西
市

1
葉
山
町

1
お
お
い
町

1
片
品
村

1
白
井
市

1
寒
川
町

1
若
狭
町

1

川
場
村

1
富
里
市

1
大
磯
町

1
甲
府
市

1
昭
和
村

1
南
房
総
市

1
二
宮
町

1
富
士
吉
田
市

1
み
な
か
み
町

1
匝
瑳
市

2
中
井
町

1
都
留
市

1

玉
村
町

1
香
取
市

1
大
井
町

1
山
梨
市

1
板
倉
町

1
山
武
市

1
松
田
町

1
大
月
市

1

明
和
町

1
い
す
み
市

1
山
北
町

1
韮
崎
市

2
千
代
田
町

1
大
網
白
里
市

1
開
成
町

1
南
ア
ル
プ
ス
市

1

大
泉
町

2
酒
々
井
町

2
箱
根
町

1
北
杜
市

1
邑
楽
町

1
栄
町

1
湯
河
原
町

1
甲
斐
市

1
さ
い
た
ま
市

1
0

神
崎
町

1
愛
川
町

1
笛
吹
市

1

川
越
市

4
多
古
町

1
清
川
村

1
上
野
原
市

1
熊
谷
市

2
東
庄
町

1
新
潟
市

8
甲
州
市

1

川
口
市

7
九
十
九
里
町

1
長
岡
市

2
4

中
央
市

1
行
田
市

1
芝
山
町

1
三
条
市

1
市
川
三
郷
町

1

秩
父
市

1
横
芝
光
町

1
柏
崎
市

1
早
川
町

1
所
沢
市

3
一
宮
町

1
新
発
田
市

1
身
延
町

1

飯
能
市

1
睦
沢
町

1
小
千
谷
市

1
富
士
川
町

2

加
須
市

1
長
生
村

1
加
茂
市

1
昭
和
町

1
本
庄
市

2
白
子
町

1
十
日
町
市

1
道
志
村

1

東
松
山
市

1
長
柄
町

1
見
附
市

1
西
桂
町

1
春
日
部
市

1
長
南
町

1
村
上
市

6
山
中
湖
村

1

狭
山
市

4
大
多
喜
町

1
燕
市

1
鳴
沢
村

1
羽
生
市

1
鋸
南
町

1
糸
魚
川
市

1
富
士
河
口
湖
町

1

鴻
巣
市

2
千
代
田
区

5
妙
高
市

1
丹
波
山
村

1

深
谷
市

2
中
央
区

1
2

五
泉
市

1
上
尾
市

3
港
区

7
上
越
市

1
5

草
加
市

1
新
宿
区

1
0

阿
賀
野
市

1
越
谷
市

2
文
京
区

1
魚
沼
市

1

蕨
市

2
台
東
区

2
南
魚
沼
市

1
戸
田
市

1
墨
田
区

7
胎
内
市

1

入
間
市

2
江
東
区

4
聖
籠
町

1

朝
霞
市

1
品
川
区

4
弥
彦
村

1
志
木
市

1
目
黒
区

1
田
上
町

1

和
光
市

5
大
田
区

1
阿
賀
町

1
新
座
市

4
世
田
谷
区

5
出
雲
崎
町

1

桶
川
市

1
渋
谷
区

1
湯
沢
町

1

久
喜
市

4
中
野
区

1
津
南
町

1
北
本
市

2
杉
並
区

5
刈
羽
村

2

八
潮
市

2
豊
島
区

6
関
川
村

1
富
士
見
市

1
北
区

4
粟
島
浦
村

1

三
郷
市

1
荒
川
区

1
蓮
田
市

2
板
橋
区

6

坂
戸
市

2
練
馬
区

1
1

幸
手
市

1
足
立
区

6
鶴
ヶ
島
市

2
葛
飾
区

1
2

日
高
市

2
江
戸
川
区

8
吉
川
市

3
八
王
子
市

9
ふ
じ
み
野
市

3
立
川
市

2
白
岡
市

1
武
蔵
野
市

4

伊
奈
町

1
三
鷹
市

8

三
芳
町

1
青
梅
市

1

東
京
都

5
8
自
治
体

［
1
8
5
か
所
］

埼
玉
県

6
3
自
治
体

［
1
2
0
か
所
］

福
井
県

1
7
自
治
体

［
1
9
か
所
］

山
梨
県

2
4
自
治
体

［
2
6
か
所
］

栃
木
県

2
5
自
治
体

［
3
2
か
所
］

群
馬
県

3
5
自
治
体

［
4
5
か
所
］

千
葉
県

5
3
自
治
体

［
7
6
か
所
］

神
奈
川
県

3
2
自
治
体

［
6
4
か
所
］

新
潟
県

2
9
自
治
体

［
7
9
か
所
］

富
山
県

1
5
自
治
体

［
2
2
か
所
］

石
川
県

1
9
自
治
体

［
3
1
か
所
］
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都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名

箇
所
数

長
野
市

7
揖
斐
川
町

1
津
市

1
5

四
條
畷
市

2

松
本
市

6
大
野
町

1
四
日
市
市

1
交
野
市

2

上
田
市

1
池
田
町

3
伊
勢
市

2
大
阪
狭
山
市

3

岡
谷
市

1
北
方
町

1
松
阪
市

2
阪
南
市

1

飯
田
市

3
坂
祝
町

1
桑
名
市

1
島
本
町

1
諏
訪
市

1
富
加
町

1
鈴
鹿
市

1
豊
能
町

2

須
坂
市

1
川
辺
町

1
名
張
市

1
6

能
勢
町

1

小
諸
市

1
七
宗
町

1
尾
鷲
市

1
忠
岡
町

1

伊
那
市

1
八
百
津
町

1
亀
山
市

1
熊
取
町

1

駒
ヶ
根
市

2
白
川
町

1
鳥
羽
市

1
田
尻
町

2

中
野
市

1
東
白
川
村

1
熊
野
市

1
岬
町

1

大
町
市

1
御
嵩
町

2
い
な
べ
市

6
太
子
町

1

飯
山
市

1
白
川
村

1
志
摩
市

1
河
南
町

2

茅
野
市

1
静
岡
市

3
伊
賀
市

1
千
早
赤
阪
村

1

塩
尻
市

2
浜
松
市

7
木
曽
岬
町

1
神
戸
市

1
2

佐
久
市

5
沼
津
市

2
東
員
町

2
姫
路
市

8

千
曲
市

3
熱
海
市

1
菰
野
町

1
尼
崎
市

2

東
御
市

2
三
島
市

2
朝
日
町

2
明
石
市

1

安
曇
野
市

1
富
士
宮
市

1
川
越
町

1
西
宮
市

1
0

小
海
町

1
伊
東
市

1
多
気
町

1
洲
本
市

1

南
牧
村

1
島
田
市

2
明
和
町

1
芦
屋
市

1

南
相
木
村

1
富
士
市

1
大
台
町

1
伊
丹
市

3

北
相
木
村

1
磐
田
市

1
玉
城
町

1
相
生
市

1

佐
久
穂
町

1
焼
津
市

1
度
会
町

1
豊
岡
市

1

軽
井
沢
町

1
掛
川
市

2
大
紀
町

1
加
古
川
市

3
御
代
田
町

1
藤
枝
市

1
南
伊
勢
町

1
赤
穂
市

1

立
科
町

1
御
殿
場
市

1
紀
北
町

1
西
脇
市

1

長
和
町

1
袋
井
市

1
御
浜
町

1
宝
塚
市

1

下
諏
訪
町

1
下
田
市

1
紀
宝
町

1
三
木
市

1

富
士
見
町

1
裾
野
市

1
大
津
市

7
高
砂
市

1
原
村

1
湖
西
市

1
彦
根
市

1
川
西
市

2

辰
野
町

1
伊
豆
市

1
長
浜
市

1
小
野
市

1

箕
輪
町

1
御
前
崎
市

1
近
江
八
幡
市

1
三
田
市

2
飯
島
町

2
菊
川
市

1
草
津
市

1
加
西
市

1

南
箕
輪
村

2
伊
豆
の
国
市

1
守
山
市

1
丹
波
篠
山
市

3

中
川
村

1
牧
之
原
市

1
栗
東
市

1
養
父
市

1

宮
田
村

1
東
伊
豆
町

1
甲
賀
市

5
丹
波
市

1

松
川
町

1
河
津
町

1
野
洲
市

1
南
あ
わ
じ
市

1

高
森
町

1
南
伊
豆
町

1
湖
南
市

5
朝
来
市

3

阿
南
町

1
松
崎
町

1
高
島
市

1
淡
路
市

2

阿
智
村

1
西
伊
豆
町

1
東
近
江
市

1
宍
粟
市

1

根
羽
村

1
函
南
町

1
米
原
市

1
加
東
市

1

下
條
村

1
清
水
町

1
日
野
町

1
た
つ
の
市

2
売
木
村

1
長
泉
町

1
竜
王
町

1
猪
名
川
町

1

天
龍
村

1
小
山
町

2
愛
荘
町

1
多
可
町

2

泰
阜
村

1
吉
田
町

1
豊
郷
町

1
稲
美
町

1

豊
丘
村

2
川
根
本
町

1
甲
良
町

1
播
磨
町

1

大
鹿
村

1
森
町

1
多
賀
町

1
市
川
町

1

上
松
町

1
名
古
屋
市

1
6

京
都
市

1
4

福
崎
町

1

南
木
曽
町

1
豊
橋
市

2
福
知
山
市

1
神
河
町

1

木
祖
村

1
岡
崎
市

8
舞
鶴
市

1
太
子
町

1

王
滝
村

1
一
宮
市

3
綾
部
市

1
上
郡
町

1

大
桑
村

2
瀬
戸
市

3
宇
治
市

1
佐
用
町

1

木
曽
町

1
半
田
市

2
宮
津
市

1
香
美
町

1
麻
績
村

1
春
日
井
市

1
亀
岡
市

1
新
温
泉
町

1

生
坂
村

2
豊
川
市

2
城
陽
市

1
奈
良
市

2

山
形
村

2
津
島
市

3
向
日
市

1
大
和
高
田
市

1

朝
日
村

1
碧
南
市

1
長
岡
京
市

1
大
和
郡
山
市

1

筑
北
村

1
刈
谷
市

4
八
幡
市

2
天
理
市

1

池
田
町

1
豊
田
市

1
京
田
辺
市

1
橿
原
市

2

松
川
村

1
安
城
市

2
京
丹
後
市

1
桜
井
市

1

白
馬
村

1
西
尾
市

1
南
丹
市

1
五
條
市

1

小
谷
村

1
蒲
郡
市

1
木
津
川
市

1
御
所
市

1

坂
城
町

1
犬
山
市

2
大
山
崎
町

1
生
駒
市

2
小
布
施
町

1
常
滑
市

2
久
御
山
町

1
香
芝
市

2

高
山
村

1
江
南
市

2
井
手
町

1
葛
城
市

2

山
ノ
内
町

1
小
牧
市

1
宇
治
田
原
町

1
宇
陀
市

1

木
島
平
村

1
稲
沢
市

1
笠
置
町

1
山
添
村

1
野
沢
温
泉
村

1
新
城
市

2
和
束
町

1
平
群
町

1

信
濃
町

1
東
海
市

2
精
華
町

1
三
郷
町

1

飯
綱
町

2
大
府
市

2
南
山
城
村

1
斑
鳩
町

1

栄
村

1
知
多
市

2
伊
根
町

1
安
堵
町

1

岐
阜
市

3
知
立
市

2
与
謝
野
町

1
川
西
町

1

大
垣
市

2
尾
張
旭
市

4
大
阪
市

2
4

三
宅
町

1

高
山
市

1
高
浜
市

1
堺
市

1
5

田
原
本
町

1
多
治
見
市

1
岩
倉
市

2
岸
和
田
市

1
曽
爾
村

1

関
市

1
豊
明
市

1
豊
中
市

3
御
杖
村

1

中
津
川
市

1
日
進
市

2
池
田
市

1
高
取
町

1

美
濃
市

1
田
原
市

2
吹
田
市

3
明
日
香
村

1

瑞
浪
市

1
愛
西
市

2
泉
大
津
市

1
上
牧
町

1

羽
島
市

1
清
須
市

2
高
槻
市

2
王
寺
町

1

恵
那
市

1
北
名
古
屋
市

3
貝
塚
市

1
広
陵
町

3
美
濃
加
茂
市

1
弥
富
市

1
守
口
市

1
河
合
町

1

土
岐
市

1
み
よ
し
市

1
枚
方
市

2
吉
野
町

1

各
務
原
市

1
あ
ま
市

4
茨
木
市

2
大
淀
町

2
可
児
市

1
長
久
手
市

3
八
尾
市

1
下
市
町

1

山
県
市

1
東
郷
町

2
泉
佐
野
市

5
黒
滝
村

1

瑞
穂
市

1
豊
山
町

2
富
田
林
市

2
天
川
村

1

飛
騨
市

1
大
口
町

2
寝
屋
川
市

1
野
迫
川
村

1

本
巣
市

4
扶
桑
町

2
河
内
長
野
市

1
十
津
川
村

1

郡
上
市

3
大
治
町

1
松
原
市

1
下
北
山
村

1

下
呂
市

1
蟹
江
町

1
大
東
市

1
上
北
山
村

1

海
津
市

1
飛
島
村

2
和
泉
市

4
川
上
村

1

岐
南
町

1
阿
久
比
町

1
箕
面
市

1
東
吉
野
村

1

笠
松
町

1
東
浦
町

2
柏
原
市

1

養
老
町

1
南
知
多
町

1
羽
曳
野
市

1
垂
井
町

1
美
浜
町

1
門
真
市

1

関
ケ
原
町

1
武
豊
町

2
摂
津
市

1

神
戸
町

2
幸
田
町

1
高
石
市

1

輪
之
内
町

1
設
楽
町

1
藤
井
寺
市

1

安
八
町

1
東
栄
町

1
東
大
阪
市

7

豊
根
村

1
泉
南
市

1

岐
阜
県

4
2
自
治
体

［
5
4
か
所
］

滋
賀
県

1
9
自
治
体

［
3
3
か
所
］

京
都
府

2
5
自
治
体

［
3
9
か
所
］

大
阪
府

4
3
自
治
体

［
1
0
8
か
所
］

長
野
県

7
2
自
治
体

［
1
0
1
か
所
］

静
岡
県

3
5
自
治
体

［
4
8
か
所
］

愛
知
県

5
4
自
治
体

［
1
1
9
か
所
］

三
重
県

2
9
自
治
体

［
6
7
か
所
］

兵
庫
県

4
1
自
治
体

［
8
2
か
所
］

奈
良
県

3
9
自
治
体

［
4
7
か
所
］
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都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名

箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名

箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名
箇
所
数

都
道
府
県
名

実
施
自
治
体
数

（
箇
所
数
）

市
区
町
村
名

箇
所
数

和
歌
山
市

1
広
島
市

8
高
知
市

3
佐
賀
市

1
宮
崎
市

2

海
南
市

1
呉
市

1
室
戸
市

1
唐
津
市

2
都
城
市

1

橋
本
市

1
竹
原
市

1
安
芸
市

1
鳥
栖
市

1
延
岡
市

1

有
田
市

1
三
原
市

1
南
国
市

1
多
久
市

1
日
南
市

1

御
坊
市

1
尾
道
市

7
土
佐
市

1
伊
万
里
市

1
小
林
市

1

田
辺
市

1
福
山
市

1
0

須
崎
市

1
武
雄
市

2
日
向
市

1

新
宮
市

1
府
中
市

3
宿
毛
市

1
鹿
島
市

1
串
間
市

1

紀
の
川
市

1
三
次
市

4
土
佐
清
水
市

1
小
城
市

1
西
都
市

1

岩
出
市

1
庄
原
市

1
四
万
十
市

1
嬉
野
市

1
え
び
の
市

1

紀
美
野
町

1
大
竹
市

1
香
南
市

1
神
埼
市

1
三
股
町

1
か
つ
ら
ぎ
町

1
東
広
島
市

1
1

香
美
市

1
吉
野
ヶ
里
町

1
高
原
町

1

九
度
山
町

1
廿
日
市
市

5
東
洋
町

1
基
山
町

1
国
富
町

1

高
野
町

1
安
芸
高
田
市

1
奈
半
利
町

1
上
峰
町

1
綾
町

1

湯
浅
町

1
江
田
島
市

1
田
野
町

1
み
や
き
町

2
高
鍋
町

1

広
川
町

1
府
中
町

2
安
田
町

1
玄
海
町

1
新
富
町

1

有
田
川
町

1
海
田
町

2
北
川
村

1
有
田
町

1
西
米
良
村

1

美
浜
町

1
熊
野
町

1
馬
路
村

1
大
町
町

1
木
城
町

1

日
高
町

1
坂
町

1
本
山
町

1
江
北
町

1
川
南
町

1

由
良
町

1
安
芸
太
田
町

1
大
豊
町

1
白
石
町

1
都
農
町

1

印
南
町

1
北
広
島
町

5
大
川
村

1
太
良
町

1
門
川
町

1

み
な
べ
町

1
大
崎
上
島
町

1
い
の
町

1
長
崎
市

1
諸
塚
村

1

日
高
川
町

1
世
羅
町

1
仁
淀
川
町

1
佐
世
保
市

1
椎
葉
村

1

白
浜
町

1
神
石
高
原
町

1
佐
川
町

1
諫
早
市

1
美
郷
町

1

上
富
田
町

1
下
関
市

9
越
知
町

1
大
村
市

1
高
千
穂
町

1

す
さ
み
町

1
宇
部
市

1
梼
原
町

1
平
戸
市

1
日
之
影
町

1
那
智
勝
浦
町

1
山
口
市

1
日
高
村

1
松
浦
市

1
五
ヶ
瀬
町

1

太
地
町

1
萩
市

1
津
野
町

1
対
馬
市

1
鹿
児
島
市

5

古
座
川
町

1
防
府
市

1
四
万
十
町

1
壱
岐
市

1
鹿
屋
市

1

北
山
村

1
下
松
市

1
大
月
町

1
五
島
市

1
枕
崎
市

1

串
本
町

1
岩
国
市

1
三
原
村

1
西
海
市

1
阿
久
根
市

1
鳥
取
市

2
光
市

1
黒
潮
町

1
雲
仙
市

1
出
水
市

1

米
子
市

1
長
門
市

1
北
九
州
市

7
南
島
原
市

1
指
宿
市

1

倉
吉
市

1
柳
井
市

1
福
岡
市

7
長
与
町

1
垂
水
市

1
境
港
市

1
美
祢
市

1
大
牟
田
市

1
時
津
町

1
薩
摩
川
内
市

2

岩
美
町

1
周
南
市

1
久
留
米
市

1
東
彼
杵
町

1
日
置
市

1

若
桜
町

1
山
陽
小
野
田
市

1
直
方
市

1
川
棚
町

1
曽
於
市

1

智
頭
町

1
周
防
大
島
町

1
飯
塚
市

1
波
佐
見
町

1
霧
島
市

1

八
頭
町

1
和
木
町

1
田
川
市

2
小
値
賀
町

1
い
ち
き
串
木
野
市

1

三
朝
町

1
上
関
町

1
柳
川
市

1
佐
々
町

1
南
さ
つ
ま
市

1

湯
梨
浜
町

1
田
布
施
町

1
八
女
市

1
新
上
五
島
町

1
志
布
志
市

1

琴
浦
町

1
平
生
町

1
筑
後
市

1
熊
本
市

6
奄
美
市

1

北
栄
町

1
阿
武
町

1
大
川
市

1
八
代
市

1
南
九
州
市

1

日
吉
津
村

1
徳
島
市

1
行
橋
市

1
人
吉
市

1
伊
佐
市

1

大
山
町

1
鳴
門
市

1
豊
前
市

1
荒
尾
市

1
姶
良
市

1

南
部
町

1
小
松
島
市

1
中
間
市

1
水
俣
市

1
十
島
村

1

伯
耆
町

1
阿
南
市

1
小
郡
市

1
玉
名
市

1
さ
つ
ま
町

1

日
南
町

1
吉
野
川
市

1
筑
紫
野
市

1
山
鹿
市

1
大
崎
町

1

日
野
町

1
阿
波
市

1
春
日
市

1
菊
池
市

1
東
串
良
町

1

江
府
町

1
美
馬
市

1
大
野
城
市

1
宇
土
市

1
錦
江
町

1

松
江
市

1
三
好
市

1
宗
像
市

1
上
天
草
市

1
南
大
隅
町

1

浜
田
市

1
勝
浦
町

1
太
宰
府
市

1
宇
城
市

1
肝
付
町

2

出
雲
市

1
上
勝
町

1
古
賀
市

1
阿
蘇
市

1
屋
久
島
町

1

益
田
市

1
佐
那
河
内
村

1
福
津
市

1
天
草
市

1
大
和
村

1

大
田
市

1
石
井
町

1
う
き
は
市

1
合
志
市

1
宇
検
村

1

安
来
市

1
神
山
町

1
宮
若
市

1
玉
東
町

1
瀬
戸
内
町

1

江
津
市

2
牟
岐
町

1
嘉
麻
市

1
南
関
町

1
龍
郷
町

1

雲
南
市

1
美
波
町

1
朝
倉
市

1
長
洲
町

1
喜
界
町

1

奥
出
雲
町

1
海
陽
町

1
み
や
ま
市

1
和
水
町

1
徳
之
島
町

1

飯
南
町

1
松
茂
町

1
糸
島
市

1
菊
陽
町

1
天
城
町

1

川
本
町

1
北
島
町

1
那
珂
川
市

1
産
山
村

1
伊
仙
町

1

美
郷
町

1
藍
住
町

1
宇
美
町

1
高
森
町

1
和
泊
町

1

邑
南
町

1
板
野
町

1
篠
栗
町

1
西
原
村

1
知
名
町

1

津
和
野
町

1
上
板
町

1
志
免
町

1
南
阿
蘇
村

1
与
論
町

1

吉
賀
町

1
東
み
よ
し
町

1
須
恵
町

1
氷
川
町

1
那
覇
市

2

海
士
町

1
高
松
市

7
新
宮
町

1
芦
北
町

1
宜
野
湾
市

1

西
ノ
島
町

1
丸
亀
市

2
久
山
町

1
湯
前
町

1
浦
添
市

1

知
夫
村

1
坂
出
市

1
粕
屋
町

1
相
良
村

1
名
護
市

1

隠
岐
の
島
町

1
善
通
寺
市

1
芦
屋
町

1
大
分
市

7
糸
満
市

1

岡
山
市

6
観
音
寺
市

1
水
巻
町

1
別
府
市

1
沖
縄
市

1

倉
敷
市

5
さ
ぬ
き
市

1
岡
垣
町

1
中
津
市

1
豊
見
城
市

1

津
山
市

1
東
か
が
わ
市

1
遠
賀
町

1
日
田
市

1
う
る
ま
市

1

玉
野
市

1
三
豊
市

1
小
竹
町

1
佐
伯
市

1
宮
古
島
市

1

笠
岡
市

1
土
庄
町

1
鞍
手
町

1
臼
杵
市

1
南
城
市

1

井
原
市

1
小
豆
島
町

1
桂
川
町

1
津
久
見
市

1
大
宜
味
村

1

総
社
市

1
三
木
町

1
筑
前
町

1
竹
田
市

1
東
村

1

高
梁
市

1
宇
多
津
町

1
東
峰
村

1
豊
後
高
田
市

1
今
帰
仁
村

1

新
見
市

1
綾
川
町

1
大
刀
洗
町

1
杵
築
市

1
本
部
町

1

備
前
市

1
琴
平
町

1
大
木
町

1
宇
佐
市

1
金
武
町

1

瀬
戸
内
市

1
多
度
津
町

1
広
川
町

1
豊
後
大
野
市

1
伊
江
村

1

赤
磐
市

1
ま
ん
の
う
町

1
香
春
町

1
由
布
市

1
読
谷
村

1

真
庭
市

1
松
山
市

5
添
田
町

1
国
東
市

1
嘉
手
納
町

1

美
作
市

1
今
治
市

1
糸
田
町

1
姫
島
村

1
北
谷
町

1

浅
口
市

1
宇
和
島
市

1
川
崎
町

1
日
出
町

1
中
城
村

1

早
島
町

1
八
幡
浜
市

1
大
任
町

1
玖
珠
町

1
南
風
原
町

1

里
庄
町

1
新
居
浜
市

1
赤
村

1
八
重
瀬
町

1

矢
掛
町

1
西
条
市

1
福
智
町

1
竹
富
町

1

新
庄
村

1
大
洲
市

1
苅
田
町

1

鏡
野
町

1
伊
予
市

1
み
や
こ
町

1

勝
央
町

1
四
国
中
央
市

1
吉
富
町

1

西
粟
倉
村

1
西
予
市

1
上
毛
町

1

久
米
南
町

1
東
温
市

1
築
上
町

1

美
咲
町

1
上
島
町

2

吉
備
中
央
町

1
久
万
高
原
町

1

松
前
町

1

砥
部
町

1

内
子
町

1

伊
方
町

1

松
野
町

1

鬼
北
町

1

愛
南
町

1

山
口
県

1
9
自
治
体

［
2
7
か
所
］

和
歌
山
県

3
0
自
治
体

［
3
0
か
所
］

鳥
取
県

1
9
自
治
体

［
2
0
か
所
］

1
,
6
0
3
市
区
町
村

2
,
4
5
1
箇
所

島
根
県

1
9
自
治
体

［
2
0
か
所
］

岡
山
県

2
5
自
治
体

［
3
4
か
所
］

広
島
県

2
3
自
治
体

［
7
0
か
所
］

徳
島
県

2
2
自
治
体

［
2
2
か
所
］

鹿
児
島
県

3
7
自
治
体

［
4
3
か
所
］

沖
縄
県

2
3
自
治
体

［
2
4
か
所
］

香
川
県

1
6
自
治
体

［
2
3
か
所
］

愛
媛
県

2
0
自
治
体

［
2
5
か
所
］

高
知
県

3
1
自
治
体

［
3
3
か
所
］

福
岡
県

6
0
自
治
体

［
7
3
か
所
］

佐
賀
県

2
0
自
治
体

［
2
3
か
所
］

長
崎
県

2
0
自
治
体

［
2
0
か
所
］

熊
本
県

2
7
自
治
体

［
3
2
か
所
］

大
分
県

1
7
自
治
体

［
2
3
か
所
］

宮
崎
県

2
6
自
治
体

［
2
7
か
所
］
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成
育

基
本

方
針

（
令

和
３

年
２

月
９

日
閣

議
決

定
）

に
基

づ
き

、安
心

・安
全

で
健

や
か

な
妊

娠
・出

産
、産

後
の

健
康

管
理

を
支

援
す

る
た

め
、プ

レ
コン

セ
プ

シ
ョン

ケ
ア

（
女

性
や

カッ
プ

ル
を

対
象

とし
て

、将
来

の
妊

娠
の

た
め

の
健

康
管

理
を

促
す

取
組

）
の

実
施

な
ど、

需
要

に
的

確
に

対
応

した
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
う

事
を

目
的

とす
る

。

性
と健

康
の

相
談

セ
ン

タ
ー

事
業

【新
規

】
Ｒ

４
予

算
案

：
9.

2億
円

目
的

◆
対

象
者

思
春

期
、妊

娠
、出

産
等

の
各

ライ
フス

テ
ー

ジ
に

応
じた

相
談

を
希

望
す

る
者

（
不

妊
相

談
、予

期
せ

ぬ
妊

娠
、メ

ン
タル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
、性

感
染

症
の

対
応

を
含

む
）

◆
内

容
（

１
）

不
妊

に
悩

む
夫

婦
、将

来
子

を
持

ち
た

い
カッ

プ
ル

、身
体

的
・精

神
的

な
悩

み
を

有
す

る
女

性
等

へ
の

健
康

状
況

に
的

確
に

応
じた

健
康

・不
妊

・将
来

の
妊

娠
出

産
に

関
す

る
相

談
指

導
（

２
）

妊
娠

・出
産

に
係

る
正

しい
知

識
等

に
関

す
る

親
世

代
向

け
等

の
講

演
会

の
開

催
（

３
）

相
談

指
導

を
行

う相
談

員
の

研
修

養
成

（
４

）
不

妊
治

療
、妊

娠
・出

産
、女

性
の

健
康

に
関

す
る

医
学

的
・科

学
的

知
見

の
普

及
啓

発
（

５
）

不
妊

治
療

と仕
事

の
両

立
に

関
す

る
相

談
対

応
（

６
）

特
定

妊
婦

等
に

対
す

る
産

科
受

診
等

支
援

（
７

）
若

年
妊

婦
等

に
対

す
る

SN
Sや

ア
ウ

トリ
ー

チ
に

よ
る

相
談

支
援

、緊
急

一
時

的
な

居
場

所
の

確
保

（
８

）
出

生
前

遺
伝

学
的

検
査

（
NI

PT
）

を
受

け
た

妊
婦

等
へ

の
相

談
支

援
体

制
の

整
備

（
９

）
学

校
で

児
童

・生
徒

向
け

に
性

・生
殖

に
関

す
る

教
育

等
を

実
施

す
る

医
師

や
助

産
師

等
へ

の
支

援
（

10
）

思
春

期
の

児
童

等
に

対
す

る
産

科
受

診
等

支
援

内
容

◆
実

施
主

体
：

都
道

府
県

・指
定

都
市

・中
核

市
◆

補
助

率
：

国
１

／
２

、都
道

府
県

・指
定

都
市

・中
核

市
１

／
２

◆
補

助
単

価
：

月
額

82
9,

75
0円

＋
取

組
に

応
じた

加
算

実
施

主
体

・補
助

率
等

※
現

行
の

「女
性

健
康

支
援

セ
ンタ

ー
事

業
」や

「不
妊

専
門

相
談

セ
ンタ

ー
事

業
」を

組
み

替
え

た
も

の
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○
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
支
援
事
業

①
健
康
教
育
事
業

月
額

5
7
,5
0
0
円
（
Ａ
）

②
女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

ア
基
本
分

月
額

1
5
8
,7
0
0
円
（
Ａ
）

イ
加
算
分

・
専
任
相
談
員
加
算

月
額

7
8
,1
0
0
円
（
Ａ
）

・
産
科
受
診
等
支
援
加
算

月
額

1
5
8
,0
0
0
円
（
Ｃ
）

受
診
１
件
あ
た
り

1
0
,0
0
0
円
（
Ｃ
）

ウ
夜
間
・
休
日
対
応
加
算

月
額

5
4
,6
0
0
円
（
Ｂ
）

エ
若
年
妊
婦
支
援
加
算

・
運
営
費

月
額

1
7
2
,1
0
0
円
（
E
）

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
運
用
加
算

年
額
1
0
,8
8
8
,0
0
0円
（
E
）

・
緊
急
一
時
的
な
居
場
所
確
保

１
泊
あ
た
り

1
6
,1
0
0
円
（
E
）

オ
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査

・
運
営
費

月
額

1
5
1
,7
0
0
円
（
G
）

・
研
修
費

月
額

2
8
,0
0
0
円
（
G
）

③
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

ア
基
本
分

月
額

4
7
4
,5
0
0
円
（
Ａ
）

イ
加
算
分

・
相
談
対
応
加
算

月
額

6
0
,6
0
0
円
（
Ａ
）

・
夜
間
休
日
対
応
加
算

月
額

5
4
,6
0
0
円
（
Ｂ
）

・
不
妊
症
・
不
育
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

月
額

8
6
6
,6
0
0
円
（
Ｉ）

④
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
－
１
母
子
感
染
対
策
事
業

月
額

1
,6
7
9
,0
0
0
円
（
H
）

⑤
若
年
妊
婦
等
支
援
事
業
（
１
団
体
あ
た
り
）

ア
基
本
分

月
額

3
6
6
,7
0
0
円
（
F
）

イ
加
算
分

・
夜
間
休
日
対
応
加
算

月
額

5
4
,7
0
0
円
（
F
）

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
運
用
加
算

年
額
1
0
,8
8
8
,0
0
0
円
（
F
)

・
産
科
受
診
等
支
援
加
算

月
額

3
1
4
,4
0
0
円
（
D
）

１
件
あ
た
り

1
0
,0
0
0
円
（
D
）

・
緊
急
一
時
的
な
居
場
所
確
保

１
泊
あ
た
り

1
6
,1
0
0
円
（
F
）

＜
現

行
＞

○
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

（
１
）
基
本
分
補
助
単
価
（
A
）

月
額

8
2
9
,7
5
0
円

（
２
）
加
算
分
補
助
単
価

①
休
日
・
夜
間
対
応
加
算
（
Ｂ
）

月
額

5
4
,8
0
0
円

②
特
定
妊
婦
等
に
対
す
る
産
科
受
診
等
支
援
加
算

【
直
営
の
場
合
】
（
C
）

・
運
営
費

月
額

1
5
8
,0
0
0
円

・
初
回
産
科
受
診
料

１
件
あ
た
り

1
0
,0
0
0
円

【
委
託
の
場
合
】
（
D
）

・
運
営
費

月
額

3
1
4
,8
0
0
円

・
初
回
産
科
受
診
料

１
件
あ
た
り

1
0
,0
0
0
円

③
若
年
妊
婦
等
支
援
強
化
加
算

【
直
営
の
場
合
】
（
E
）

・
運
営
費

月
額

1
7
2
,3
0
0
円

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
運
用

年
額
1
0
,8
8
8
,0
0
0円

・
緊
急
一
時
的
な
居
場
所
確
保

１
泊
あ
た
り

1
6
,1
0
0
円

【
委
託
の
場
合
】
（
F
）

・
運
営
費

月
額

3
6
7
,1
0
0
円

・
夜
間
休
日
対
応
加
算

月
額

5
4
,8
0
0
円

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
運
用
加
算

年
額
1
0
,8
8
8
,0
0
0
円

・
緊
急
一
時
的
な
居
場
所
確
保

１
泊
あ
た
り

1
6
,1
0
0
円

④
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
加
算
（
G
）

・
運
営
費

月
額

1
5
1
,7
0
0
円

・
研
修
費

月
額

2
8
,0
0
0
円

⑤
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
－
１
母
子
感
染
対
策
加
算
（
H
）

月
額

1
,6
8
0
,0
0
0
円

⑥
不
妊
症
・
不
育
症
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
加
算
（
I）

月
額

8
6
6
,6
0
0
円

＜
改

正
後

イ
メ

ー
ジ

＞

性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
補
助
単
価
案
の
イ
メ
ー
ジ
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女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
施
状
況

(
令
和
２
年
８
月
１
日
時
点
：
母
子
保
健
課
調
べ
)

都
道
府
県
女
性
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー

都
道
府
県
女
性
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー

中
核
市
女
性
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー

中
核
市
女
性
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー

0
0
1

北
海
道

○
0
3
8

愛
媛
県

○
0
6
8

旭
川
市

×
1
0
7

西
宮
市

×

0
0
2

青
森
県

○
0
3
9

高
知
県

○
0
6
9

函
館
市

×
1
0
8

尼
崎
市

×

0
0
3

岩
手
県

○
0
4
0

福
岡
県

○
0
7
0

青
森
市

×
1
0
9

明
石
市

×

0
0
4

宮
城
県

○
0
4
1

佐
賀
県

○
0
7
1

八
戸
市

○
1
1
0

奈
良
市

○

0
0
5

秋
田
県

○
0
4
2

長
崎
県

○
0
7
2

盛
岡
市

○
1
1
1

和
歌
山
市

×

0
0
6

山
形
県

○
0
4
3

熊
本
県

○
0
7
3

秋
田
市

×
1
1
2

鳥
取
市

○
（
※
）

0
0
7

福
島
県

○
0
4
4

大
分
県

○
0
7
4

山
形
市

○
1
1
3

松
江
市

×

0
0
8

茨
城
県

○
0
4
5

宮
崎
県

○
0
7
5

郡
山
市

×
1
1
4

倉
敷
市

×

0
0
9

栃
木
県

○
0
4
6

鹿
児
島
県

○
0
7
6

い
わ
き
市

○
（
※
）

1
1
5

福
山
市

×

0
1
0

群
馬
県

○
0
4
7

沖
縄
県

○
0
7
7

福
島
市

○
1
1
6

呉
市

○

0
1
1

埼
玉
県

○
4
7

0
7
8

水
戸
市

○
（
※
）

1
1
7

下
関
市

×

0
1
2

千
葉
県

○
0
7
9

宇
都
宮
市

×
1
1
8

高
松
市

×

0
1
3

東
京
都

○
指
定
都
市
女
性
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー

0
8
0

前
橋
市

×
1
1
9

松
山
市

×

0
1
4

神
奈
川
県

○
0
4
8

札
幌
市

○
0
8
1

高
崎
市

×
1
2
0

高
知
市

×

0
1
5

新
潟
県

○
0
4
9

仙
台
市

○
0
8
2

川
越
市

○
1
2
1

久
留
米
市

○

0
1
6

富
山
県

○
0
5
0

さ
い
た
ま
市

○
0
8
3

川
口
市

○
1
2
2

長
崎
市

×

0
1
7

石
川
県

○
0
5
1

千
葉
市

○
0
8
4

越
谷
市

×
1
2
3

佐
世
保
市

×

0
1
8

福
井
県

○
0
5
2

横
浜
市

○
0
8
5

船
橋
市

○
（
※
）

1
2
4

大
分
市

×

0
1
9

山
梨
県

○
0
5
3

川
崎
市

○
0
8
6

柏
市

×
1
2
5

宮
崎
市

○

0
2
0

長
野
県

○
0
5
4

相
模
原
市

×
0
8
7

八
王
子
市

○
（
※
）

1
2
6

鹿
児
島
市

×

0
2
1

岐
阜
県

○
0
5
5

新
潟
市

○
（
※
）

0
8
8

横
須
賀
市

○
1
2
7

那
覇
市

×

0
2
2

静
岡
県

○
0
5
6

静
岡
市

○
0
8
9

富
山
市

×
2
0

0
2
3

愛
知
県

○
0
5
7

浜
松
市

○
0
9
0

金
沢
市

○
（
※
）

0
2
4

三
重
県

○
0
5
8

名
古
屋
市

○
0
9
1

福
井
市

×
女
性
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー

0
2
5

滋
賀
県

○
0
5
9

京
都
市

○
（
※
）

0
9
2

甲
府
市

○
8
4

0
2
6

京
都
府

○
0
6
0

大
阪
市

○
（
※
）

0
9
3

長
野
市

○

0
2
7

大
阪
府

○
0
6
1

堺
市

○
（
※
）

0
9
4

岐
阜
市

×
1
4

0
2
8

兵
庫
県

○
0
6
2

神
戸
市

○
（
※
）

0
9
5

豊
田
市

×
（
※
）
は
自
治
体
単
独
実
施

0
2
9

奈
良
県

○
0
6
3

岡
山
市

×
0
9
6

豊
橋
市

○

0
3
0

和
歌
山
県

○
（
※
）

0
6
4

広
島
市

○
（
※
）

0
9
7

岡
崎
市

×

0
3
1

鳥
取
県

○
0
6
5

北
九
州
市

○
（
※
）

0
9
8

大
津
市

×

0
3
2

島
根
県

○
0
6
6

福
岡
市

○
0
9
9

高
槻
市

×

0
3
3

岡
山
県

○
0
6
7

熊
本
市

×
1
0
0

東
大
阪
市

×

0
3
4

広
島
県

○
1
7

1
0
1

豊
中
市

×

0
3
5

山
口
県

○
1
0
2

吹
田
市

×

0
3
6

徳
島
県

○
1
0
3

枚
方
市

×

0
3
7

香
川
県

○
1
0
4

八
尾
市

×

1
0
5

寝
屋
川
市

×

1
0
6

姫
路
市

×

小
計

小
計

う
ち
自
治
体
単
独
数
(
※
)

合
計

小
計
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両
親

学
級

の
オ

ンラ
イン

実
施

や
SN

Sを
活

用
した

オ
ンラ

イン
相

談
な

ど、
妊

産
婦

等
の

ニー
ズ

に
応

じた
アク

セ
ス

しや
す

い
多

様
な

相
談

支
援

を
行

うと
とも

に
、母

子
保

健
に

関
す

る
記

録
を

電
子

化
す

る
こと

で
、妊

産
婦

等
の

状
態

を適
切

に
管

理
す

る
な

ど、
必

要
な

支
援

が
行

わ
れ

る
よ

う体
制

強
化

を
図

る
。

母
子

保
健

対
策

強
化

事
業

【新
規

】
Ｒ

４
予

算
案

：
5.

3億
円

目
的

個
々

の
家

庭
の

状
況

に
応

じて
、適

切
な

支
援

を提
供

で
きる

よう
、地

域
の

実
情

に
応

じた
支

援
体

制
等

の
強

化
を

図
る

。
（

１
）

両
親

学
級

等
の

オ
ンラ

イン
実

施
（

２
）

SN
Sを

活
用

した
オ

ンラ
イン

相
談

（
３

）
母

子
保

健
に

関
す

る
記

録
の

電
子

化
（

４
）

各
種

健
診

に
必

要
な

備
品

（
屈

折
検

査
機

器
等

）
の

整
備

（
５

）
その

他
母

子
保

健
対

策
強

化
に

資
す

る
取

り組
み

内
容

◆
実

施
主

体
：

市
町

村
◆

補
助

率
：

国
１

／
２

、市
町

村
１

／
２

◆
補

助
単

価
案

：
6,

04
3,

00
0円

実
施

主
体

・補
助

率
等
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産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
の
一
部
）

○
妊

産
婦

等
が

抱
え

る
妊

娠
・出

産
や

子
育

て
に

関
す

る
悩

み
等

に
つ

い
て

、助
産

師
等

の
専

門
家

又
は

子
育

て
経

験
者

や
シ

ニア
世

代
等

の
相

談
しや

す
い

「話
し相

手
」等

に
よる

相
談

支
援

を行
い

、家
庭

や
地

域
で

の
妊

産
婦

等
の

孤
立

感
を解

消
を図

る
こと

を目
的

とす
る

。

目
的

◆
対

象
者

身
近

に
相

談
で

きる
者

が
い

な
い

な
ど、

支
援

を受
け

る
こと

が
適

当
と判

断
され

る
妊

産
婦

及
び

その
家

族
。

◆
内

容
（

１
）

利
用

者
の

悩
み

相
談

対
応

や
サ

ポ
ー

ト
（

２
）

産
前

・産
後

の
心

身
の

不
調

に
関

す
る

相
談

支
援

（
３

）
妊

産
婦

等
をサ

ポ
ー

トす
る

者
の

募
集

（
４

）
子

育
て

経
験

者
や

シ
ニア

世
代

の
者

等
に

対
して

産
前

・産
後

サ
ポ

ー
トに

必
要

な
知

識
を付

与
す

る
講

習
会

の
開

催
（

５
）

母
子

保
健

関
係

機
関

、関
係

事
業

との
連

絡
調

整
（

６
）

多
胎

妊
産

婦
へ

の
支

援
（

多
胎

ピア
サ

ポ
ー

ト、
多

胎
妊

産
婦

サ
ポ

ー
ター

等
に

よる
支

援
（

R２
～

）
（

７
）

妊
産

婦
等

へ
の

育
児

用
品

等
に

よる
支

援
（

R２
～

）
（

８
）

出
産

や
子

育
て

に
悩

む
父

親
支

援
（

R3
～

）

◆
実

施
方

法
・実

施
場

所
等

「ア
ウト

リー
チ

（
パ

ー
トナ

ー
）

型
」

：
実

施
担

当
者

が
利

用
者

の
自

宅
に

赴
く等

に
より

、個
別

に
相

談
に

対
応

「デ
イサ

ー
ビス

（
参

加
）

型
」

：
公

共
施

設
等

を活
用

し、
集

団
形

式
に

より
、同

じ悩
み

等
を有

す
る

利
用

者
か

らの
相

談
に

対
応

◆
実

施
担

当
者

①
助

産
師

、保
健

師
又

は
看

護
師

②
子

育
て

経
験

者
、シ

ニア
世

代
の

者
等

※
事

業
内

容
（

２
）

の
産

前
・産

後
の

心
身

の
不

調
に

関
す

る
相

談
支

援
は

、①
に

掲
げ

る
専

門
職

を
担

当
者

とす
る

こと
が

望
ま

しい

内
容

◆
実

施
主

体
：

市
町

村
◆

補
助

率
：

国
１

／
２

、市
町

村
１

／
２

◆
補

助
単

価
案

：
月

額
17

0,
90

0円
～

2,
74

3,
20

0円
（

人
口

に
よ

り異
な

る
）

その
他

、多
胎

妊
産

婦
等

支
援

な
ど取

組
に

応
じた

加
算

あ
り。

実
施

主
体

・補
助

率
等

【平
成

26
年

度
創

設
】

事
業

実
績

Ｒ
４

予
算

案
：

16
.5

億
円

（
18

.4
億

円
）

29
59

18
2

31
3 

40
3 

50
1 

57
9 

0

20
0

40
0

60
0

80
0

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

※
 変

更
交

付
決

定
ベ

ー
ス

（
市

町
村

）

（
年

度
）
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多
胎
妊
産
婦
等
支
援
（
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
一
部
）

○
多

胎
妊

産
婦

へ
の

支
援

に
つ

い
て

、ピ
アサ

ポ
ー

ト事
業

や
、育

児
サ

ポ
ー

ター
等

派
遣

事
業

に
加

え
て

、多
胎

児
を妊

娠
した

場
合

に
、単

胎
に

対
して

追
加

で
生

じ
る

妊
婦

健
康

診
査

の
費

用
の

補
助

や
、育

児
サ

ポ
ー

ター
を更

に
活

用
しや

す
くす

る
こと

に
より

、誰
も

が
子

育
て

をし
や

す
い

環
境

を整
え

る
。

目
的

◆
対

象
者

多
胎

妊
産

婦
及

び
多

胎
家

庭
※

（
２

）
多

胎
妊

産
婦

等
サ

ポ
ー

ター
等

事
業

に
つ

い
て

は
、２

歳
程

度
ま

で
の

多
胎

児
を

育
児

す
る

者
を

対
象

者
の

目
安

とし
、個

別
の

事
情

を
踏

ま
え

て
判

断

◆
内

容
（

１
）

多
胎

ピア
サ

ポ
ー

ト事
業

多
胎

児
の

育
児

経
験

者
家

族
との

交
流

会
等

の
実

施
や

、多
胎

妊
婦

が
入

院
して

い
る

場
合

、外
出

が
困

難
な

場
合

な
どに

お
い

て
、必

要
に

応
じて

多
胎

児
の

育
児

経
験

者
に

よる
アウ

トリ
ー

チ
で

の
相

談
支

援
を実

施
す

る
。

（
２

）
多

胎
妊

産
婦

等
サ

ポ
ー

ター
等

事
業

多
胎

妊
産

婦
や

多
胎

家
庭

の
も

とへ
サ

ポ
ー

ター
を派

遣
し、

外
出

時
の

補
助

や
、日

常
の

育
児

に
関

す
る介

助
を行

う。
また

、当
該

サ
ポ

ー
ター

を派
遣

す
る

前
に

、多
胎

妊
産

婦
等

へ
の

支
援

に
際

して
必

要
な

知
識

等
を修

得
す

る
た

め
の

研
修

を実
施

す
る

。

内
容

◆
実

施
主

体
：

市
町

村
◆

補
助

率
：

国
１

／
２

、市
町

村
１

／
２

◆
補

助
単

価
案

多
胎

ピア
サ

ポ
ー

ト事
業

月
額

20
8,

20
0円

多
胎

妊
産

婦
等

サ
ポ

ー
ター

等
事

業
月

額
15

8,
70

0円
～

72
9,

30
0円

（
人

口
に

よ
り異

な
る

）

実
施

主
体

・補
助

率
等

【令
和

２
年

度
創

設
】

◆
実

施
自

治
体

数
多

胎
ピア

サ
ポ

ー
ト事

業
31

自
治

体
多

胎
妊

産
婦

等
サ

ポ
ー

ター
等

事
業

28
自

治
体

※
令

和
２

年
度

変
更

交
付

決
定

ベ
ー

ス

事
業

実
績

Ｒ
４

予
算

案
：
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
1
6
.5

億
円

の
内

数

訪
問

訪
問

日
常

生
活

の
サ

ポ
ー

ト
交

流
会

や
アウ

トリ
ー

チ
に

よる
相

談
支

援
な

ど
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出
産
や
子
育
て
に
悩
む
父
親
支
援
（
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
一
部
）

○
家

族
との

関
わ

り方
に

対
す

る
不

安
や

、男
性

の
育

児
参

加
の

促
進

に
伴

って
生

じる
出

産
・子

育
て

に
関

して
悩

む
父

親
に

対
す

る
支

援
の

た
め

、子
育

て
経

験
の

あ
る

父
親

等
に

よる
ピア

サ
ポ

ー
ト支

援
や

、急
激

な
環

境
の

変
化

に
よる

父
親

の
産

後
うつ

へ
の

対
応

を行
う。

目
的

◆
対

象
者

出
産

・子
育

て
に

関
して

悩
む

父
親

◆
内

容
（

１
）

ピア
サ

ポ
ー

ト支
援

等
子

育
て

経
験

の
あ

る
父

親
や

、現
在

子
育

て
中

の
父

親
に

よる
交

流
会

等
の

実
施

や
、子

育
て

経
験

の
あ

る
父

親
に

よ
る

相
談

支
援

を実
施

す
る

こと
で

、子
育

て
に

関
す

る
悩

み
の

共
有

や
情

報
交

換
を

行
い

、さ
らに

子
ども

や
父

親
の

ライ
フス

テ
ー

ジ
に

応
じた

子
育

て
の

方
法

を
学

ぶ
場

とし
て

、継
続

的
な

支
援

を
実

施
す

る
。

（
２

）
父

親
相

談
支

援
妻

の
妊

娠
・出

産
や

子
ども

の
誕

生
・成

長
に

よ
って

生
じる

、父
親

自
身

に
お

け
る

仕
事

の
ス

タイ
ル

や
生

活
環

境
の

急
激

な
変

化
に

関
す

る
悩

み
や

うつ
状

態
に

対
応

す
る

た
め

、相
談

支
援

や
、そ

の
た

め
に

必
要

な
知

識
を取

得
す

る
た

め
の

研
修

を実
施

す
る

。

内
容

◆
実

施
主

体
：

市
町

村
◆

補
助

率
：

国
１

／
２

、市
町

村
１

／
２

◆
補

助
単

価
案

ピア
サ

ポ
ー

ト支
援

等
事

業
月

額
59

,0
00

円
父

親
相

談
支

援
月

額
15

4,
80

0円

実
施

主
体

・補
助

率
等

【令
和

３
年

度
創

設
】

◆
実

施
自

治
体

数
：

ー
※

令
和

３
年

度
予

算
に

お
け

る
新

規
事

業

事
業

実
績

Ｒ
４

予
算

案
：
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
7
.2

億
円

の
内

数

交
流
会
、
相
談
支
援

の
実
施

相
談
支
援
の
実
施
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○
多

胎
児

を
妊

娠
した

妊
婦

は
、単

胎
妊

娠
の

場
合

より
も

頻
回

の
妊

婦
健

康
診

査
受

診
が

推
奨

され
、受

診
に

伴
う経

済
的

負
担

が
大

き
く

な
る

こと
か

ら、
通

常
１

４
回

程
度

の
妊

婦
健

康
診

査
よ

りも
追

加
で

受
診

す
る

健
康

診
査

に
係

る
費

用
を

補
助

す
る

こと
で

、多
胎

妊
婦

の
負

担
軽

減
を

図
る

こと
を

目
的

とす
る

。

多
胎

妊
娠

の
妊

婦
健

康
診

査
支

援
事

業
Ｒ

４
予

算
案

：
0.

9億
円

（
1.

0億
円

）

目
的

◆
対

象
者

多
胎

を
妊

娠
して

い
る

妊
婦

◆
内

容
多

胎
を

妊
娠

して
い

る
妊

婦
を

対
象

に
、単

胎
の

場
合

よ
りも

追
加

で
受

診
す

る
妊

婦
健

康
診

査
に

係
る

費
用

に
つ

い
て

、一
定

額
を

助
成

す
る

。

内
容

◆
実

施
主

体
：

市
町

村
◆

補
助

率
：

国
１

／
２

、市
町

村
１

／
２

◆
補

助
単

価
案

：
１

件
あ

た
り

5,
00

0円
※

多
胎

妊
婦

１
人

当
た

り５
回

を
限

度

実
施

主
体

・補
助

率
等

【令
和

３
年

度
創

設
】

◆
実

施
自

治
体

数
：

ー
※

令
和

３
年

度
予

算
に

お
け

る
新

規
事

業

事
業

実
績
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○
産

後
2週

間
、産

後
１

か
月

な
ど出

産
後

間
も

な
い

時
期

の
産

婦
に

対
す

る
健

康
診

査
（

母
体

の
身

体
的

機
能

の
回

復
や

授
乳

状
況

及
び

精
神

状
態

の
把

握
等

）
の

費
用

を
助

成
す

る
こと

に
よ

り、
産

後
の

初
期

段
階

に
お

け
る

母
子

に
対

す
る

支
援

を
強

化
し、

妊
娠

期
か

ら子
育

て
期

に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

体
制

を
整

備
す

る
こと

を目
的

とす
る

。

産
婦

健
康

診
査

事
業

Ｒ
４

予
算

案
：

18
.3

億
円

（
18

.3
億

円
）

目
的

◆
対

象
者

産
後

２
週

間
、産

後
１

か
月

な
ど出

産
後

まも
な

い
時

期
の

産
婦

◆
内

容
地

域
に

お
け

る
全

て
の

産
婦

を対
象

に
、産

婦
健

康
診

査
２

回
分

に
係

る
費

用
に

つ
い

て
助

成
を行

う。

内
容

◆
実

施
主

体
：

市
町

村
◆

補
助

率
：

国
１

／
２

、市
町

村
１

／
２

◆
補

助
単

価
案

：
１

件
あ

た
り

5,
00

0円

実
施

主
体

・補
助

率
等

【平
成

29
年

度
創

設
】

事
業

実
績

妊
娠

出
産

乳
児

１ 歳 ６ か 月

児 健 診

※ 地 方 交 付 税 措 置

３ 歳 児 健 診

※ 地 方 交 付 税 措 置

妊 娠 の 届 出 ・

母 子 健 康 手 帳 の 交 付

妊
婦

健
診

（
１

４
回

）

※
地

方
交

付
税

措
置

幼
児

産 婦 健 診

妊
娠

期
か

ら子
育

て
期

に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援 ２
回

分
を

助
成

乳
幼

児
健

診
（

３
～

４
か

月
児

健
診

な
ど）

※
市

町
村

が
必

要
に

応
じ実

施

産
後

ケ
ア

事
業

（
産

婦
婦

の
心

身
の

不
調

や
産

後
うつ

等
を

防
ぐた

め
、母

子
へ

の
心

身
の

ケ
ア

や
育

児
サ

ポ
ー

ト等
の

実
施

支
援

が
必

要
な

産
婦

の
把

握

73
 

36
4 

68
4 

86
7 

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

H2
9

H3
0

R1
R2

※
 変

更
交

付
決

定
ベ

ー
ス

（
市

町
村

）

（
年

度
）
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○
聴

覚
障

害
は

早
期

に
発

見
され

適
切

な
支

援
が

行
わ

れ
た

場
合

に
は

、聴
覚

障
害

に
よ

る
音

声
言

語
発

達
等

へ
の

影
響

が
最

小
限

に
抑

え
られ

る
。こ

の
た

め
、聴

覚
障

害
の

早
期

発
見

・早
期

療
育

が
図

られ
る

よ
う、

新
生

児
聴

覚
検

査
に

係
る

協
議

会
の

設
置

を
行

うと
とも

に
研

修
会

の
実

施
、普

及
啓

発
等

に
よ

り、
都

道
府

県
に

お
け

る
推

進
体

制
を整

備
す

る
こと

を目
的

とす
る

。

新
生

児
聴

覚
検

査
体

制
整

備
事

業 Ｒ
４

予
算

案
：

3.
5億

円
（

4.
4億

円
）

目
的

内
容

◆
実

施
主

体
：

都
道

府
県

◆
補

助
率

：
国

１
／

２
、都

道
府

県
１

／
２

◆
補

助
単

価
案

：
年

額
2,

37
3,

40
0円

（
５

）
を実

施
す

る
場

合
年

額
10

,0
00

,0
00

円
（

６
）

を実
施

す
る

場
合

年
額

3,
60

0,
00

0円

実
施

主
体

・補
助

率
等

【平
成

29
年

度
創

設
】

◆
実

施
自

治
体

数
：

43
自

治
体

（
39

自
治

体
）

※
令

和
２

年
度

変
更

交
付

決
定

ベ
ー

ス
括

弧
は

令
和

元
年

度
変

更
交

付
決

定
ベ

ー
ス

事
業

実
績

都
道
府
県

or
都
道
府
県

が
指
定
す
る
医
療
機
関

市
町

村
産

科
医

療
機

関

③
電

話
相

談
、訪

問
指

導

出
生

・検
査

①
情

報
共

有
②

検
査

結
果

の
把

握
や

指
導

等

訪
問

・指
導

（
１

）
行

政
機

関
、医

療
機

関
、教

育
機

関
、医

師
会

・患
者

会
等

の
関

係
機

関
（

団
体

）
等

に
よる

協
議

会
の

設
置

・開
催

（
必

須
）

（
２

）
医

療
機

関
従

事
者

等
に

対
す

る
研

修
会

の
実

施
（

３
）

新
生

児
聴

覚
検

査
の

パ
ンフ

レッ
トの

作
成

等
に

よる
普

及
啓

発
（

４
）

都
道

府
県

内
に

お
け

る
新

生
児

聴
覚

検
査

事
業

実
施

の
た

め
の

手
引

書
の

作
成

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

（
５

）
新

生
児

聴
覚

検
査

管
理

等
事

業
（

R2
～

）
①

新
生

児
聴

覚
検

査
の

結
果

の
情

報
集

約
及

び
共

有
②

市
町

村
へ

の
指

導
等

③
相

談
対

応
等

④
検

査
状

況
・精

度
管

理
業

務
（

６
）

聴
覚

検
査

機
器

購
入

支
援

事
業

（
R２

～
）

（
７

）
その

他
新

生
児

聴
覚

検
査

事
業

の
体

制
整

備
に

必
要

な
事

項
（

５
）

新
生

児
聴

覚
検

査
管

理
等

事
業

（
１

）
医

療
機

関
や

教
育

機
関

な
どの

関
係

機
関

等
に

よ
る

協
議

会
の

設
置

（
２

）
医

療
機

関
従

事
者

等
に

対
す

る
研

修
会

の
実

施
（

３
）

新
生

児
聴

覚
検

査
の

パ
ンフ

レ
ット

作
成

等
に

よ
る

普
及

啓
発

（
４

）
県

内
に

お
け

る
事

業
実

施
の

た
め

の
手

引
書

の
作

成
な

ど

①
聴

覚
検

査
情

報
の

共
有

④
精

度
管

理
業

務

（
６

）
聴

覚
検

査
機

器
購

入

384

SJFQB
テキスト ボックス
資料67



新
生

児
聴

覚
検

査
体

制
整

備
事

業
の

実
施

状
況

（
令

和
2年

度
変

更
交

付
決

定
ベ

ー
ス

）
自
治
体
名

協
議
会
の
設
置

研
修
会
の
実
施

普
及
啓
発
の
実
施
手
引
き
書
の
作
成
検
査
結
果
の
情
報

集
約
及
び
共
有

市
町
村
へ
の
指
導

相
談
対
応

検
査
状
況
・
制
度

管
理
業
務

聴
覚
検
査
機
器
購
入

AB
R

自
動

AB
R

北
海
道

○
-

○
-

-
-

-
-

-
-

青
森
県

○
-

○
○

-
-

-
-

-
-

岩
手
県

○
○

○
-

-
-

-
-

-
○

宮
城
県

○
○

○
○

-
-

-
-

-
-

秋
田
県

○
-

○
-

-
-

○
-

-
-

山
形
県

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

福
島
県

○
-

○
-

-
-

-
-

-
-

茨
城
県

○
○

○
-

-
-

-
-

-
-

栃
木
県

○
○

○
-

-
-

-
-

-
-

群
馬
県

○
○

-
○

-
-

-
-

-
-

埼
玉
県

○
-

-
-

-
-

-
-

○
○

千
葉
県

○
○

○
-

-
-

-
-

-
-

東
京
都

○
-

-
○

-
-

-
-

-
-

神
奈
川
県

○
○

○
○

-
-

-
-

-
○

新
潟
県

○
-

○
○

-
-

-
-

-
-

富
山
県

○
-

○
-

○
-

○
○

-
-

石
川
県

○
-

○
-

-
-

-
-

-
-

福
井
県

○
-

○
-

-
-

-
-

-
-

山
梨
県

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

長
野
県

○
○

○
○

○
○

○
○

-
-

岐
阜
県

○
-

○
○

○
-

-
○

-
-

静
岡
県

○
○

○
○

○
○

○
○

-
○

愛
知
県

○
-

○
-

-
-

-
-

-
-

三
重
県

○
-

○
○

-
-

-
-

-
-

滋
賀
県

○
○

○
-

-
-

-
-

-
-

京
都
府

○
○

○
-

-
-

-
-

-
-

大
阪
府

○
○

○
○

-
-

-
-

-
-

兵
庫
県

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

奈
良
県

○
○

○
○

-
-

-
-

-
-

和
歌
山
県

○
-

○
○

-
-

-
-

-
-

鳥
取
県

○
-

-
○

-
-

-
-

-
○

島
根
県

○
-

-
○

-
-

-
-

-
-

岡
山
県

○
○

○
-

○
○

○
-

-
-

広
島
県

○
-

-
○

-
-

-
-

-
○

山
口
県

○
-

○
-

-
-

-
-

-
-

徳
島
県

○
○

-
○

-
-

-
-

-
-

香
川
県

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

愛
媛
県

○
-

○
○

-
-

-
-

-
-

高
知
県

○
-

○
-

-
-

-
-

-
-

福
岡
県

○
○

○
○

○
○

○
○

-
○

佐
賀
県

○
○

○
-

-
-

-
-

-
-

長
崎
県

○
-

○
-

-
-

-
-

-
-

熊
本
県

○
-

-
○

-
-

-
-

-
-

大
分
県

○
○

○
-

-
-

-
-

-
-

宮
崎
県

○
○

○
○

-
-

-
-

-
-

鹿
児
島
県

○
-

-
○

-
-

-
-

-
-

沖
縄
県

○
○

○
○

○
○

○
○

-
○

合
計

43
20

34
23

7
5

7
6

1
8
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○
地

域
の

NP
O

と連
携

し、
悩

み
を

抱
え

る
若

年
妊

婦
等

を
、継

続
的

か
つ

専
門

的
な

支
援

へ
と繋

げ
る

。

若
年
妊
婦
等
支
援
強
化
加
算
（
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
部
）

○
予

期
せ

ぬ
妊

娠
な

どに
より

、身
体

的
、精

神
的

な
悩

み
や

不
安

を抱
え

た
若

年
妊

婦
等

が
、身

近
な

地
域

で
必

要
な

支
援

を受
け

られ
る

よう
、S

NS
等

を活
用

し
た

相
談

支
援

等
を行

う。
○

若
年

妊
婦

等
へ

の
支

援
に

積
極

的
で

、機
動

力
の

あ
る

NP
O

に
、ア

ウト
リー

チ
や

若
年

妊
婦

等
支

援
の

業
務

の
一

部
及

び
全

て
を委

託
す

る
な

どに
より

、地
域

の
実

情
に

応
じた

若
年

妊
婦

等
へ

の
支

援
を行

う。

目
的

◆
対

象
者

10
代

等
若

年
で

妊
娠

に
悩

ん
で

い
る

者
や

、若
年

に
限

らず
特

定
妊

婦
と疑

わ
れ

る
者

等
◆

内
容

（
１

）
相

談
支

援
等

①
窓

口
相

談
②

アウ
トリ

ー
チ

に
よる

相
談

③
コー

デ
ィネ

ー
ト業

務
④

SN
S等

を活
用

した
相

談
（

２
）

産
科

受
診

等
支

援
（

３
）

緊
急

一
時

的
な

居
場

所
確

保

内
容

◆
実

施
主

体
：

都
道

府
県

・指
定

都
市

・中
核

市
◆

補
助

率
：

国
１

／
２

、都
道

府
県

・指
定

都
市

・中
核

市
１

／
２

◆
実

施
自

治
体

数
：

10
自

治
体

・
直

営
５

自
治

体
（

宮
城

県
、神

奈
川

県
、三

重
県

、京
都

府
、奈

良
県

）
・

委
託

５
自

治
体

（
埼

玉
県

、千
葉

県
、富

山
県

、石
川

県
、兵

庫
県

）
※

令
和

２
年

度
変

更
交

付
決

定
ベ

ー
ス

実
施

主
体

等

【令
和

２
年

度
創

設
】

Ｒ
４

予
算

案
：

性
と健

康
の

相
談

セ
ン

タ
ー

事
業

9.
2億

円
の

内
数

◆
補

助
単

価
案

①
直

営
運

営
費

月
額

17
2,

30
0円

SN
S等

に
よる

相
談

支
援

年
額

10
,8

88
,0

00
円

一
時

的
な

居
場

所
確

保
１

泊
あ

た
り

16
,1

00
円

②
委

託
基

本
分

月
額

36
7,

10
0円

夜
間

休
日

対
応

加
算

月
額

54
,8

00
円

SＮ
Ｓ

等
に

よる
相

談
支

援
年

額
10

,8
88

,0
00

円
一

時
的

な
居

場
所

確
保

１
泊

あ
た

り
16

,1
00

円

補
助

単
価

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

（
１

）
ア

ウト
リー

チ
や

SN
S等

に
よ

る
相

談
支

援
（

２
）

特
定

妊
婦

等
に

対
す

る
産

科
受

診
等

支
援

（
３

）
緊

急
一

時
的

な
居

場
所

の
確

保

○
保

健
師

等
に

よ
る

、よ
り専

門
的

な
相

談
（

電
話

相
談

・窓
口

相
談

等
）

※
ア

ウト
リー

チ
や

SN
S等

を
活

用
した

相
談

支
援

な
ど、

機
動

力
を

活
か

し
た

相
談

支
援

に
つ

い
て

NP
O

に
委

託
して

実
施

。

都
道

府
県

・指
定

都
市

・中
核

市
（

性
と健

康
の

相
談

セ
ン

タ
ー

事
業

）

ア
ウト

リー
チ

＆
キ

ャッ
チ

悩
み

を
抱

え
る

若
年

妊
婦

等

地
域

の
N

PO
等

委
託

・ﾊ
ﾞｯ

ｸｱ
ｯﾌ

ﾟ

市
町

村
（

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
）

連
携

連
携

相
談

相
談

386

SJFQB
テキスト ボックス
資料68



（
１

）
虐

待
予

防
に

向
け

た
広

報
・

啓
発

、
若

年
者

等
に

向
け

た
養

育
や

虐
待

予
防

に
資

す
る

知
識

の
普

及

（
２

）
国

民
運

動
健

や
か

親
子

2
1
 （

第
２

次
）

（
１

）
医

療
機

関
（

産
婦

人
科

、
精

神
科

、
小

児
科

、
歯

科
等

の
病

院
、

診
療

所
及

び
助

産
所

）
（

２
）

地
方

自
治

体
（

３
）

児
童

福
祉

施
設

（
助

産
施

設
）

母
子
保
健
施
策
を
通
じ
た
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
（
通
知
）

平
成

3
0
年

７
月

2
0
日

子
母

発
0
7
2
0
第

１
号

（
１

）
母

子
保

健
施

策
を

通
じ

た
虐

待
の

発
生

予
防

〇
平

成
2
8
年

の
「

児
童

福
祉

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

」
（

平
成

2
8
年

法
律

第
6
3
号

）
に

よ
り

改
正

さ
れ

た
児

童
福

祉
法

に
お

い
て

、
児

童
虐

待
に

つ
い

て
発

生
予

防
か

ら
自

立
支

援
ま

で
の

一
連

の
対

策
の

更
な

る
強

化
等

を
図

る
た

め
、

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

母
子

保
健

法
（

昭
和

4
0
年

法
律

第
1
4
1
号

）
で

は
「

母
子

健
康

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

」
。

）
が

法
定

化
さ

れ
た

。
〇

妊
娠

の
届

出
や

乳
幼

児
健

康
診

査
等

は
、

市
町

村
が

広
く

妊
産

婦
等

と
接

触
す

る
機

会
と

な
っ

て
お

り
、

悩
み

を
抱

え
る

妊
産

婦
等

を
早

期
に

発
見

し
相

談
支

援
に

つ
な

げ
る

な
ど

、
児

童
虐

待
の

予
防

や
早

期
発

見
に

資
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

に
留

意
す

る
こ

と
が

、
母

子
保

健
法

上
も

明
確

化
さ

れ
（

同
法

第
５

条
第

２
項

）
、

母
子

保
健

施
策

と
児

童
虐

待
防

止
対

策
と

の
連

携
を

よ
り

一
層

強
化

す
る

こ
と

と
さ

れ
た

。

１
．
基
本
的
考
え
方

（
１

）
母

性
、

乳
幼

児
の

健
康

診
査

及
び

母
子

保
健

指
導

実
施

（
２

）
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

（
３

）
妊

娠
等

に
関

す
る

相
談

窓
口

の
設

置
・

周
知

（
４

）
各

相
談

窓
口

で
の

対
応

２
．
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援

（
１

）
特

定
妊

婦
へ

の
支

援
（

２
）

乳
幼

児
健

康
診

査
、

予
防

接
種

を
受

け
て

い
な

い
家

庭
等

へ
の

支
援

（
３

）
育

児
不

安
等

を
抱

え
る

保
護

者
へ

の
支

援
（

４
）

要
支

援
児

童
等

に
関

す
る

情
報

提
供

３
．
養
育
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
の
把
握
及
び
支
援

４
．
関
係
機
関
の
役
割
と
連
携
強
化

５
．
広
報
・
周
知
啓
発
の
徹
底
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乳
幼
児
健
康
診
査
未
受
診
者
等
に
対
す
る
取
組
事
例
等
の
周
知
に
つ
い
て
（
通
知
）

令
和

元
年

８
月

１
日

子
母

発
0
8
0
1
第

１
号

【
児

童
虐

待
防

止
に

資
す

る
乳

幼
児

健
康

診
査

の
取

組
】

○
妊

娠
の

届
出

や
乳

幼
児

健
康

診
査

等
の

母
子

保
健

施
策

は
、

市
町

村
が

広
く

妊
産

婦
等

と
接

す
る

機
会

と
な

っ
て

お
り

、
悩

み
を

抱
え

る
妊

産
婦

等
を

早
期

に
発

見
し

、
相

談
支

援
に

繋
げ

る
こ

と
は

も
と

よ
り

、
児

童
虐

待
の

防
止

や
早

期
発

見
に

資
す

る
と

い
う

観
点

か
ら

も
重

要
。

○
令

和
元

年
６

月
2
6
日

に
は

、
「

児
童

虐
待

防
止

対
策

の
強

化
を

図
る

た
め

の
児

童
福

祉
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
」

が
公

布
さ

れ
た

。
〇

児
童

虐
待

防
止

に
資

す
る

乳
幼

児
健

康
診

査
の

取
組

に
関

し
て

は
、

平
成

3
0
年

７
月

2
0
日

付
け

子
母

発
0
7
2
0
第

１
号

「
母

子
保

健
施

策
を

通
じ

た
児

童
虐

待
防

止
対

策
の

推
進

に
つ

い
て

」
で

、
既

に
お

示
し

し
て

い
る

が
、

厚
労

省
で

行
っ

て
き

た
調

査
研

究
や

、
各

自
治

体
に

お
け

る
取

組
事

例
に

つ
い

て
、

参
考

と
し

て
各

自
治

体
で

活
用

い
た

だ
け

る
よ

う
、

と
り

ま
と

め
を

行
っ

た
も

の
。

１
．
基
本
的
考
え
方

２
．
調
査
研
究
等
を
踏
ま
え
た
取
組
の
ポ
イ
ン
ト

１
．

大
阪

府
の

取
組

事
例

２
．

青
森

県
の

取
組

事
例

３
．
自
治
体
に
お
け
る
取
組
事
例

１
．

未
受

診
者

へ
の

対
応

①
対

応
方

針
の

策
定

受
診

勧
奨

等
に

つ
い

て
、

期
限

等
を

事
前

に
定

め
る

②
対

応
の

際
の

注
意

事
項

目
視

に
よ

り
、

子
ど

も
の

状
況

を
確

認
す

る
③

保
護

者
の

状
況

確
認

家
庭

訪
問

等
に

よ
り

、
状

況
を

確
認

し
、

福
祉

分
野

も
含

め
て

適
切

な
支

援
に

繋
げ

る
④

多
機

関
と

の
情

報
共

有
関

係
機

関
等

と
の

積
極

的
な

情
報

共
有

を
行

う

２
．

支
援

対
象

者
へ

の
対

応
①

対
応

方
針

の
策

定
支

援
対

象
者

に
対

す
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

つ
い

て
、

期
限

を
決

め
て

、
事

前
に

対
応

方
針

を
定

め
る

。
②

支
援

対
象

者
の

選
定

多
職

種
で

の
検

討
に

よ
り

、
支

援
対

象
者

を
選

定
し

、
期

限
を

定
め

て
再

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
行

う
。

③
支

援
対

象
者

の
把

握
と

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
目

視
に

よ
り

、
子

ど
も

の
状

況
を

確
認

す
る

３
．

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
管

理
者

の
配

置
担

当
者

以
外

に
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
状

況
を

管
理

す
る

者
を

置
く

。
管

理
者

及
び

担
当

者
は

、
適

宜
、

関
係

機
関

と
連

携
を

行
う

。
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不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
に
つ
い
て

○
要

旨
不

妊
治

療
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

る
た

め
、

高
額

な
医

療
費

が
か

か
る

配
偶

者
間

の
不

妊
治

療
に

要
す

る
費

用
の

一
部

を
助

成
○

対
象

治
療

法
体

外
受

精
及

び
顕

微
授

精
（

以
下

「
特
定

不
妊

治
療
」

と
い
う
。

）

○
対

象
者

特
定

不
妊

治
療

以
外

の
治

療
法

に
よ

っ
て

は
妊

娠
の

見
込

み
が

な
い

か
、

又
は

極
め

て
少

な
い

と
医

師
に

診
断

さ
れ

た
夫

婦
（
治

療
期
間

の
初

日
に
お

け
る
妻
の

年
齢
が

４
３

歳
未
満

で
あ
る
夫

婦
）

○
給

付
の

内
容

①
１

回
３

０
万

円
※
凍

結
胚

移
植
（
採
卵
を
伴
わ
な
い
も
の
）
及
び
採
卵
し
た
が
卵
が
得
ら
れ
な

い
等
の

た
め

中
止

し
た

も
の

つ
い
て

は
、

１
回

１
０

万
円

通
算
回

数
は

、
初
め
て
助
成
を
受
け
た
際
の
治
療
期
間
初
日
に
お
け
る
妻
の

年
齢
が

、
４

０
歳

未
満

で
あ

る
と
き

は
通

算
６

回
ま

で
、

４
０

歳
以

上
４
３
歳
未
満
で
あ
る
と
き
は
通
算
３
回
ま
で
助
成
（
１
子
ご
と
）

②
男

性
不

妊
治

療
を

行
っ

た
場

合
は

３
０

万
円

※
精

子
を
精

巣
又
は

精
巣

上
体
か
ら
採
取
す
る
た
め
の
手
術

○
所

得
制

限
な

し
○

指
定

医
療

機
関

事
業

実
施

主
体

に
お

い
て

医
療

機
関

を
指

定
○

実
施

主
体

都
道

府
県

、
指

定
都

市
、

中
核

市
○

補
助

率
等

１
／

２
（

負
担

割
合

：
国

１
／

２
、

都
道

府
県

・
指

定
都

市
・

中
核

市
１

／
２

）
、

安
心

こ
ど

も
基

金
を

活
用

○
予

算
額

令
和

２
年

度
第

三
次

補
正

予
算

３
７

０
億

円

平
成

１
６

年
度

１
７

，
６

５
７

件
平

成
１

７
年

度
２

５
，

９
８

７
件

平
成

１
８

年
度

３
１

，
０

４
８

件
平

成
１

９
年

度
６

０
，

５
３

６
件

平
成

２
０

年
度

７
２

，
０

２
９

件
平

成
２

１
年

度
８

４
，

３
９

５
件

平
成

２
２

年
度

９
６

，
４

５
８

件
平

成
２

３
年

度
１

１
２

，
６

４
２

件
平

成
２

４
年

度
１

３
４

，
９

４
３

件
平

成
２

５
年

度
１

４
８

，
６

５
９

件
平

成
２

６
年

度
１

５
２

，
３

２
０

件
平

成
２

７
年

度
１

６
０

，
７

３
３

件
平

成
２

８
年

度
１

４
１

，
８

９
０

件
平

成
２

９
年

度
１

３
９

，
７

５
２

件
平

成
３

０
年

度
１

３
７

，
９

２
８

件
令

和
元

年
度

１
３

５
，

５
２

９
件

１
．
事
業
の

概
要

３
．
支
給
実

績

平
成

１
６

年
度

創
設

１
年

度
あ

た
り

給
付

額
1
0万

円
、

通
算

助
成

期
間

２
年

間
と

し
て

制
度

開
始

平
成

１
８

年
度

通
算

助
成

期
間

を
２

年
間

→
５

年
間

に
延

長
平

成
１

９
年

度
給

付
額

を
１

年
度

あ
た

り
１

回
10

万
円

・
２

回
に

拡
充

、
所

得
制

限
を

65
0万

円
→

73
0万

円
に

引
き
上

げ
平

成
２

１
年

度
補

正
給

付
額

１
回

1
0万

円
→

1
5万

円
に

拡
充

平
成

２
３

年
度

１
年

度
目

を
年

２
回

→
３

回
に

拡
充

、
通

算
1
0回

ま
で

助
成

平
成

２
５

年
度

凍
結

胚
移

植
(採

卵
を

伴
わ

な
い

も
の

)等
の

給
付

額
を

見
直

し
（

1
5万

円
→

7
.5

万
円

）
平

成
２

５
年

度
補

正
安

心
こ

ど
も

基
金

に
よ

り
実

施
平

成
２

６
年

度
妻

の
年

齢
が

4
0歳

未
満

の
新

規
助

成
対

象
者

の
場

合
は

、
通

算
６

回
ま

で
助

成
（

年
間

助
成

回
数

・
通

算
助

成
期

間
の

制
限

廃
止

）
※

平
成

25
年

度
の

有
識

者
検

討
会

の
報

告
書

に
お

け
る

医
学

的
知

見
等

を
踏

ま
え

た
見

直
し

（
完

全
施

行
は

平
成

2
8年

度
）

平
成

２
７

年
度

安
心

こ
ど

も
基

金
に

よ
る

実
施

を
廃

止
し

、
当

初
予

算
に

計
上

平
成

２
７

年
度

補
正

初
回

治
療

の
助

成
額

を
1
5万

→
30

万
円

に
拡

充
男

性
不

妊
治

療
を

行
っ

た
場

合
、

1
5万

円
を

助
成

平
成

２
８

年
度

妻
の

年
齢

が
4
3歳

以
上

の
場

合
、

助
成

対
象

外
。

妻
の

年
齢

が
40

歳
未

満
の

場
合

は
通

算
６

回
ま

で
、

40
歳

以
上

4
3歳

未
満

の
場

合
は

通
算

３
回

ま
で

助
成

（
年

間
助

成
回

数
・

通
算

助
成

期
間

の
制

限
廃
止
）

令
和

元
年

度
男

性
不

妊
治

療
に

か
か

る
初

回
の

助
成

額
を

1
5万

→
30

万
円

に
拡

充
令

和
２

年
度

補
正

所
得

制
限

の
撤

廃
、

妻
の

年
齢

が
4
0歳

未
満

の
場

合
は

１
子

あ
た

り
６

回
ま

で
、

40
歳

以
上

43
歳

未
満
の
場

合
は

１
子

あ
た

り
３

回
ま

で
助

成
（

通
算

助
成

上
限

回
数

の
制

限
廃

止
）

、
男

女
と

も
２

回
目

以
降
の
治
療

の
助

成
額

を
1
5万

→
30

万
円

に
拡

充
、

一
部

の
事

実
婚

も
助

成
対

象
へ

。

２
．
沿

革
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不
妊
治
療
の
保
険
適
用
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
た
支
援

令
和
４

年
度
か
ら
の
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
移
行
期
の
治
療
計
画
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
経
過
措
置
等
を
講
じ
る
。

目
的

令
和
３
年
度
補

正
予
算
額
：
6
7億

円

１
．

移
行

期
の
治
療
計
画
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
年
度
を
ま
た
ぐ
一
回
の
治
療
に
つ
い
て
、
経
過
措
置
と
し
て
助
成
金
の
対
象
と
す
る
。

２
．

現
行

の
助
成
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
予
算
額
が
不
足
す
る
自
治
体
に
対
し
て
は
、
不
足
分
を
措
置
す
る
。

円
滑
な
移
行

に
向

け
た

支
援

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

助
成
金

保
険
適
用

助
成
金

経
過
措
置

保
険
適
用
（
R
4.
4～
）

助
成
対
象
と
な
る
一
回
の
治
療

・
実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市
（
負
担
割
合
：
国
1
/
2
、
都
道
府
県
等
1
/
2
）

○
要
旨

不
妊

治
療

の
経

済
的
負

担
の
軽
減

を
図

る
た

め
、
高

額
な
医
療

費
が

か
か

る
配
偶

者
間
の
不

妊
治

療
に

要
す
る

費
用
の
一

部
を

助
成

○
対
象

治
療
法

体
外

受
精

及
び

顕
微
授

精
（
以
下

「
特

定
不

妊
治
療

」
と
い
う

。
）

○
対
象

者
特
定

不
妊

治
療

以
外
の

治
療
法
に

よ
っ

て
は

妊
娠
の

見
込
み
が

な
い

か
、

又
は
極

め
て
少
な

い
と

医
師

に
診
断

さ
れ
た
夫

婦

（
治

療
期

間
の

初
日
に

お
け
る
妻

の
年

齢
が

４
３
歳

未
満
で
あ

る
夫

婦
）

○
給
付

の
内
容

①
１

回
３

０
万

円

※
凍

結
胚
移

植
（
採

卵
を
伴
わ

な
い

も
の

）
及
び

採
卵
し
た

が
卵

が
得

ら
れ
な

い
等
の
た

め
中

止
し

た
も
の

つ
い
て
は

、
１

回
１

０
万
円

通
算

回
数
は

、
初
め

て
助
成
を

受
け

た
際

の
治
療

期
間
初
日

に
お

け
る

妻
の
年

齢
が
、
４

０
歳

未
満

で
あ
る

と
き
は
通

算
６

回
ま

で
、

４
０

歳
以
上

４
３
歳

未
満
で
あ

る
と

き
は

通
算
３

回
ま
で
助

成
（

１
子

ご
と
）

②
男

性
不

妊
治

療
を
行

っ
た
場
合

は
３

０
万

円
※

精
子
を
精

巣
又

は
精

巣
上
体

か
ら
採
取

す
る

た
め

の
手
術

○
指
定

医
療
機

関
事
業

実
施

主
体

に
お
い

て
医
療
機

関
を

指
定

○
実
施

主
体

都
道

府
県

、
指

定
都
市

、
中
核
市

○
補
助

率
等

１
／

２
（

負
担

割
合
：

国
１
／
２

、
都

道
府

県
・
指

定
都
市
・

中
核

市
１

／
２
）

、
安
心
こ

ど
も

基
金

を
活
用

参
考

（
現
在

の
事
業
概

要
）
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○
現
在
、研
究
段
階
に
あ
る
不
育
症
検
査
の
うち
、保
険
適
用
を
見
据
え
先
進
医
療
とし
て
実
施
され
る
も
の
を
対
象
に
、不
育
症
検
査
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を助
成
す
る
こと
に
よ
り、
不
育
症
の
方
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

不
育
症
検
査
費
用
助
成
事
業

Ｒ
４
予
算
案
：
12
億
円
（
12
億
円
）

目
的

◆
対
象
者

二
回
以
上
の
流
産
、死
産
の
既
往
が
あ
る
者

◆
対
象
とな
る
検
査

先
進
医
療
とし
て
実
施
され
て
い
る
不
育
症
検
査

◆
実
施
医
療
機
関

当
該
先
進
医
療
の
実
施
医
療
機
関
とし
て
承
認
され
て
い
る
保
険
医
療
機
関
の
うち
、保
険
適
用
され
て
い
る
不
育
症
に
関
す
る
治
療
・検

査
を
、保
険
診
療
とし
て
実
施
して
い
る
医
療
機
関

◆
助
成
額

当
該
先
進
医
療
検
査
費
用
に
対
して
、１
回
に
つ
き５
万
円
上
限

内
容

◆
実
施
主
体

：
都
道
府
県
、指
定
都
市
、中
核
市

◆
補
助
率

：
国
１
／
２
、都
道
府
県
等
１
／
２

実
施
主
体
・補
助
率

【令
和
３
年
度
創
設
】

◆
実
施
自
治
体
数
：

ー
※
令
和
３
年
度
予
算
に
お
け
る
新
規
事
業

事
業
実
績

○
先
進
医
療
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
不
育
症
検
査
（
令
和
３
年
４
月
～
）

▶
流
産
検
体
の
染
色
体
検
査

・
流
産
検
体
の
染
色
体
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
流
産
の
要
因
が
胎
児
要
因
で
あ
る
か
否
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

・
胎
児
染
色
体
が
正
常
で
あ
れ
ば
、
親
の
要
因
に
よ
る
流
産
の
可
能
性
が
高
く
な
り
、
更
な
る
詳
細
検
査
に
進
む
指
標
と
な
る
。

（
参
考
）
先
進
医
療
と
は

○
未
だ
保
険
診
療
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
先
進
的
な
医
療
技
術
等
に
つ
い
て
、
安
全
性
・
有
効
性
等
を
確
保
す
る

た
め
の
施
設
基
準
等
を
設
定
し
、
保
険
診
療
と
保
険
外
診
療
と
の
併
用
を
認
め
、
将
来
的
な
保
険
導
入
に
向
け
た
評

価
を
行
う
制
度
。

○
入
院
基
本
料
な
ど
一
般
の
診
療
と
共
通
す
る
部
分
（
基
礎
的
部
分
）
に
つ
い
て
は
保
険
が
適
用
さ
れ
、
先
進
医
療
部

分
は
患
者
の
自
己
負
担
と
な
る
。

○
個
別
の
医
療
技
術
が
先
進
医
療
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
先
進
医
療
会
議
で
安
全
性
、
有
効
性
等
の
審
査
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
、
実
施
す
る
医
療
機
関
は
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
届
出
又
は
承
認
が
必
要
と
な
る
。
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不
妊
症
・
不
育
症
へ
の
相
談
支
援
等

①
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

○
不
妊
症
や
不
育
症
に
つ
い
て
悩
む
夫
婦
等
を
対
象
に
、

夫
婦
等
の
健
康
状
況
に
的
確
に
応
じ
た
相
談
指
導
や
、

治
療
と
仕
事
の
両
立
に
関
す
る
相
談
対
応
、
治
療
に
関

す
る
情
報
提
供
等
を
行
う
。

・
補
助
率
：
国
1/
2、

都
道
府
県
等
1/
2

②
不
妊
症
・
不
育
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等

○
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
と
関
係
者
に
よ
る
協

議
会
を
設
置
し
、
流
産
・
死
産
に
対
す
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

を
含
む
相
談
支
援
、
不
妊
症
・
不
育
症
に
悩
む
方
へ
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
う
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
や
、
不
妊
専
門

相
談
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
等

を
推
進
し
、
不
妊
症
・
不
育
症
患
者
へ
の
支
援
の
充
実
を

図
る
。

・
補
助
率
：
国
1/
2、

都
道
府
県
等
1/
2

③
不
妊
症
・
不
育
症
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
研
修
等
事
業

○
不
妊
治
療
や
流
産
の
経
験
者
を
対
象
と
し
た
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
の
育
成
研
修
や
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研

修
を
、
国
に
お
い
て
実
施
す
る
。

＜
研
修
内
容
＞

①
不
妊
症
・
不
育
症
に
関
す
る
治
療

②
不
妊
症
・
不
育
症
に
悩
む
方
と
の
接
し
方

③
仕
事
と
治
療
の
両
立

④
特
別
養
子
縁
組
や
里
親
制
度

な
ど

④
不
妊
症
・
不
育
症
に
関
す
る
広
報
・
啓
発
促
進
事
業

○
不
妊
症
・
不
育
症
に
対
す
る
社
会
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
や
、
治
療
を
受
け
や
す
い
環
境
整
備
に
係
る
社
会

機
運
の
醸
成
の
た
め
、
国
に
お
い
て
普
及
啓
発
事
業
を

実
施
す
る
。

＜
実
施
内
容
の
例
＞

①
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

②
不
妊
症
・
不
育
症
等
に
関
す
る
広
報
の
実
施

③
不
妊
治
療
を
続
け
、
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
願
う

家
庭
の
選
択
肢
と
し
て
の
里
親
制
度
等
の
普
及
啓
発

な
ど

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
等

相
談
支
援
等
の
実
施

関
係
機
関
間
の
協
議
会

研
修
会
の
実
施

不 育 症 相 談 体 制 の 強 化

正 し い 情 報 の 周 知 ・ 広 報
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不
妊
症
・
不
育
症
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
加
算
（
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
部
）

○
不
妊
症
・不
育
症
患
者
へ
の
支
援
とし
て
は
、医
学
的
診
療
体
制
の
充
実
に
加
え
、流
産
・死
産
に
対
す
る
グ
リー
フケ
アを
含
む
相
談
支
援
、特
別
養
子
縁
組
制
度

の
紹
介
等
の
心
理
社
会
的
支
援
の
充
実
が
求
め
られ
て
い
る
。

○
この
た
め
、関
係
機
関
等
に
より
構
成
され
る
協
議
会
等
を
開
催
し、
地
域
お
け
る
不
妊
症
・不
育
症
患
者
へ
の
支
援
の
充
実
を図
る
。

目
的

（
１
）
不
妊
症
・不
育
症
の
診
療
を行
う医
療
機
関
や
、相
談
支
援
等
を行
う自
治
体
、当
事
者
団
体
等
の
関
係
者
等
で
構
成
され
る
協
議
会
等
の
開
催

（
２
）
当
事
者
団
体
等
に
よる
ピア
・サ
ポ
ー
ト活
動
等
へ
の
支
援
の
実
施

（
３
）
不
妊
症
・不
育
症
の
心
理
社
会
的
支
援
に
係
る
カウ
ンセ
ラー
を配
置
し、
相
談
支
援
を実
施

（
４
）
不
妊
症
・不
育
症
患
者
へ
の
里
親
・特
別
養
子
縁
組
制
度
の
紹
介
の
実
施

内
容

◆
実
施
主
体

：
都
道
府
県
・指
定
都
市
・中
核
市

◆
補
助
率

：
国
１
／
２
、都
道
府
県
・指
定
都
市
・中
核
市
１
／
２

◆
補
助
単
価
案
：
月
額
86
6,
60
0円

実
施
主
体
・補
助
率
等

【令
和
３
年
度
創
設
】

◆
実
施
自
治
体
数
：

ー
※
令
和
３
年
度
予
算
に
お
け
る
新
規
事
業

事
業
実
績

Ｒ
４
予
算
案
：
性
と健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
9.
2億
円
の
内
数

関
係
機
関
間
の
協
議
会
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不
妊

専
門
相

談
セ

ン
タ

ー
の

実
施

状
況

(
令

和
２

年
８

月
１

日
時

点
：

母
子

保
健

課
調

べ
)

都
道

府
県

不
妊

専
門

相
談

セ
ン

タ
ー

不
育

症
相

談
都

道
府

県
不

妊
専

門
相

談
セ

ン
タ

ー
不

育
症

相
談

中
核

市
不

妊
専

門
相

談
セ

ン
タ

ー
不

育
症

相
談

中
核

市
不

妊
専

門
相

談
セ

ン
タ

ー
不

育
症

相
談

0
0
1

北
海

道
○

○
0
3
8

愛
媛

県
○

×
0
6
8

旭
川

市
×

×
1
0
5

西
宮

市
 
○

（
※

）
×

0
0
2

青
森

県
○

○
0
3
9

高
知

県
○

 
○

（
※

）
0
6
9

函
館

市
×

×
1
0
6

尼
崎

市
×

×

0
0
3

岩
手

県
○

○
0
4
0

福
岡

県
○

○
0
7
0

青
森

市
○

×
1
0
7

明
石

市
○

○

0
0
4

宮
城

県
○

○
0
4
1

佐
賀

県
○

○
0
7
1

八
戸

市
○

○
1
0
8

奈
良

市
×

×

0
0
5

秋
田

県
○

○
0
4
2

長
崎

県
○

○
0
7
2

盛
岡

市
×

×
1
0
9

和
歌

山
市

 
○

（
※

）
 
○

（
※

）

0
0
6

山
形

県
○

○
0
4
3

熊
本

県
○

○
0
7
3

秋
田

市
×

×
1
1
0

鳥
取

市
○

○

0
0
7

福
島

県
○

○
0
4
4

大
分

県
○

○
0
7
4

山
形

市
×

×
1
1
1

松
江

市
×

×

0
0
8

茨
城

県
○

○
0
4
5

宮
崎

県
○

○
0
7
5

郡
山

市
○

 
○

（
※

）
1
1
2

倉
敷

市
×

×

0
0
9

栃
木

県
○

○
0
4
6

鹿
児

島
県

○
○

0
7
6

い
わ

き
市

×
 
○

（
※

）
1
1
3

福
山

市
×

×

0
1
0

群
馬

県
○

○
0
4
7

沖
縄

県
○

○
0
7
7

福
島

市
×

 
○

（
※

）
1
1
4

呉
市

×
×

0
1
1

埼
玉

県
○

○
4
6

4
5

0
7
8

水
戸

市
×

×
1
1
5

下
関

市
○

○

0
1
2

千
葉

県
×

×
0
7
8

宇
都

宮
市

×
×

1
1
6

高
松

市
×

×

0
1
3

東
京

都
○

○
指

定
都

市
不

妊
専

門
相

談
セ

ン
タ

ー
不

育
症

相
談

0
7
9

前
橋

市
×

×
1
1
7

松
山

市
○

×

0
1
4

神
奈

川
県

○
○

0
4
8

札
幌

市
○

○
0
8
0

高
崎

市
×

×
1
1
8

高
知

市
×

×

0
1
5

新
潟

県
○

○
0
4
9

仙
台

市
○

○
0
8
1

川
越

市
○

○
1
1
9

久
留

米
市

×
×

0
1
6

富
山

県
○

○
0
5
0

さ
い
た

ま
市

○
○

0
8
2

川
口

市
○

○
1
2
0

長
崎

市
×

×

0
1
7

石
川

県
○

○
0
5
1

千
葉

市
○

○
0
8
3

越
谷

市
○

○
1
2
1

佐
世

保
市

×
×

0
1
8

福
井

県
 
○

（
※

）
 
○

（
※

）
0
5
2

横
浜

市
○

○
0
8
4

船
橋

市
○

×
1
2
2

大
分

市
×

×

0
1
9

山
梨

県
○

○
0
5
3

川
崎

市
○

○
0
8
5

柏
市

×
×

1
2
3

宮
崎

市
×

×

0
2
0

長
野

県
○

○
0
5
4

相
模

原
市

○
○

0
8
6

八
王

子
市

○
 
○

（
※

）
1
2
4

鹿
児

島
市

○
○

0
2
1

岐
阜

県
○

○
0
5
5

新
潟

市
×

×
0
8
7

横
須

賀
市

○
○

1
2
5

那
覇

市
×

×

0
2
2

静
岡

県
○

○
0
5
6

静
岡

市
×

×
0
8
8

富
山

市
×

×

0
2
3

愛
知

県
○

○
0
5
7

浜
松

市
○

×
0
8
9

金
沢

市
×

×
2
1

1
8

0
2
4

三
重

県
○

○
0
5
8

名
古

屋
市

○
○

0
9
0

福
井

市
×

×

0
2
5

滋
賀

県
○

○
0
5
9

京
都

市
○

○
0
9
1

甲
府

市
×

×
不

妊
専

門
相

談
セ

ン
タ

ー
不

育
症

相
談

0
2
6

京
都

府
○

○
0
6
0

大
阪

市
○

○
0
9
2

長
野

市
○

○
8
1

7
6

0
2
7

大
阪

府
○

○
0
6
1

堺
市

○
○

0
9
3

岐
阜

市
×

×

0
2
8

兵
庫

県
○

○
0
6
2

神
戸

市
×

×
0
9
4

豊
田

市
○

○
3

7

0
2
9

奈
良

県
○

○
0
6
3

岡
山

市
×

×
0
9
5

豊
橋

市
○

○
（
※

）
は

自
治

体
単

独
実

施

0
3
0

和
歌

山
県

○
○

0
6
4

広
島

市
×

×
0
9
6

岡
崎

市
○

×

0
3
1

鳥
取

県
○

○
0
6
5

北
九

州
市

○
○

0
9
7

大
津

市
○

○

0
3
2

島
根

県
○

○
0
6
6

福
岡

市
○

○
0
9
8

高
槻

市
×

×

0
3
3

岡
山

県
○

○
0
6
7

熊
本

市
×

×
0
9
9

東
大

阪
市

×
×

0
3
4

広
島

県
○

○
1
4

1
3

1
0
0

豊
中

市
×

×

0
3
5

山
口

県
○

○
1
0
1

吹
田

市
×

×

0
3
6

徳
島

県
○

○
1
0
1

枚
方

市
×

×

0
3
7

香
川

県
○

○
1
0
2

八
尾

市
×

×

1
0
3

寝
屋

川
市

×
×

1
0
4

姫
路

市
×

×

小
計

小
計

小
計

合
計

う
ち
自

治
体
単

独
数

(
※
)
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○
予
防
の
た
め
の
子
ども
の
死
亡
検
証
は
、子
ども
が
死
亡
した
時
に
、複
数
の
機
関
や
専
門
家
（
医
療
機
関
、警
察
、消
防
、行
政
関
係
者
等
）
が
、子
ども
の
既
往

歴
や
家
族
背
景
、死
に
至
る
直
接
の
経
緯
等
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
基
に
死
因
調
査
を
行
うこ
とに
より
、効
果
的
な
予
防
対
策
を
導
き
出
し予
防
可
能
な
子
ども

の
死
亡
を減
らす
こと
を目
的
とす
る
も
の
。

○
今
般
、成
育
基
本
法
や
、死
因
究
明
等
推
進
法
の
成
立
を
踏
まえ
、一
部
の
都
道
府
県
に
お
い
て
、実
施
体
制
の
整
備
を
モデ
ル
事
業
とし
て
試
行
的
に
実
施
し、

その
結
果
を国
へ
フィ
ー
ドバ
ック
す
る
こと
で
、体
制
整
備
に
向
け
た
検
討
材
料
とす
る
。

予
防
の
た
め
の
子
ども
の
死
亡
検
証
体
制
整
備
モ
デ
ル
事
業

Ｒ
４
予
算
案
：
1.
1億
円
（
1.
1億
円
）

目
的

（
１
）
CD
R関
係
機
関
連
絡
調
整
会
議

医
療
機
関
、行
政
機
関
、警
察
等
と子
ども
の
死
亡
に
関
す
る
調
査
依
頼
や
、こ
れ
に
対
す
る
報
告
な
どの
連
携
を行
うた
め
、関
係
機
関
に
よる
調
整
会
議
を実

施
し、
デ
ー
タの
収
集
等
を円
滑
に
行
う環
境
を整
え
る
。

（
２
）
情
報
の
収
集
・管
理
等

子
ども
の
死
亡
に
関
す
る
情
報
（
医
学
的
要
因
、社
会
的
要
因
）
を関
係
機
関
か
ら収
集
し、
標
準
化
した
フォ
ー
マッ
ト（
死
亡
調
査
票
）
に
記
録
。

（
３
）
多
機
関
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
政
策
提
言
委
員
会
）

死
因
を多
角
的
に
検
証
す
る
た
め
、医
療
機
関
、行
政
機
関
、警
察
等
の
様
々
な
専
門
職
や
有
識
者
を集
め
て
検
証
委
員
会
を開
催
し、
検
証
結
果
を標
準

化
した
フォ
ー
マッ
ト（
死
亡
検
証
結
果
表
）
に
記
録
す
る
。さ
らに
、都
道
府
県
に
対
し、
検
証
結
果
をも
とに
今
後
の
対
応
策
な
どを
まと
め
た
提
言
を行
う。

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

内
容

◆
実
施
主
体

：
都
道
府
県

◆
補
助
率

：
国
１
０
／
１
０

◆
補
助
単
価
案
：
年
額

11
,9
62
,7
00
円

実
施
主
体
・補
助
率
等

【令
和
２
年
度
創
設
】

◆
実
施
自
治
体
数
：
７
自
治
体
（
群
馬
県
、山
梨
県
、三
重
県
、滋
賀
県
、

京
都
府
、香
川
県
、高
知
県
）

※
令
和
２
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

事
業
実
績

②
CD
Rデ
ー
タ収
集
・整
理
等

①
推
進
会
議

③
多
機
関
検
証
W
G

④
へ
都
道
府
県
提
言

【事
業
の
流
れ
】

①
推
進
会
議
に
よ
り、
関
係
機
関
か
らの
デ
ー
タ収
集
の

環
境
を
整
え
る
。

②
関
係
機
関
よ
り収
集
した
デ
ー
タの
整
理
等
を行
う。

③
整
理
され
た
デ
ー
タに
基
づ
き様
々
な
機
関
を
招
集
し、

検
証
W
Gを
開
催
。

④
そ
の
後
、ま
とめ
られ
た
検
証
結
果
を
も
とに
、検
証
W
G

か
ら都
道
府
県
に
対
し、
今
後
の
対
応
策
な
どを
まと
め

た
提
言
を
行
う。
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○
子
ども
虐
待
に
よる
死
亡
事
例
等
の
検
証
（
子
ども
家
庭
局
）
や
消
費
生
活
用
製
品
に
係
る
重
大
製
品
事
故
（
消
費
者
庁
）
等
の
死
亡
に
関
す
る
検
証
結
果
に

つ
い
て
、予
防
可
能
な
子
ども
の
死
亡
とい
う観
点
か
ら情
報
収
集
を行
うと
とも
に
、デ
ー
タベ
ー
ス
化
を図
る
。

○
国
民
に
予
防
可
能
な
死
が
あ
る
こと
を認
知
い
た
だ
くと
とも
に
、予
防
の
た
め
の
子
ども
の
死
亡
検
証
結
果
管
理
運
営
事
業
に
より
まと
め
られ
た
具
体
的
な
予
防
策

に
つ
い
て
の
周
知
及
び
医
療
、保
健
、教
育
等
の
分
野
が
連
携
した
子
ども
の
死
の
予
防
に
取
り組
ん
で
い
た
だ
くよ
う広
報
啓
発
を行
うこ
とを
目
的
とす
る
。

予
防
の
た
め
の
子
ども
の
死
亡
検
証
体
制
整
備
事
業
【拡
充
】

Ｒ
４
予
算
案
：
母
子
保
健
衛
生
対
策
推
進
事
業
委
託
費
2.
1億
円
の
内
数
（
1億
円
の
内
数
）

目
的

１
．
Ｃ
Ｄ
Ｒ
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
事
業

（
１
）
情
報
の
収
集
・管
理
【一
部
新
規
】

「予
防
の
た
め
の
子
ども
の
死
亡
検
証
体
制
整
備
モデ
ル
事
業
」に
お
い
て
実
施
され
た
Ｃ
Ｄ
Ｒ
の
結
果
に
加
え
、既
に
存
在
す
る
虐
待
事
例
検
証
や
製
品
安
全

に
関
す
る
検
証
等
の
事
故
死
亡
に
関
す
る
検
証
の
結
果
に
つ
い
て
、予
防
可
能
な
子
ども
の
死
亡
とい
う観
点
か
ら情
報
収
集
を
行
う。

（
２
）
CD
Rポ
ー
タル
サ
イト
の
運
用
【新
規
】

（
１
）
で
収
集
・管
理
した
予
防
可
能
な
子
ども
の
死
亡
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、一
覧
性
が
あ
り、
検
索
が
しや
す
い
形
に
管
理
した
プラ
ット
フォ
ー
ム
を整
備
し、

検
索
をし
た
い
際
に
有
用
な
ポ
ー
タル
サ
イト
の
運
用
を
行
う。

（
３
）
都
道
府
県
へ
の
技
術
的
支
援

CD
Rに
お
け
る
検
証
の
標
準
化
を図
る
た
め
、都
道
府
県
間
の
情
報
共
有
の
た
め
の
会
議
の
運
営
を行
うと
とも
に
、各
都
道
府
県
に
対
し、
検
証
体
制
整
備
に

関
す
る
技
術
的
助
言
を行
う。

２
．
予
防
可
能
な
子
ども
の
死
亡
事
故
に
関
す
る
広
報
啓
発
事
業
【新
規
】

（
１
）
ウェ
ブ広
告

ウェ
ブ広
告
や
動
画
サ
イト
等
の
CM
枠
を活
用
して
、予
防
可
能
な
子
ども
の
死
亡
事
故
に
つ
い
て
の
予
防
策
を普
及
・啓
発
す
る
。

（
２
）
テ
レビ
で
の
PR

乳
幼
児
を抱
え
る
親
が
子
ども
と一
緒
に
み
る
番
組
とタ
イア
ップ
して
の
予
防
可
能
な
子
ども
の
死
亡
事
故
の
予
防
に
つ
い
て
普
及
・啓
発
す
る
。

（
３
）
シ
ンポ
ジ
ウム
の
開
催

子
ども
を事
故
で
亡
くし
た
遺
族
の
方
や
、C
DR
に
取
り組
まれ
て
きた
研
究
者
の
方
を集
め
て
の
シ
ンポ
ジ
ウム
を年
に
一
回
開
催
し、
国
民
に
予
防
可
能
な
子
ど

も
の
死
亡
事
故
の
予
防
に
つ
い
て
普
及
・啓
発
す
る
。

内
容

◆
実
施
主
体

：
民
間
団
体
（
公
募
に
より
決
定
）

◆
補
助
率

：
定
額

実
施
主
体
・補
助
率
等

396

SJFQB
テキスト ボックス
資料76



出
生
前
検
査
を
め
ぐ
る
最
近
の
主
な
動
き

平
成
2
5
年
３
月

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
「
母
体
血
を
用
い
た
新
し
い
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
」
指
針
を
決
定
・
公
表

日
本
医
学
会
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
、
日
本
人
類
遺
伝
学
会
、
日
本
医
師
会
、
日
本
産
婦
人
科
医
会

が
、
「
母
体
血
を
用
い
た
新
し
い
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
」
に
つ
い
て
の
共
同
声
明
を
発
表

平
成
2
5
年
４
月

臨
床
研
究
と
し
て
N
IP
T
開
始

平
成
3
1
年
３
月

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
に
お
い
て
、
指
針
の
施
設
要
件
を
緩
和
し
、
一
般
の
産
科
医
療
機
関
（
分
娩
取

扱
施
設
）
に
お
い
て
も
N
IP
T
を
実
施
可
能
と
す
る
新
指
針
案
が
打
ち
出
さ
れ
る

令
和
元
年
６
月

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
、
同
年
秋
頃
に
検
討
の
場
を
設
け
、
N
IP
T
検
査
に
つ
い
て
必
要
な
議
論
を
し
て

い
く
旨
表
明

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
に
お
い
て
、
新
指
針
案
に
つ
い
て
は
運
用
開
始
を
保
留
す
る
と
発
表

令
和
元
年
1
0
月
～
令
和
２
年
７
月

母
体
血
を
用
い
た
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
（
N
IP
T
）
の
調
査
等
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

令
和
２
年
1
0
月
～
令
和
３
年
３
月

N
IP
T
等
の
出
生
前
検
査
に
関
す
る
専
門
委
員
会

令
和
３
年
５
月

科
学
技
術
部
会
で
、
N
IP
T
等
の
出
生
前
検
査
に
関
す
る
専
門
委
員
会
の
報
告
書
が
承
認

令
和
３
年
６
月

日
本
医
学
会
総
会
で
、
「
出
生
前
検
査
認
証
制
度
等
運
営
委
員
会
」
の
日
本
医
学
会
へ
の
設
置
が
承
認

令
和
３
年
1
1
月

第
１
回
出
生
前
検
査
認
証
制
度
等
運
営
委
員
会
開
催

※
黄
色
部
が
、
国
に
お
け
る
議
論
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N
IP
T
等
の
出
生
前
検
査
に
関
す
る
専
門
委
員
会
報
告
概
要

○
検
査
の
対
象
疾
患
拡
大
へ
の
対
応

○
N
IP
T
以
外
の
全
て
の
出
生
前
検
査
に
つ
い
て
認
証
の
必
要
性

○
非
認
定
（
認
証
）
施
設
の
公
的
規
制
の
必
要
性

○
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
係
る
支
援
体
制
の
更
な
る
充
実

○
学
校
教
育
段
階
か
ら
の
情
報
提
供
・
啓
発
（
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
）

○
生
殖
に
係
る
生
命
倫
理
問
題
の
包
括
的
審
議
の
場
の
必
要
性

○
基
本
的
考
え
方

出
生
前
検
査
の
実
施
目
的
は
、
胎
児
の
情
報
を
正
確
に
把
握
し
、
妊
婦
等
の
自
己
決
定
を
支
援
す
る
こ
と

出
生
前
検
査
は
、
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
実
施
し
た
り
、
受
検
を
推
奨
す
べ
き
検
査
で
は
な
い

受
検
前
の
十
分
な
説
明
・
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
不
可
欠

検
査
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
産
婦
人
科
医
だ
け
で
な
く
、
小
児
科
医
等
、
他
職
種
と
の
連
携
が
必
要

胎
児
に
異
常
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
、
必
要
な
支
援
を
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
福
祉
の
体
制
整
備
が
必
要

検
査
の
質
の
確
保
を
含
め
た
、
適
切
な
実
施
体
制
の
担
保
の
た
め
に
、
認
証
制
度
が
必
要

○
出
生
前
検
査
に
関
す
る
妊
婦
等
へ
の
情
報
提
供

妊
娠
の
初
期
段
階

：
妊
婦
及
び
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
誘
導
と
な
ら
な
い
形
で
、
出
生
前
検
査
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う

※
市
町
村
の
母
子
保
健
窓
口
や
産
科
医
療
機
関
を
想
定

検
査
を
希
望
し
た
場
合
：
希
望
者
に
対
し
、
検
査
の
意
義
や
障
害
福
祉
等
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細
な
情
報
提
供
を
行
う

※
N
IP
T
認
証
施
設
に
お
い
て
、
複
数
の
職
種
が
連
携
し
て
実
施

○
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
に
係
る
新
た
な
認
証
制
度

出
生
前
検
査
認
証
制
度
等
運
営
機
構
（
仮
称
）
を
、
日
本
医
学
会
に
設
置
し
、
施
設
認
証
等
を
行
う

産
婦
人
科
等
の
関
係
学
会
、
E
LS
I分
野
の
有
識
者
、
障
害
者
福
祉
の
関
係
者
、
患
者
当
事
者
団
体
な
ど
幅
広
い
関
係
者
で
構
成

厚
生
労
働
省
の
関
係
課
も
参
画

専
門
委
員
会
に
お
け
る
取
り
ま
と
め
事
項

今
後
の
課
題
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N
IP
T
認
証
制
度
等
の
新
た
な
体
制

•
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
作
成
さ
れ
た
認
証
基
準
や
情
報
資
材
等
の

審
査
・
承
認
。
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
課
題
の
検
討

•
有
識
者
･当
事
者
等
に
よ
り
構
成
、
厚
生
労
働
省
の
担
当
課
も
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
画

N
IP
T
等
の
出
生
前
検
査
に
関
す
る
専
門
委
員
会
（
厚
生
科
学
審
議
会
科
学
技
術
部
会
）

•
認
証
基
準
の
素
案
作
成

•
医
療
機
関
か
ら
の
申
請
に

対
し
、
審
査
・
認
証

•
検
査
実
績
の
集
計
・
評
価

•
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関

へ
の
指
導

•
認
証
基
準
の
素
案
作
成

•
衛
生
検
査
所
か
ら
の
申
請

に
対
し
、
審
査
・
認
証

•
検
査
精
度
を
評
価
（
海
外

再
委
託
も
含
む
）

•
必
要
に
応
じ
て
衛
生
検
査

所
へ
の
指
導

•
国
民
に
向
け
た
、
出
生
前

検
査
に
関
す
る
正
確
な
情

報
等
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用

等
）

•
認
証
制
度
、
認
証
施
設
等

の
情
報
提
供

•
専
門
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
具
体
的
な
制
度
を
運
営

•
運
営
委
員
会
か
ら
専
門
委
員
会
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
実
施
状
況
等
を
報
告

検
査
精
度
評
価

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

施
設
認
証

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

情
報
提
供

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

出
生
前
認
証
制
度
等

運
営
委
員
会

日
本
医
学
会

第
１
回
出
生
前
検
査
認
証
制
度
等
運
営
委
員
会
資
料
よ
り
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出
生
前
検
査
加
算
（
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
部
）

○
妊
婦
の
血
液
か
ら、
胎
児
の
染
色
体
疾
患
の
有
無
を調
べ
る
NI
PT
に
つ
い
て
は
、日
本
医
学
会
の
下
に
出
生
前
検
査
認
証
制
度
等
運
営
委
員
会
が
発
足
した
こと

な
どか
ら、
今
後
実
施
件
数
の
増
加
が
予
想
され
る
。

○
これ
らの
流
れ
を踏
まえ
、N
IP
T等
の
出
生
前
検
査
を受
け
た
妊
婦
、受
検
を検
討
して
い
る
妊
婦
や
その
家
族
を支
援
す
る
た
め
、地
域
健
康
総
合
支
援
セ
ンタ
ー

（
仮
称
）
に
専
門
の
相
談
員
を配
置
し相
談
を受
け
付
け
る
こと
に
より
、不
安
等
の
解
消
を図
る
。

目
的

◆
対
象
者

出
生
前
検
査
を受
け
た
者
、受
検
を検
討
して
い
る
者
及
び
その
家
族

◆
内

容
（
１
）
相
談
支
援

地
域
健
康
総
合
支
援
セ
ン
ター
（
仮
称
）
に
お
い
て
、出
生
前
検
査
を
受
け
た
者
、受
検
を
検
討
して
い
る
者
及
び
その
家
族
に
対
し、
疑
問
や
不
安
へ
の
相

談
支
援
を
行
うと
とも
に
、出
生
前
検
査
に
より
胎
児
が
障
害
等
を
有
す
る
可
能
性
が
指
摘
され
た
妊
婦
や
家
族
に
対
し、
子
の
出
生
後
に
お
け
る
生
活
の
イメ
ー
ジ

を持
って
い
た
だ
くこ
とな
どを
目
的
とし
て
、障
害
福
祉
関
係
機
関
等
の
紹
介
等
を行
う。

（
２
）
相
談
支
援
員
へ
の
研
修
等

NI
PT
に
関
す
る知
識
の
習
得
や
、関
係
機
関
との
連
携
を行
うた
め
に
必
要
とな
る
事
務
等
に
対
す
る補
助
を行
うこ
とで
、円
滑
な
相
談
支
援
の
実
施
を図
る
。

内
容

◆
実
施
主
体

：
都
道
府
県
・指
定
都
市
・中
核
市

◆
補
助
率

：
国
１
／
２
、都
道
府
県
・指
定
都
市
・中
核
市
１
／
２

◆
補
助
単
価
案
：
運
営
費

月
額
15
1,
70
0円

研
修
費

月
額

28
,0
00
円

実
施
主
体
・補
助
率
等

【令
和
３
年
度
創
設
】

◆
実
施
自
治
体
数
：

ー
※
令
和
３
年
度
予
算
に
お
け
る
新
規
事
業

事
業
実
績

Ｒ
４
予
算
案
：
性
と健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
9.
2億
円
の
内
数

400

SJFQB
テキスト ボックス
資料80



○
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
に
関
す
る
相
談
支
援
を
担
う地
方
自
治
体
の
取
組
を
推
進
す
る
とと
も
に
、妊
婦
等
に
対
す
る
正
しい
情
報
の
提

供
及
び
認
証
医
療
機
関
に
お
け
る
受
検
を
促
進
す
る
た
め
の
広
報
啓
発
を行
うこ
とを
目
的
とす
る
。

出
生
前
検
査
認
証
制
度
等
広
報
啓
発
事
業
【新
規
】 Ｒ
４
予
算
案
：
0.
８
億
円

目
的

出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
に
関
す
る
相
談
支
援
を担
う地
方
自
治
体
が
、検
査
に
つ
い
て
正
しく
理
解
す
る
とと
も
に
、そ
の
相
談
支
援
の
取
組

を
推
進
す
る
こと
を
目
的
とし
て
、必
要
な
広
報
啓
発
を
行
う。

ま
た
、出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
を
希
望
す
る
妊
婦
が
、検
査
に
つ
い
て
正
しく
理
解
した
上
で
、受
検
す
る
か
どう
か
妊
婦
自
身
が
判
断
で
き
る

よ
う、
必
要
な
広
報
啓
発
を行
う。

（
１
）
ウェ
ブ
広
告

（
２
）
紙
媒
体
で
の
広
告

（
３
）
ポ
ス
ター
等
の
作
成

（
４
）
シ
ンポ
ジ
ウム
の
開
催
等

内
容

◆
実
施
主
体

：
民
間
団
体
（
公
募
に
より
決
定
）

◆
補
助
率

：
定
額

実
施
主
体
・補
助
率
等
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デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
時
代
の
母
子
保
健
情
報
の
利
活
用
に
関
す
る
検
討
会

中
間
報
告
書
（
概
要
）

【
経

緯
】

○
2
0
1
8
年

１
月

に
厚

生
労

働
省

「
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
改

革
推

進
本

部
」

の
も

と
に

、
新

た
に

「
乳

幼
児

期
・

学
童

期
の

健
康

情
報

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

が
設

置
さ

れ
、

乳
幼

児
期

、
学

童
期

を
通

じ
た

健
康

情
報

の
利

活
用

等
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
こ

と
と

な
っ

た
。

○
こ

れ
を

受
け

、
同

年
４

月
に

子
ど

も
家

庭
局

長
の

下
に

「
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
時

代
の

母
子

保
健

情
報

の
利

活
用

に
関

す
る

検
討

会
」

を
設

置
し

、
乳

幼
児

健
診

及
び

妊
婦

健
診

の
健

診
情

報
の

電
子

的
記

録
様

式
の

標
準

化
及

び
電

子
化

に
関

す
る

検
討

を
行

っ
た

。

【
中
間
報
告
書
の
主
な
内
容
】

１
．
電
子
的
に
記
録
・
管
理
す
る
情
報

○
乳

幼
児

健
診

（
３

～
４

か
月

、
１

歳
半

、
３

歳
）

及
び

妊
婦

健
診

の
健

診
情

報
に

か
か

る
「
標
準
的
な
電
子
的
記
録
様
式
」

及
び
「
最
低
限
電
子
化
す
べ
き
情
報
」

を
検

討
。

標
準
的
な
電
子
的
記
録
様
式

乳
幼

児
健

診
・

妊
婦

健
診

で
把

握
さ

れ
る

情
報

概
要

例

標
準
的
な
電
子

的
記
録
様
式

本
人

又
は

保
護

者
が

自
己

の
健

康
管

理
の

た
め

に
閲

覧
す

る
情

報
で

、
市

町
村

が
電

子
化

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
情

報
。

・
疾

病
及

び
異

常
の

診
察

所
見

・
新

生
児

聴
覚

検
査

に
関

す
る

情
報

・
風

疹
抗

体
検

査
に

関
す

る
情

報

最
低
限
電
子
化

す
べ
き
情
報

※
妊

婦
健

診
は

対
象

外

転
居

や
進

学
の

際
に

、
他

の
市

町
村

や
学

校
に

引
き

継
が

れ
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

、
市

町
村

が
必

ず
電

子
化

す
る

情
報

。

・
各

健
診

時
に

お
け

る
受

診
の

有
無

・
診

察
所

見
の

判
定

に
関

す
る

情
報

２
．
電
子
的
記
録
の
利
活
用
に
つ
い
て

３
．
今
後
の
検
討
事
項

○
引

き
続

き
検

討
が

必
要

と
さ

れ
た

主
な

課
題

。
・

電
子

的
記

録
の

保
存

年
限

・
電

子
的

記
録

の
保

存
形

式
の

標
準

化
・

デ
ー

タ
化

す
る

項
目

の
定

義
や

健
診

の
質

の
標

準
化

・
学

校
健

診
情

報
と

の
連

携
に

つ
い

て
・

任
意

の
予

防
接

種
情

報
の

把
握

に
つ

い
て

・
市

町
村

に
お

け
る

母
子

保
健

分
野

の
情

報
の

活
用

の
在

り
方

に
つ

い
て

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
と

し
て

の
利

用
に

つ
い

て
・

個
人

単
位

化
さ

れ
る

被
保

険
者

番
号

の
活

用
に

か
か

る
検

討
も

踏
ま

え
た

医
療

等
分

野
に

お
け

る
情

報
と

の
連

携
に

つ
い

て な
ど

マ
イ

ナ
ポ

ー
タ

ル
で

の
閲

覧
市

町
村

間
で

の
情

報
連

携

○
生

涯
を

通
じ

た
Ｐ

Ｈ
Ｒ

制
度

構
築

の
観

点
か

ら
、

医
療

機
関

等
に

お
い

て
は

、
健

診
情

報
等

を
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
に

よ
り

管
理

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
な

い
こ

と
も

踏
ま

え
、

医
療

情
報

も
含

め
た

個
人

の
健

康
情

報
を

同
一

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

閲
覧

す
る

方
法

等
に

つ
い

て
今

後
検

討
が

必
要

。
○

現
状

、
学

校
そ

の
も

の
は

、
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
に

お
い

て
番

号
利

用
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

行
政

機
関

、
地

方
公

共
団

体
等

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
な

い
た

め
、

学
校

健
診

情
報

と
母

子
保

健
情

報
の

連
携

に
当

た
っ

て
は

検
討

が
必

要
。

○
市

町
村

が
精

密
健

康
診

査
対

象
者

の
精

密
健

康
診

査
結

果
を

確
認

す
る

際
に

、
医

療
機

関
か

ら
返

却
さ

れ
る

精
密

健
康

診
査

結
果

を
効

率
的

に
照

合
す

る
等

の
活

用
を

進
め

る
こ

と
を

念
頭

に
、

被
保

険
者

番
号

も
把

握
す

る
方

向
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
管
理
」
「
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
識
別
子
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

（
背

景
）

・
健

診
の

実
施

主
体

た
る

市
町

村
に

お
い

て
情

報
が

保
有

・
管

理
さ

れ
て

い
る

・
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
に

係
る

情
報

イ
ン

フ
ラ

が
全

国
的

に
整

備
さ

れ
て

い
る

乳
幼
児
期
・
学
童
期
の
健
康
情
報
の
一
元
的
活
用
の
検
討
な
ど
に
取
り
組

む
。

（
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
平

成
3
0
年

６
月

1
5
日

閣
議

決
定

）

乳
幼
児
期
・
学
童
期
の
健
康
情
報
の
一
元
的
活
用
の
検
討
な
ど
に
取
り
組

む
。

（
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
平

成
3
0
年

６
月

1
5
日

閣
議

決
定

）

政
府

方
針

Ｐ
Ｈ

Ｒ
（

P
e
rs

o
n
a
l 
H

e
a
lt
h
 R

e
co

rd
）

に
つ

い
て

、
平

成
3
2
年

度
よ

り
、

マ
イ

ナ
ポ

ー
タ

ル
を

通
じ

て
本

人
等

へ
の

デ
ー

タ
の

本
格

的
な

提
供

を
目

指
す

。
そ

の
た

め
、

予
防

接
種

（
平

成
2
9
年

度
提

供
開

始
）

に
加

え
て

、
平
成
3
2
年
度
か
ら
特
定
健
診
、
乳
幼
児
健
診
等
の
健
診
デ
ー
タ
の
提
供
を
開
始
す
る
こ
と
を
目
指
す

。
（

未
来

投
資

戦
略

2
0
1
8

平
成

3
0
年

６
月

1
5
日

閣
議

決
定

）

Ｐ
Ｈ

Ｒ
（

P
e
rs

o
n
a
l 
H

e
a
lt
h
 R

e
co

rd
）

に
つ

い
て

、
平

成
3
2
年

度
よ

り
、

マ
イ

ナ
ポ

ー
タ

ル
を

通
じ

て
本

人
等

へ
の

デ
ー

タ
の

本
格

的
な

提
供

を
目

指
す

。
そ

の
た

め
、

予
防

接
種

（
平

成
2
9
年

度
提

供
開

始
）

に
加

え
て

、
平
成
3
2
年
度
か
ら
特
定
健
診
、
乳
幼
児
健
診
等
の
健
診
デ
ー
タ
の
提
供
を
開
始
す
る
こ
と
を
目
指
す

。
（

未
来

投
資

戦
略

2
0
1
8

平
成

3
0
年

６
月

1
5
日

閣
議

決
定

）
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母
子

保
健

情
報

の
情

報
連

携
等

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
（

令
和

２
年

度
厚

生
労

働
科

学
研

究
）

厚
生

労
働

科
学

研
究

「
母

子
保

健
情

報
を

活
用

し
た

「
健

や
か

親
子

2
1
（

第
2
次

）
」

の
推

進
に

向
け

た
研

究
」

（
山

縣
然

太
郎

）
令

和
2
年

度
分

担
研

究
調

べ

調
査

期
間

：
令

和
２

年
1
2
月

1
日

～
令

和
３

年
1
月

2
9
日

（
※

令
和

2
年

6
月

末
よ

り
情

報
連

携
試

行
運

用
及

び
マ

イ
ナ

ポ
ー

タ
ル

上
で

閲
覧

開
始

、
同

年
1
0
月

よ
り

本
格

運
用

開
始

）

調
査

対
象

：
1
7
4
1
市

区
町

村
調

査
方

法
：

各
市

区
町

村
母

子
保

健
主

管
部

局
担

当
課

へ
調

査
票

を
郵

送
有

効
回

答
：

9
8
5
市

区
町

村
/1

7
4
1
市

区
町

村
（

回
答

率
5
6
.6

％
）

調
査

概
要

①
「

最
低

限
電

子
化

す
べ

き
情

報
」

の
電

子
化

を
実

施
し

て
い

る
自

治
体

は
約

9
5
％

で
あ

っ
た

。
②

市
区

町
村

間
で

の
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
を

用
い

た
情

報
連

携
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

1
3
.2

％
（

1
3
0
市

区
町

村
）

が
「

実
施

し
た

」
と

回
答

し
、

7
6
.8

％
が

「
実

施
し

な
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

。
③

情
報

連
携

を
実

施
し

た
目

的
は

「
健

診
受

診
履

歴
や

結
果

の
確

認
」

が
9
6
.2

％
で

、
実

施
件

数
は

「
1
0
件

未
満

」
が

4
3
.9

％
、

「
1
0
件

以
上

1
0
0
件

未
満

」
が

3
9
.2

％
で

あ
っ

た
。

④
情

報
連

携
に

つ
い

て
「

問
題

な
く

引
き

続
き

実
施

し
た

い
」

が
2
5
.4

%
、

「
課

題
が

あ
り

改
善

策
が

必
要

」
が

4
1
.5

%
、

「
課

題
は

な
い

が
今

後
の

運
用

に
不

安
あ

り
」

が
2
6
.2

%
で

あ
っ

た
。

情
報

連
携

に
あ

た
っ

て
の

現
状

の
課

題
と

し
て

は
、

「
転

入
直

後
に

情
報

照
会

が
で

き
な

い
」

「
転

入
者

の
情

報
照

会
が

負
担

」
が

と
も

に
6
0
％

で
あ

っ
た

。

結
果

概
要

①
②
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③ ④

厚
生

労
働

科
学

研
究

「
母

子
保

健
情

報
を

活
用

し
た

「
健

や
か

親
子

2
1
（

第
2
次

）
」

の
推

進
に

向
け

た
研

究
」

（
山

縣
然

太
郎

）
令

和
2
年

度
分

担
研

究
調

べ

（
※

）
厚

生
労

働
省

子
ど

も
家

庭
局

母
子

保
健

課
の

調
査

に
お

い
て

は
、

「
自

治
体

間
に

お
け

る
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
を

用
い

た
乳

幼
児

健
診

等
の

情
報

連
携

を
活

用
し

て
い

る
」

市
区

町
村

数
は

7
8
9
(4

5
.3

％
)、

「
マ

イ
ナ

ポ
ー

タ
ル

を
通

じ
て

乳
幼

児
健

診
等

の
健

診
情

報
を

住
民

へ
提

供
し

て
い

る
」

市
区

町
村

数
は

7
4
9
(4

2
.5

％
)で

あ
っ

た
。

（
令

和
３

年
度

3
月

3
1
日

時
点

）
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○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
続
く
中
で
、
妊
産
婦
は
日
常
生
活
等
が
制
約
さ
れ
、
自
身
の
み
な
ら
ず

胎
児
・
新
生
児
の
健
康
等
に
つ
い
て
、
強
い
不
安
を
抱
え
て
生
活
を
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

○
ま
た
、
予
定
し
て
い
た
里
帰
り
出
産
が
困
難
と
な
り
、
家
族
等
に
よ
る
支
援
を
得
ら
れ
ず
孤
独
の
中
で
産
褥
期
を

過
ご
す
こ
と
に
不
安
を
抱
え
る
妊
婦
も
存
在
。

○
こ
の
た
め
、
以
下
の
事
業
に
対
す
る
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
下
に
お

け
る
妊
産
婦
へ
の
寄
り
添
っ
た
支
援
を
総
合
的
に
実
施
す
る
。

【
事
業
内
容
】

１
．
不
安
を
抱
え
る
妊
産
婦
へ
の
寄
り
添
い
支
援

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
続
く
中
で
、
妊
産
婦
は
日
常
生
活
等
が
制

約
さ
れ
、
自
身
の
み
な
ら
ず
胎
児
・
新
生
児
の
健
康
等
に
つ
い
て
、
強
い
不
安
を
抱
え

て
生
活
を
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

○
さ
ら
に
、
感
染
し
た
妊
産
婦
は
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
、
分
娩
が
帝
王
切
開
と
な
っ

た
り
、
出
産
後
に
母
子
分
離
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
自
責
の
念
に
か
ら
れ
た
り
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
問
題
、
母
子
関
係
（
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
障
害
な
ど
の
リ
ス
ク
が
懸

念
さ
れ
る
。

○
こ
の
た
め
、
不
安
を
抱
え
る
妊
産
婦
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
妊
産
婦

に
対
し
、
助
産
師
や
保
健
師
等
が
、
定
期
的
な
自
宅
へ
の
訪
問
や
電
話
等
に
よ
り
、
不

安
や
孤
立
感
の
解
消
、
育
児
技
術
の
提
供
な
ど
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
支
援
を
実
施
す
る
。

■
実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市
、
保
健
所
設
置
市

■
補
助
率

：
1
/
2

■
補
助
単
価
：
寄
り
添
い
支
援
：
1
5
,
0
0
0
円
×
妊
婦
一
人
へ
の
支
援
回
数
×
妊
婦
数
、

医
療
機
関
委
託
：
4
2
5
,
0
0
0
円
（
１
自
治
体
当
た
り
）

都
道
府
県
調
整
事
務
費
：
8
9
2
,
0
0
0
円
（
１
都
道
府
県
当
た
り
）

医
療
機
関
へ
入

院
等

入
院
等

不
安
を
抱
え
る

分
娩
前
の
妊
婦
等

地
方
自
治
体

自
宅
で
生
活

退
院
等

①

検
査
等
の
受
検
の

補
助

医
療
機
関
等

PC
R検
査
等
で
陽
性

（
感
染
）
と
判
明

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
総
合
的
な
支
援

－
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
に
お
け
る
妊
産
婦
総
合
対
策
事
業
－

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
総
合
的
な
支
援

－
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
に
お
け
る
妊
産
婦
総
合
対
策
事
業
－

令
和
３
年
度
補
正
予
算
案

3
0.
4億
円
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【
事
業
内
容
】

２
．
不
安
を
抱
え
る
妊
婦
等
へ
の
分
娩
前
の
ウ
イ
ル
ス
検
査

○
妊
娠
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、
基
礎
疾
患
を
持
た
な
い
場
合
、

そ
の
経
過
は
同
年
代
の
非
妊
娠
女
性
と
変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
妊
娠

初
期
ま
た
は
中
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
に
、
ウ
イ
ル
ス
が

原
因
で
胎
児
に
先
天
異
常
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
さ
れ
て
い
る
。

○
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
続
く
中
で
、
妊
婦

の
方
は
一
般
の
方
々
以
上
に
、
不
安
を
抱
い
て
生
活
を
送
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

○
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
強
い
不
安
を
抱
え
る
妊
婦
も
し
く
は
基
礎
疾
患
を

有
す
る
妊
婦
が
か
か
り
つ
け
産
婦
人
科
医
と
相
談
し
、
本
人
が
希
望
す
る
場
合
に
、

分
娩
前
に
P
C
R
等
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
る
た
め
の
費
用
を
補
助
す
る
。

■
実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市
、
保
健
所
設
置
市

■
補
助
率

：
1
/
2

■
補
助
単
価
：
2
0
,
0
0
0
円
（
１
回
を
限
度
）
×
妊
婦
数

■
補
助
の
条
件

①
検
体
採
取
を
行
う
場
所
の
整
備
な
ど
適
切
な
検
査
実
施
体
制
の
確
保
、

②
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
妊
婦
に
対
す
る
適
切
な
周
産
期
医
療
体
制
の
確
保
、

③
感
染
し
た
妊
産
婦
に
対
す
る
寄
り
添
い
型
支
援
（
上
記
１
の
事
業
）
の
実
施

【
留
意
事
項
】

本
検
査
は
、
妊
婦
の
不
安
解
消
の
た
め
、
本
人
が
希
望
す
る
場
合
に
実
施
す
る

も
の
で
あ
り
、
院
内
感
染
対
策
を
目
的
と
し
て
、
本
人
の
意
思
に
よ
ら
ず
検
査

を
強
い
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

医
療
機
関
へ
入

院
等

入
院
等

不
安
を
抱
え
る

分
娩
前
の
妊
婦
等

地
方
自
治
体

自
宅
で
生
活

退
院
等

検
査
等
の
受
検
の

補
助

医
療
機
関
等

PC
R検
査
等
で
陽
性

（
感
染
）
と
判
明

②

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
総
合
的
な
支
援

－
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
に
お
け
る
妊
産
婦
総
合
対
策
事
業
－

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
総
合
的
な
支
援

－
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
に
お
け
る
妊
産
婦
総
合
対
策
事
業
－
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【
事
業
内
容
】

３
．
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
保
健
指
導
等
の
実
施

○
妊
娠
期
間
中
に
市
町
村
等
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
母
親
学
級
や
両
親
学
級
は
、
妊
婦
等
が
育
児
等
に
係
る
知
識
や
技
術

を
習
得
す
る
重
要
な
機
会
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
開
催
が

中
断
さ
れ
て
い
る
。

○
ま
た
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、
感
染
症
へ
の
懸
念
か
ら
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
窓
口

へ
の
訪
問
を
躊
躇
す
る
妊
産
婦
等
も
少
な
く
な
い
。

○
こ
の
よ
う
な
中
、
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
両
親
学
級
の
開
催
や
、
個
別
相
談
・
健
康
指
導
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
妊
産
婦
等
に
対
し
積
極
的
に
情
報
提
供
や
相
談
対
応
等
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
こ
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
両
親
学
級
等
の
母
子
保
健
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
を
補
助
す
る
。

４
．
育
児
等
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

○
厚
生
労
働
省
で
は
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
と
日
本
産
婦
人
科
医
会
の
見
解
を
踏
ま
え
、
妊
婦
の
方
々
に
対
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
下
に
お
い
て
、
現
在
お
住
ま
い
の
地
域
で
の
出
産
を
考
慮
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

○
帰
省
し
て
分
娩
し
、
実
家
の
親
か
ら
の
育
児
・
家
事
援
助
等
を
受
け
な
が
ら
産
前
・
産
後
期
を
過
ご
す
予
定
で
あ
っ
た

里
帰
り
が
困
難
と
な
り
、
生
活
面
で
不
安
を
抱
え
て
い
る
妊
婦
も
存
在
す
る
。

○
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
里
帰
り
出
産
が
不
可
と
な
っ
た
妊
婦
等
を
対
象
と
し
て
、
里
帰
り
を
し
な
く
て
も
安
心
し
て

産
前
・
産
後
期
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
民
間
の
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
係
る
費
用
の
補
助
を
行
う
。

■
実
施
主
体
：
市
区
町
村

■
補
助
率
：
国
1
/
2
、
市
区
町
村
1
/
2

■
補
助
単
価
：
上
記
３
の
事
業
：
1
,
9
0
0
,
0
0
0
円
（
１
自
治
体
当
た
り
）
、

上
記
４
の
事
業
：
1
0
,
0
0
0
円
（
１
世
帯
に
つ
き
、
月
４
回
を
限
度
）

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

保
健
指
導
等

育
児
等
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

じ
て
･･
･

必
要
に
応
じ
て
･･
･

対
面
式
の
母
子
保
健
事
業

③
④

オ
ン
ラ
イ
ン
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
総
合
的
な
支
援

－
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
に
お
け
る
妊
産
婦
総
合
対
策
事
業
－

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
総
合
的
な
支
援

－
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
に
お
け
る
妊
産
婦
総
合
対
策
事
業
－
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○
健
診
内
容

①
身
体
発
育
状
況

②
栄
養
状
態

③
脊
柱
及
び
胸
郭
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

④
皮
膚
の
疾
病
の
有
無

⑤
歯
及
び
口
腔
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

⑥
四
肢
運
動
障
害
の
有
無

⑦
精
神
発
達
の
状
況

⑧
言
語
障
害
の
有
無

⑨
予
防
接
種
の
実
施
状
況

⑩
育
児
上
問
題
と
な
る
事
項

⑪
そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

○
健
診
内
容

①
身
体
発
育
状
況

②
栄
養
状
態

③
脊
柱
及
び
胸
郭
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

④
皮
膚
の
疾
病
の
有
無

⑤
眼
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

⑥
耳
、
鼻
及
び
咽
頭
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

⑦
歯
及
び
口
腔
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

⑧
四
肢
運
動
障
害
の
有
無

⑨
精
神
発
達
の
状
況

⑩
言
語
障
害
の
有
無

⑪
予
防
接
種
の
実
施
状
況

⑫
育
児
上
問
題
と
な
る
事
項

⑬
そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

１
歳
６
か
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
密
閉
空
間
・
密
集
場
所
・
密
接
場
面
を

避
け
る
た
め
に
、
幼
児
健
康
診
査
を
集
団
健
診
か
ら
医
療
機
関
に
お
け
る
個
別
健
診
へ
切
り
替
え
た

場
合
に
生
じ
る
市
区
町
村
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

■
実
施
主
体
：
市
区
町
村

■
補
助
率

：
国
１
／
２
、
市
区
町
村

１
／
２

■
補
助
単
価
：
医
科
5,
9
3
0円

／
１
人
、
歯
科
3
,
51
0
円
／
１
人

事
業
内
容

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
総
合
的
な
支
援

－
幼
児
健
康
診
査
個
別
実
施
支
援
事
業
－
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放課後児童支援員に係る都道府県等認定資格研修ガイドラインの概要

○ 本ガイドラインは、「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」（平成２６年厚生労働省令第６３号。以下「基準」という。）
に基づき、基準第１０条第３項の各号のいずれかに該当する者が、放課後児童支援員として必要となる基本的生活習慣の習得の援助、
自立に向けた支援、家庭と連携した生活支援等に必要な知識及び技能を習得し、有資格者となるための都道府県知事、指定都市市長、
中核市市長が行う研修（以下 「認定資格研修」という。）の円滑な実施に資するために策定するもの。

○ 認定資格研修は、一定の知識及び技能を有すると考えられる基準第１０条第３項の各号のいずれかに該当する者等が、放課後児童健全
育成事業（放課後児童クラブ）に従事する放課後児童支援員として必要な知識及び技能を補完し、新たに策定した基準及び放課後児童
クラブ運営指針（平成２７年３月３１日雇児発０３３１第３４号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）に基づく放課後児童支援員としての
役割及び育成支援の内容等の共通の理解を得るため、職務を遂行する上で必要最低限の知識及び技能の習得とそれを実践する際の基本
的な考え方や心得を認識してもらうことを目的として実施するもの。

基本的考え方

研修内容等

事 項 主 な 内 容

実施主体 都道府県、指定都市、中核市（以下、「都道府県等」と表記）
（都道府県等が認定資格研修を実施する上で適当と認める市区町村、民間団体等に一部委託可）

研修内容・時間数 次項のとおり（１６科目２４時間）（都道府県等の実情に応じて研修科目等を追加しての実施も可）。

修了の認定・
修了証の交付

都道府県等は、認定資格研修の全科目を履修し、放課後児童支援員としての必要な知識及び技能を習得したと認め
られる者に対して、修了の認定を行い、全国共通様式による「放課後児童支援員認定資格研修修了証」［賞状形式
及び携帯用形式］を都道府県知事名、指定都市市長名、中核市市長名で交付（委託は不可）。

認定の取消 都道府県等は、認定を受けた者が、次の事由に該当すると認められる場合、当該者の認定者名簿からの削除が可能。
① 虚偽又は不正の事実に基づいて認定を受けた場合
② 虐待等の禁止（基準第１２条）に違反した場合
③ 秘密保持義務（基準第１６条第１項）に違反した場合
④ その他放課後児童支援員としての信用失墜行為を行った場合 など

研修会参加費用 資料等に係る実費相当部分、研修会場までの受講者の旅費及び宿泊費については、受講者又は運営主体が負担。

費用に対する支
援

国は、都道府県等に対して、認定資格研修の実施に要する経費について、別に定めるところにより補助。
（※）認定資格研修を受講する際の代替職員の雇上げ経費及び研修会場までの旅費については、運営費に計上。

令和4年1月11日現在【「放課後児童支援員等研修事業実施要綱」（平成２７年５月２１日厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）より】

認定の仕組み（都道府県等の事務の主な流れ）

認定資格研修の実
施

認定資格研修修了→認定→修了証交付

認定者名簿の作成・管理
【永年保存】

全
国
共
通
で
通
用
す
る

修
了
証
と
し
て
位
置
づ
け

※個人情報の保護に十分留意

受講資格等の確認

市区町村 都道府県等

連
携
・協
力

基準第１０条
第３項第９号
の認定は
市区町村が
実施

受講申込書の提出

修
了
前
に
、
他
の
都
道

府
県
に
転
居
又
は
病
気

等
で
欠
席
し
た
場
合

既
修
了
科
目
は
履
修
し

た
も
の
と
み
な
し
、
一

部
科
目
修
了
証
を
交

付 未
修
了
科
目
を
他
の
都

道
府
県
等
で
履
修

全
国
共
通
の

「認
定
者
名
簿

管
理
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入

１．放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の理解 【４．５時間（90分×3）】
① 放課後児童健全育成事業の目的及び制度内容
② 放課後児童健全育成事業の一般原則と権利擁護
③ 子ども家庭福祉施策と放課後児童クラブ

２．子どもを理解するための基礎知識 【６．０時間（90分×4）】

④ 子どもの発達理解
⑤ 児童期（６歳～１２歳）の生活と発達
⑥ 障害のある子どもの理解
⑦ 特に配慮を必要とする子どもの理解

３．放課後児童クラブにおける子どもの育成支援 【４．５時間（90分×3）】

⑧ 放課後児童クラブに通う子どもの育成支援
⑨ 子どもの遊びの理解と支援
⑩ 障害のある子どもの育成支援

４．放課後児童クラブにおける保護者・学校・地域との連携・協力

【３時間（90分×2）】

⑪ 保護者との連携・協力と相談支援
⑫ 学校・地域との連携

５．放課後児童クラブにおける安全・安心への対応 【３時間（90分×2）】

⑬ 子どもの生活面における対応
⑭ 安全対策・緊急時対応

６．放課後児童支援員として求められる役割・機能 【３時間（90分×2）】

⑮ 放課後児童支援員の仕事内容
⑯ 放課後児童クラブの運営管理と運営主体の法令の遵守

合計 ２４時間（１６科目）

放課後児童支援員に係る都道府県等認定資格研修の項目・科目及び時間数

令和4年1月11日
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総 行 経 第 ３ ８ 号 

平成２２年１２月２８日 

 

各都道府県知事 

各指定都市市長     

各都道府県議会議長 

各指定都市議会議長 

 

 

総務省自治行政局長 

 

 

指定管理者制度の運用について 

 

 

指定管理者制度は、住民の福祉を増進する目的をもってその利用に供するた

めの施設である公の施設について、民間事業者等が有するノウハウを活用する

ことにより、住民サービスの質の向上を図っていくことで、施設の設置の目的

を効果的に達成するため、平成１５年９月に設けられたところです。 

本制度は、その導入以降、公の施設の管理において、多様化する住民ニーズ

への効果的、効率的な対応に寄与してきたところですが、地方公共団体におい

て様々な取組がなされる中で、留意すべき点も明らかになってきたことから、

これまでの通知に加え、下記の点に留意の上、改めて制度の適切な運用に努め

られるよう、地方自治法第２５２条の１７の５に基づき助言します。 

 なお、貴都道府県内の市区町村に対しても、本通知について周知方よろしく

お願いいたします。 

 

記 

 

１ 指定管理者制度については、公の施設の設置の目的を効果的に達成するた

め必要があると認めるときに活用できる制度であり、個々の施設に対し、指

定管理者制度を導入するかしないかを含め、幅広く地方公共団体の自主性に

委ねる制度となっていること。 

 

２ 指定管理者制度は、公共サービスの水準の確保という要請を果たす最も適

切なサービスの提供者を、議会の議決を経て指定するものであり、単なる価

殿 
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格競争による入札とは異なるものであること。 

 

３ 指定管理者による管理が適切に行われているかどうかを定期的に見直す機

会を設けるため、指定管理者の指定は、期間を定めて行うものとすることと

されている。この期間については、法令上具体の定めはないものであり、公

の施設の適切かつ安定的な運営の要請も勘案し、各地方公共団体において、

施設の設置目的や実情等を踏まえて指定期間を定めること。 

 

４ 指定管理者の指定の申請にあたっては、住民サービスを効果的、効率的に

提供するため、サービスの提供者を民間事業者等から幅広く求めることに意

義があり、複数の申請者に事業計画書を提出させることが望ましい。一方で、

利用者や住民からの評価等を踏まえ同一事業者を再び指定している例もあり、

各地方公共団体において施設の態様等に応じて適切に選定を行うこと。 

 

５ 指定管理者制度を活用した場合でも、住民の安全確保に十分に配慮すると

ともに、指定管理者との協定等には、施設の種別に応じた必要な体制に関す

る事項、リスク分担に関する事項、損害賠償責任保険等の加入に関する事項

等の具体的事項をあらかじめ盛り込むことが望ましいこと。 

 

６ 指定管理者が労働法令を遵守することは当然であり、指定管理者の選定に

あたっても、指定管理者において労働法令の遵守や雇用・労働条件への適切

な配慮がなされるよう、留意すること。 

 

７ 指定管理者の選定の際に情報管理体制のチェックを行うこと等により、個

人情報が適切に保護されるよう配慮すること。 

 

８ 指定期間が複数年度にわたり、かつ、地方公共団体から指定管理者に対し

て委託料を支出することが確実に見込まれる場合には、債務負担行為を設定

すること。 
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1 
 

総 行 公 第 ９ ５ 号 

令和元年１２月２０日 

  

各都道府県総務部長 

（人事担当課・市町村担当課・区政課扱い） 

各指定都市総務局長 

（人事担当課扱い） 

 

総務省自治行政局公務員部公務員課長 

                          （公 印 省 略）  

 

会計年度任用職員制度の施行に向けた留意事項について（通知） 

 

 来年４月１日の地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律（平成 29年法律第 29号。以

下「改正法」という。）の施行に向け、各地方公共団体におかれては、平成 30年 10月 18日付総行

公第 135 号・総行給第 49 号・総行女第 17 号・総行福第 211 号・総行安第 48 号公務員部長通知に

より発出した「会計年度任用職員制度の導入等に向けた事務処理マニュアル（第２版）」等に基づき

準備を進めていただいているところですが、本日公表された「令和２年度地方財政対策のポイント

及び概要」で示されたとおり、会計年度任用職員制度の導入に伴い必要となる財源が確保される見

込みとなったことを踏まえ、特に留意すべき事項を下記にまとめましたので、適切に対応していた

だくようお願いします。 

また、各都道府県におかれては、貴都道府県内の市区町村等に対してもこの旨周知いただくよう

お願いします。 

 なお、本通知は、地方公務員法第 59条（技術的助言）、地方自治法第 245条の４（技術的な助言）

及び改正法附則第２条（施行のために必要な準備等）に基づくものです。 

 

記 

 

１ 最適な職員構成の実現 

各地方公共団体においては、住民のニーズに応える効果的かつ効率的な行政サービスを今後も

安定的に提供していくための最適な職員構成を実現することが重要であり、個々の職の設定に当

たっては、就けようとする職の職務の内容、勤務形態等に応じて、任期の定めのない常勤職員、

任期付職員、会計年度任用職員等のいずれが適当かを考慮すべきものであること。 

 

２ 適切な勤務時間の設定 

会計年度任用職員の任用に当たっては、職務の内容や標準的な職務の量に応じた適切な勤務

時間を設定することが必要であり、単に勤務条件の確保等に伴う財政上の制約を理由として、

合理的な理由なく短い勤務時間を設定し、現在行っているフルタイムでの任用について抑制を

図ることは、適正な任用・勤務条件の確保という改正法の趣旨に沿わないものであること。 

殿 

412

YSPMG
テキスト ボックス
資料87



2 
 

また、改正法においては、会計年度任用職員についてフルタイムでの任用が可能であること

を明確化したところであり、こうした任用は柔軟な人事管理や勤務条件の改善による人材確保

にも資するものであること。 

 

３ 適切な給与決定 

会計年度任用職員の給与水準については、地方公務員法に定める均衡の原則などの給与決定原

則を踏まえ、基本的に当該会計年度任用職員の職務と類似する職務に従事する常勤職員の属する

職務の級の初号給の給料月額を基礎として、職務の内容や責任、職務遂行上必要となる知識、技

術及び職務経験等の要素を考慮すべきものであること。 

また、単に財政上の制約のみを理由として、期末手当の支給について抑制を図ることや、新た

に期末手当を支給する一方で給料や報酬について抑制を図ることは、改正法の趣旨に沿わないも

のであること。 

 

４ 不適切な「空白期間」の是正 

  臨時的任用職員及び会計年度任用職員の任期の設定については、基本的には、各地方公共団

体において適切に判断されるべきものであるが、退職手当や社会保険料等を負担しないように

するために、再度の任用の際、新たな任期と前の任期との間に一定の期間（いわゆる「空白期

間」）を設けることは、適正な任用・勤務条件の確保という改正法の趣旨に沿わないものである

こと。 

 

５ 適切な休暇等の設定 

会計年度任用職員の休暇等については、当該休暇等を有給とするか否かも含め、国の非常勤職

員との間の権衡を失しないように適当な考慮が払われるべきものであること。 

また、労働基準法の規定によって年次有給休暇の消滅時効は２年とされているところであり、

現に任用されている臨時・非常勤職員を含め、同法における「継続勤務」の要件に該当する場合

には、再度任用時において前年度に付与された年次有給休暇が繰り越されるべきものであること。 

なお、国の非常勤職員には、令和２年１月１日から夏季休暇が措置されるものであること。 

 

６ 適切な募集・任用の実施 

会計年度任用職員の募集・任用に当たっては、任用期間や勤務時間、給与・報酬、各種社会

保険等の勤務条件を明示するとともに、地方公務員法上の服務規定の適用や懲戒処分、人事委

員会又は公平委員会への苦情相談等の対象となる旨を説明すべきものであること。 

また、会計年度任用職員の円滑な導入が図られるよう、募集期間や制度の周知期間を十分確

保すべきものであること。 
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利
用
者
支
援
事
業

利
用
者
支
援
事
業
は
、
子
育
て
家
庭
や
妊
産
婦
が
、
教
育
・
保
育
施
設
や
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
関
係
機
関
を
円
滑
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
身
近
な
場
所
で
の
相
談
や
情
報
提
供
、
助
言
等
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
連
携
・
協
働
の
体
制
づ
く

り
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

３
つ
の
事
業
類
型

○
主
と
し
て
市
町
村
の
窓
口
で
、
子
育
て
家
庭
等
か
ら
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
地
域
に
お
け
る
保
育
所
や
各
種
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報

提
供
や
利
用
に
向
け
て
の
支
援
な
ど
を
行
う

《
職
員
配
置
》
専
任
職
員
（
利
用
者
支
援
専
門
員
）
を
１
名
以
上
配
置

※
子
育
て
支
援
員
基
本
研
修
及
び
専
門
研
修
（
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
ス
）
の
「
利
用

者
支
援
事
業
（
特
定
型
）
」
の
研
修
を
修
了
し
て
い
る
者
が
望
ま
し
い

○
主
と
し
て
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
、
保
健
師
等
の
専
門
職
が
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
母
子
保
健
や
育
児
に
関
す
る
妊
産
婦
等
か
ら

の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
そ
の
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
、
支
援
を
必
要
と
す

る
者
が
利
用
で
き
る
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
協
力
し
て
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
を
行
う

《
職
員
配
置
》
母
子
保
健
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す
る
保
健
師
、
助
産
師
等
を
１
名

以
上
配
置

※
職
員
は
専
任
が
望
ま
し
い

【
利
用
者
支
援
】

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
等
の
身
近
な
場
所
で
、

○
子
育
て
家
庭
等
か
ら
日
常
的
に
相
談
を
受
け
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握

○
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供

○
子
育
て
支
援
事
業
や
保
育
所
等
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
助
言
・
支
援

→
当
事
者
の
目
線
に
立
っ
た
、
寄
り
添
い
型
の
支
援

【
地
域
連
携
】

○
よ
り
効
果
的
に
利
用
者
が
必
要
と
す
る
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
の
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
、
連
携
・
協
働
の
体
制
づ
く
り

○
地
域
に
展
開
す
る
子
育
て
支
援
資
源
の
育
成

○
地
域
で
必
要
な
社
会
資
源
の
開
発
等

→
地
域
に
お
け
る
、
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
支
援

○
基
本
型
は
「
利
用
者
支
援
」
と
「
地
域
連
携
」
の
２
つ
の
柱
で
構
成
し
て
い
る
。

《
職
員
配
置
》
専
任
職
員
（
利
用
者
支
援
専
門
員
）
を
１
名
以
上
配
置

※
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
（
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
な
ど
）
の
一
定

の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
で
、
子
育
て
支
援
員
基
本
研
修
及
び
専
門
研
修
（
地
域
子
育
て

支
援
コ
ー
ス
）
の
「
利
用
者
支
援
事
業
（
基
本
型
）
」
の
研
修
を
修
了
し
た
者
等

基
本
型

特
定
型
（
い
わ
ゆ
る
「
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
）

母
子
保
健
型

○
主
な
補
助
単
価
（
令
和
４
年
度
予
算
案
）

【
基
本
事
業
】

○
実
施
か
所
数
の
推
移

（
単
位
：
か
所
数
）

○
負
担
割
合

国
（
２
/３
）
、
都
道
府
県
（
１
/
６
）
、
市
町
村
（
１
/６
）

○
実
施
主
体

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）

基
本
型

特
定
型

母
子
保
健
型

7
,
5
9
6
千
円

3
,
0
7
8
千
円

1
4
,
2
0
9
千
円

夜
間
開
所

休
日
開
所

出
張
相
談
支
援

機
能
強
化
取
組
多
言
語
対
応

特
別
支
援
対
応

多
機
能
型
事
業

一
体
的
相
談
機
関

連
携
等
加
算
（
新
規
）

1
,
4
08
千
円

7
5
8千
円

1
,
0
82
千
円
1
,
8
77
千
円

8
0
5千
円

7
5
1千
円

3
,
2
31
千
円

3
0
0千
円

※
母
子
保
健
型
は
、
職
員
が
専
任
の
場
合

令
和
３
年
度
予
算

1,
69
1
億
円
の
内
数

→
令
和
４
年
度
予
算
案

1,
80
0
億
円
の
内
数

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
（
内
閣
府
）
及
び
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
交
付
金
（
厚
生
労
働
省
）
）

【
令
和
４
年
度
新
規
】

基
本
型

特
定
型

母
子
保
健
型

合
計

Ｒ
１
年
度

８
０
５

３
８
９
１
，
３
３
０
２
，
５
２
４

Ｒ
２
年
度

８
８
８

３
９
４
１
，
５
８
２
２
，
８
６
４

【
加
算
事
業
】

基
本
型
を
実
施
す
る
自
治
体
が
、
一
体
的
相
談
機
関
と
の
連

携
や
か
か
り
つ
け
機
関
と
し
て
の
新
た
な
機
能
に
対
応
す
る
た

め
に
必
要
な
経
費
を
支
援

【
開
設
準
備
経
費
】
改
修
費
等

4
,
0
00
千
円
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地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

・
３
歳
未
満
児
の
約
６
～
７
割
は
家
庭
で
子
育
て

・
核
家
族
化
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

・
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
以
外
で
の
子
育
て

の
増
加

・
男
性
の
子
育
て
へ
の
関
わ
り
が
少
な
い

・
児
童
数
の
減
少

・
子
育
て
が
孤
立
化
し
、

子
育
て
の
不
安
感
、
負
担
感

・
子
ど
も
の
多
様
な
大
人
・
子
ど
も
と
の

関
わ
り
の
減

・
地
域
や
必
要
な
支
援
と
つ
な
が
ら
な
い

子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集
い
、

相
互
交
流
や
子
育
て
の
不
安
・
悩
み

を
相
談
で
き
る

場
を
提
供

背
景

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
設
置

課
題 ①
子
育
て
親
子
の
交
流
の
場
の
提
供
と
交
流
の
促
進

②
子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
、
援
助
の
実
施

③
地
域
の
子
育
て
関
連
情
報
の
提
供

④
子
育
て
及
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
講
習
等
の
実
施

４
つ
の
基
本
事
業

○
更
な
る
展
開
と
し
て

・
地
域
の
子
育
て
支
援
活
動
の
展
開
を
図
る
た
め
の

取
組
（
一
時
預
か
り
等
）

・
地
域
に
出
向
き
、
出
張
ひ
ろ
ば
を
開
設

・
高
齢
者
等
の
多
様
な
世
代
と
の
交
流
、
伝
統
文
化
や

習
慣
・
行
事
の
実
施
等

公
共
施
設
や
保
育

支
え
合
い
に
よ
り
、

を
向
上

公
共
施
設
や
保
育

所
、
児
童
館
等
の

地
域
の
身
近
な
場

所
で
、
乳
幼
児
の

い
る
子
育
て
中
の

親
子
の
交
流
や
育

児
相
談
、
情
報
提

供
等
を
実
施

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様

な
主
体
の
参
画
に

よ
る
地
域
の
支
え

合
い
、
子
育
て
中

の
当
事
者
に
よ
る

支
え
合
い
に
よ
り
、

地
域
の
子
育
て
力

を
向
上

○
実
施
主
体

市
町
村
（特
別
区
を
含
む
）

○
実
施
か
所
数
の
推
移
（単
位
：か
所
数
）

○
負
担
割
合
国
（１
/
３
）、
都
道
府
県
（
１
/
３
）、
市
町
村
（１
/
３
）

○
一
般
型

公
共
施
設
、
空
き
店
舗
、
保
育
所
等
に
常
設
の
地
域
の
子
育
て
拠
点
を
設
け
、
地
域
の
子

育
て
支
援
機
能
の
充
実
を
図
る
取
組
を
実
施

○
連
携
型

児
童
館
等
の
児
童
福
祉
施
設
等
多
様
な
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
設
に
親
子
が
集
う
場
を

設
け
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の
取
組
を
実
施

地
域
子
育
て
支
援
拠
点

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

R
1
年
度

R
2
年
度

7
,0
6
3

7
,2
5
9

7
,4
3
1

7
,5
7
8

7
,7
3
5

○
主
な
補
助
単
価
（令
和
４
年
度
予
算
案
）

【基
本
事
業
】一
般
型
8
,3
9
1
千
円
（５
日
型
、
常
勤
職
員
を
配
置
の
場
合
）

連
携
型
3
,0
0
8
千
円
（５
～
７
日
型
の
場
合
）

（
注
）
開
設
日
数
、
勤
務
形
態
に
よ
り
単
価
が
異
な
る

【加
算
事
業
】子
育
て
支
援
活
動
の
展
開
を
図
る
取
組
（一
時
預
か
り
等
）

3
,2
9
5
千
円
（一
般
型
（５
日
型
）で
実
施
し
た
場
合
）

地
域
支
援
加
算
1
,5
1
8
千
円

特
別
支
援
対
応
加
算
1
,0
6
2
千
円

育
児
参
加
促
進
講
習
休
日
実
施
加
算
4
0
0
千
円

（
注
）
こ
の
他
、
出
張
ひ
ろ
ば
等
の
事
業
内
容
に
よ
り
単
価
が
異
な
る

【開
設
準
備
経
費
】（
１
）改
修
費
等
4
,0
0
0
千
円

（２
）礼
金
及
び
賃
借
料
（開
設
前
月
分
）
6
0
0
千
円

令
和
３
年
度
予
算

1
,6
9
1
億
円
の
内
数

→
令
和
４
年
度
予
算
案

1
,8
0
0
億
円
の
内
数

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
（
内
閣
府
）
及
び
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
交
付
金
（
厚
生
労
働
省
）
）
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地
域
子
育
て
支
援
拠
点
従
事
職
員
に
関
す
る
研
修
の
考
え
方

【
新
任
職
員
】

◇
経
験
年
数
が

概
ね
3
年
未
満
の
職
員【
ベ
テ
ラ
ン
職
員
】

○
地
域
の
人
材
に
よ
る
子
育
て
支
援
活
動
強
化
研
修

①
対
象
者

・
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
管
理
者
や
事
業
所
に
お
い
て
指
導
的
立
場
に
あ
る
者

②
研
修
の
目
的

・
地
域
の
子
育
て
に
関
す
る
指
導
的
立
場
の
者
の
養
成

・
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
課
題
へ
の
対
応
技
術
の
習
得

③
実
施
主
体
：
国
（
※
公
募
に
よ
り
民
間
団
体
に
委
託
予
定
）

○
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
所
職
員
等
研
修
事
業

①
対
象
者

・
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の
業
務
経
験
年
数
が
あ
る
程
度
あ
る
者

②
研
修
の
目
的

・
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
所
の
職
員
の
質
の
向
上

・
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
関
し
て
の
専
門
的
知
識
や
技
術
等
の
修
得

③
補
助
率

国
１
／
２
、
都
道
府
県
・
市
町
村
１
／
２

○
子
育
て
支
援
員
研
修

（
地
域
子
育
て
支
援
コー
ス
・地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
）

①
対
象
者

・
新
た
に
子
育
て
支
援
等
の
業
務
に
従
事
す
る
者
、
ま
た
は
経
験
が
浅
い
者

②
研
修
の
目
的

・
多
様
な
子
育
て
支
援
分
野
全
般
に
関
し
て
の
基
礎
的
知
識
や
技
術
等
の
修
得

・
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
に
つ
い
て
全
体
像
の
理
解
、
お
よ
び
事
業
の
ね
ら
い
に

つ
い
て
の
理
解

③
補
助
率

国
１
／
２
、
都
道
府
県
・
市
町
村
１
／
２

指 導 者 養 成 研 修 専 門 的 研 修 基 礎 的 研 修

◇
未
経
験
の
職
員

【
中
堅
職
員
】

◇
経
験
年
数

が
概
ね
5
年

未
満
の
職
員

これ
ま
で
実
施
して
き
た
「基
礎
的
研
修
」及
び
「指
導
者
養
成
研
修
」に
加
え
、中
堅
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、平
成
30
年
度
よ
り

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
所
職
員
等
研
修
事
業
「専
門
的
研
修
」を
実
施
。

◇
経
験
年
数

が
概
ね
5
年
以
上

の
職
員
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子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
（
ファ
ミリ
ー
・サ
ポ
ー
ト・
セ
ン
ター
事
業
）
は
、乳
幼
児
や
小
学
生
等
の
児
童
を
有
す
る
子
育
て
中
の
労
働
者
や
主
婦

等
を
会
員
とし
て
、児
童
の
預
か
りの
援
助
を
受
け
た
い
者
と当
該
援
助
を行
い
た
い
者
との
相
互
援
助
活
動
に
関
す
る
連
絡
、調
整
等
を行
う事
業
。

○
主
な
実
施
要
件

・会
員
数
は
２
０
人
以
上

・相
互
援
助
活
動
中
の
子
ども
の
事
故
に
備
え
、補
償
保
険
へ
の
加
入

・子
ども
の
預
か
り場
所
の
定
期
的
な
安
全
点
検
の
実
施

・事
故
発
生
時
の
円
滑
な
解
決
に
向
け
た
会
員
間
の
連
絡
等
の
実
施

・提
供
会
員
に
対
して
、緊
急
救
命
講
習
及
び
事
故
防
止
に
関
す
る
講
習

と、
少
な
くと
も
５
年
に
１
回
の
フォ
ロー
アッ
プ講
習
の
実
施

○
相
互
援
助
活
動
の
例

・保
育
施
設
等
まで
の
送
迎

・保
育
施
設
の
開
始
前
、終
了
後
又
は
学
校
の
放
課
後
、冠
婚
葬
祭
、

買
い
物
等
の
外
出
の
際
の
子
ども
の
預
か
り

○
実
施
主
体
市
町
村
（
特
別
区
を含
む
）

○
実
施
市
町
村

令
和
２
年
度
９
５
６
市
町
村

令
和
元
年
度
９
３
１
市
町
村

○
負
担
割
合
国
：
1/
3、
都
道
府
県
：
1/
3、
市
町
村
：
1/
3

子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
）
の
概
要

○
主
な
補
助
単
価
（
令
和
４
年
度
予
算
案
）

【基
本
事
業
】会
員
数
10
0～
29
9人

2,
00
0千
円
（
会
員
数
に
応
じて
段
階
的
に
設
定
）
、土
日
実
施
加
算
：
1,
80
0千
円

【病
児
・緊
急
対
応
強
化
事
業
】預
か
り等
の
利
用
件
数
～
59
件
1,
80
0千
円
（
利
用
件
数
に
応
じて
段
階
的
に
設
定
）

【預
か
り手
増
加
の
た
め
の
取
組
加
算
】提
供
会
員
数
が
19
人
以
下
で
2人
以
上
増
加
の
場
合
50
0千
円
（
提
供
会
員
の
増
加
数
に
応
じて
段
階
的
に
設
定
）

【ひ
とり
親
家
庭
等
の
利
用
支
援
】
50
0千
円

【地
域
子
育
て
支
援
拠
点
等
との
連
携
】
1,
50
0千
円

【開
設
準
備
経
費
】改
修
費
等
4,
00
0千
円

礼
金
及
び
賃
借
料
（
開
設
前
月
分
）
60
0千
円

【令
和
４
年
度
拡
充
事
項
】

・基
本
事
業
及
び
病
児
・緊
急
対
応
強
化
事
業
の
拡
充

会
員
数
及
び
利
用
件
数
の
多
い
自
治
体
が
円
滑
に
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う、
基
準
額
に
新
た
な
区
分
を
設
定

令
和
３
年
度
予
算

1
,6
7
3
億
円
の
内
数

→
令
和
４
年
度
予
算
案

1
,7
4
8
億
円
の
内
数

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
（
内
閣
府
）
）

依
頼
会
員
（
預
け
る
側
）

６
２
万
人

依
頼
会
員
（
預
け
る
側
）

６
２
万
人

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

〔
相
互
援
助
組
織
〕

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

提
供
会
員
（
預
か
る
側
）

１
４
万
人

提
供
会
員
（
預
か
る
側
）

１
４
万
人

援
助
の
申
し
入
れ

援
助
の
打
診

請
負
契
約

準
委
任
契
約

※
両
方
会
員
４
万
人

マ
ッ
チ
ン
グ
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子ども・子育て支援の充実のための研修・調査研究事業等

平成２７年４月にスタートした「子ども・子育て支援新制度」における、質の高い特定教育・保育及び地域型保育並びに地域子ども・子育て支援事業
の実施には、現任の職員の質の向上を図るとともに、新たな事業の創設や既存事業の拡充に伴い、更なる人材を確保する必要がある。

また、子ども・子育て支援に関する従前からの課題や新たな問題点等について、現地調査等により実態や試行的取り組み等を把握し、諸般の課題に対
応するための手立てとなる提言を得るための調査研究等を実施。

子育て支援員研修事業 令和３年度予算: ３．３億円 → 令和４年度予算案: ３．５億円

・地域において保育や子育て支援等の仕事に関心を持ち、子育て支援分野の各事業等に従事することを希望する者に対し、多様な子育て分野に関しての必要な知識や
技術等を習得するための研修を実施

・研修を修了した者を「子育て支援員」として認定

職員の資質向上・人材確保等研修事業 令和３年度予算: ２６．９億円 → 令和４年度予算案: ２４．５億円

・子ども・子育て支援新制度において、様々な給付・事業が拡充されることに伴い、担い手となる職員の資質向上及び人材確保を行うため各種研修を実施

子ども・子育て支援対策推進事業費補助金 令和３年度予算: ３７．６億円 → 令和４年度予算案: ３５．９億円

子ども・子育て支援推進調査研究事業 令和３年度予算: ７．４億円 → 令和４年度予算案: ６．９億円

・子ども・子育て支援に関する幅広い知見を得るために、先駆的な取組などの実態把握等に関わる調査研究を実施

指導者養成等研修事業 令和３年度予算: １．６億円 → 令和４年度予算案: １．６億円

・各自治体で研修を実施するための講師や各施設における指導者の立場にある者を養成。また研修内容が確立されていない最新のテーマや事柄などについて、
全国的に周知や普及を行い、全国一律で一定程度の質・量の確保を行う研修を実施

子ども・子育て支援推進委託調査研究・普及促進事業 令和３年度予算: ２．５億円 → 令和４年予算案: １．７億円

・子ども・子育て支援新制度の円滑な実施、子ども・子育て支援に関する制度の見直しや課題への対応及び児童相談所の専門性向上に対応するための各種調
査研究等を実施

子ども・子育て支援対策推進事業委託費 令和３年度予算: ５．３億円 → 令和４年度予算案: ３．６億円

児童館における健全育成活動等開発事業 令和３年度予算: ０億円 → 令和４年度予算案: １．０億円 【新規】

・児童館の機能強化を図るため、設定したテーマに対する事業を実践し、アウトプット評価の実施、横展開が可能になるような好事例集の作成を行う

地域児童福祉事業等調査事業 令和３年度予算: ０億円 → 令和４年度予算案: ０．１億円

・保育を中心とした児童福祉事業に対する市町村の取組などの実態を把握し、多様化した需要に的確に対応した児童福祉行政施策を推進するための基礎資料
を得るために調査を実施

児童福祉実態調査事業 令和３年度予算: １．２億円 → 令和４年度予算案: ０．２億円

・一般家庭児童及び児童のいる社会福祉施設等の実態を把握し、児童福祉行政推進の基礎資料を得るために調査を実施

【職員の資質向上・人材確保等研修 研修内容一覧】

事業名 概要

保育の質の向上のための研修等事業

保育の質の向上のための研修事業 保育所の職員等を対象に、保育士の専門性の向上を図り、保育の質を向上させるための研修を実施

保育士試験合格者に対する実技講習事業
実務経験の少ない保育士試験合格者を対象として、就業前の不安を軽減し、継続して保育所等に勤務す
ることができるよう実技講習を実施

保育実習指導者に対する講習事業
指定保育士養成施設の学生に対する実習指導を行う者を対象に、指導者の資質向上を目的とした研修を
実施

保育士等キャリアアップ研修事業
職務内容に応じた専門性の向上を図るため、保育現場におけるリーダー的職員の育成に関する研修を実
施

新規新卒者の確保、就業継続支援事業
保育士の専門性向上と質の高い人材を安定的に確保するという観点から、「新規卒業者の確保」及び

「就業継続支援」に関する研修等を実施

多様な保育研修事業

家庭的保育者等研修事業
家庭的保育事業、小規模保育事業等を推進するため、家庭的保育者等としての知識を習得するための研
修を実施

居宅訪問型保育研修事業
利用児童の居宅において保育を行うという特殊性を踏まえ、居宅訪問型保育事業（一時預かり・延長保
育の訪問型を含む）に従事するにあたって必要な知識を習得するための研修を実施

病児・病後児保育研修事業
病児保育事業（病児対応型・病後児対応型・訪問型）に従事する者（看護師、准看護師、保健師、助産
師、保育士）の資質の向上を図るための研修を実施

放課後児童支援員等研修事業

放課後児童支援員認定資格研修事業
省令基準により、「放課後児童支援員」となるためには都道府県知事等が実施する研修を修了すること
が義務づけられているため、「放課後児童支援員」として新たに業務に従事するための認定資格研修を
実施

放課後児童支援員等資質向上研修事業 放課後児童支援員及び補助員等の資質の向上を図るため研修を実施

児童厚生員等研修事業 児童厚生員等の資質の向上を図るための研修を実施

地域子育て支援拠点事業所職員等研修事業 地域子育て支援拠点事業所の職員の資質の向上を図るための研修を実施

ファミリー・サポート・センター事業
アドバイザー・援助を行う会員研修事業

ファミリー・サポート・センター事業のアドバイザー及び援助を行う会員の資質向上を図るための研修
を実施

認可外の居宅訪問型保育研修事業
幼児教育・保育の無償化の実施に伴い創設された認可外の居宅訪問型保育事業（ベビーシッター）の基
準において保育従事者が修了する必要があるとした研修を実施
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昭
和
6
0
年
に
国
が
設
置
し
た
「こ
ど
も
の
城
」
（
平
成
2
7
年
３
月
末
に
完
全
閉
館
）
は
、
こ
れ
ま

で
、
先
駆
的
な
遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
約
5
0
0
種
類
）を
開
発
し
、
来
館
し
た
子
ど
も
た
ち
に
提
供

す
る
ほ
か
、
全
国
の
児
童
館
等
に
情
報
提
供
す
る
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
約
3
0
年
に
わ
た
り
蓄
積
さ
れ
て
き
た
遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
「
こ
ど
も
の
城
」
が
果
た
し

て
き
た
機
能
及
び
役
割
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
国
が
引
き
継
ぎ
、
遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
国

的
な
普
及
啓
発
や
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
今
後
の
地
域
の
児
童
館
等
の
あ
り
方
な
ど
を

検
討
す
る
た
め
、
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
の
下
に
「
遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
関
す
る
専

門
委
員
会
」
（
以
下
「専
門
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

（
１
）
専
門
委
員
会
委
員
は
、
別
紙
の
と
お
り
と
す
る
。

（
２
）
専
門
委
員
会
に
は
委
員
長
を
置
く
。

（
３
）
専
門
委
員
会
は
、
委
員
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
者
の
参
加
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）
専
門
委
員
会
の
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
子
育
て
支
援
課
に
お
い

て
処
理
す
る
。

（
１
）
「
こ
ど
も
の
城
」
が
開
発
し
た
遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
分
析
及
び
評
価
に
つ
い
て

（
２
）
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
つ
い
て

（
３
）
今
後
の
地
域
の
児
童
館
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
４
）
そ
の
他

委
員
会
は
、
原
則
公
開
と
す
る
。

遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
関
す
る
専
門
委
員
会

設
置
要
綱
・
委
員
名
簿

遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
関
す
る
専
門
委
員
会

設
置
要
綱
・
委
員
名
簿

（
五
十
音
順
）

１
．
設
置
の
趣
旨

２
．
構
成
等

３
．
主
な
検
討
事
項

４
．
そ
の
他

５
．
委
員

【
開
催
実
績
】
第
１
回
平
成
2
7
年
６
月
５
日

第
２
回
平
成
2
7
年
1
0
月
２
日

第
３
回
平
成
2
7
年
1
1
月
27
日
第
４
回
平
成
2
8
年
１
月
2
9
日
第
５
回
平
成
2
8
年
３
月
2
8日

第
６
回
平
成
2
8
年
５
月
2
7
日
第
７
回
平
成
2
8
年
７
月
2
9
日

第
８
回
平
成
2
8
年
1
0
月
1
7日

第
９
回
平
成
2
9
年
２
月
1
0
日
第
1
0回
平
成
2
9
年
1
1
月
1
3
日

第
1
1
回
平
成
3
0
年
１
月
1
2
日
第
1
2回
平
成
3
0
年
３
月
2
3日

第
1
3
回
平
成
3
0
年
６
月
2
2
日

第
1
4
回
平
成
3
0
年
９
月
2
0
日
第
1
5
回
令
和
元
年
６
月
2
7
日

第
1
6
回
令
和
３
年
３
月
1
7
日

氏
名

所
属
・
役
職

安
部
芳
絵

工
学
院
大
学
教
育
推
進
機
構
准
教
授

植
木
信
一

新
潟
県
立
大
学
人
間
生
活
学
部
教
授

○
大
竹
智

立
正
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授

熊
澤
桂
子

東
京
教
育
専
門
学
校
専
任
講
師

佐
野
真
一

港
区
立
麻
布
子
ど
も
中
高
生
プ
ラ
ザ
館
長

鹿
戸
健
太

目
黒
区
子
育
て
支
援
部
放
課
後
子
ど
も
対
策
課
課
長

中
川
一
良

社
会
福
祉
法
人
健
光
園
京
都
市
北
白
川
児
童
館
館
長

長
崎
由
紀

岩
手
県
立
児
童
館
い
わ
て
子
ど
も
の
森
チ
ー
フ
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー

成
田
秀
幸

独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園

診
療
部
長

松
田
妙
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
代
表
理
事

柳
澤
邦
夫

西
真
岡
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
幼
保
・
学
校
訪
問
部
顧
問

○
座
長
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児
童
館
に
お
け
る
健
全
育
成
活
動
等
開
発
事
業
【
新
規
】

子
ど

も
・

子
育

て
支

援
対

策
推

進
事

業
費

補
助

金
令

和
３

年
度

予
算

額
：

－
千

円
→

 
令

和
４

年
度

予
算

案
：

9
6
,
7
8
0
千

円
（

新
規

）

○
児
童
館
に
つ
い
て
は
、
①
発
達
段
階
等
に
配
慮
し
た
健
全
育
成
活
動
や
子
ど
も
の
権
利
を
基
盤
と
す
る
健
全
育
成
活
動
、
②
要
支
援
児
童
・
家
庭
へ
の
支
援
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り

支
援
体
制
の
構
築
、
③
他
施
設
（
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
公
民
館
、
児
童
遊
園
等
）
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
総
合
的
に
展
開
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

対
応
例
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
取
組
が
進
ん
で
い
な
い
。

○
こ
の
た
め
、
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
対
す
る
事
業
を
実
践
し
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
評
価
の
実
施
を
行
い
、
横
展
開
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
事
例
集
の
作
成
を
行
う
。

1.
事
業
目

的

○
国

が
設

置
す

る
児

童
館

に
お

け
る

健
全

育
成

活
動

等
開

発
事

業
検

討
委

員
会

（
仮

称
）

に
お

い
て

、
都

道
府

県
等

が
実

施
す

る
プ

ロ
グ
ラ

ム
開

発
事

業
の

審
査

、
指
導

、
助

言
等
を
行

い
、

横
展
開

が
可
能
に

な
る
よ

う
な

事
例
集

等
の
作
成

を
行
う

。

２
.
事
業

内
容

及
び

積
算

○
都
道
府
県
、
市
区
町
村

※
都
道
府
県
、
市
町
村
が
適
切
と
認
め
た
者
に
委
託
可
。

３
.
実
施

主
体

○
都
道
府
県
が
実
施
す
る
場
合
：
国
１
／
２
、
都
道
府
県
１
／
２

○
市
町
村
が
実
施
す
る
場
合
：
国
１
／
２
、
都
道
府
県
１
／
４
、
市
町
村
１
／
４

５
.
補
助

率

年
額
：
4,
83
9千

円

４
.
補
助
基

準
額

（
案
）

６
.
事
業

の
イ

メ
ー

ジ

テ
ー
マ
例

実
施
案

発
達
段
階
等
に
配
慮
した
健
全
育
成
活
動

年
齢
や
発
達
に
応
じた
、児
童
セ
ンタ
ー
（
体
力
増
進
機
能
が
付
加
）
、児
童
遊
園
を
活
用
した
体
力
向
上
や
運
動
機
会
提
供
に
資
す
る
も
の
等

子
ども
の
権
利
を
基
盤
とす
る
健
全
育
成
活
動

子
ども
の
意
見
尊
重
や
主
体
的
な
活
動
、児
童
館
ガ
イド
ライ
ン
で
示
した
子
ども
を
運
営
協
議
会
等
の
構
成
員
に
す
る
こと
を
促
進
す
る
も
の
等

福
祉
的
な
課
題
へ
の
対
応

相
談
支
援
体
制
の
構
築
、関
係
機
関
連
携
や
地
域
住
民
との
協
働
事
業
、配
慮
を
要
す
る
児
童
・家
庭
を
対
象
とし
た
も
の
等

国
児
童
館
に
お
け
る
健
全
育

成
活
動
等
開
発
事
業
検
討

委
員
会
（
仮
称
）
の
開
催

➣
都
道
府
県
等
が
実
施
す
る
プロ

グ
ラム
開
発
事
業
の
審
査
、指
導
、

助
言
、総
括

都
道
府
県
・市
区
町
村
（
都
道
府
県
、市
区
町
村
が
適
切
と認
め
た
者
に
委
託
可
）

企
画
・推

進
委
員
会

の
開
催

➣
モ
デ
ル
事

業
の
企
画
・推

進
等

児
童
館
に
お
け
る
健
全
育
成
活
動
等
開
発
事
業
（
テ
ー
マ
別
に
事
業
を
実
施
）

①
発
達
段
階
等
に
配
慮

した
健
全
育
成
活
動

➣
年
齢
や
発
達
に
応
じた
、

児
童
セ
ンタ
ー
（
体
力
増
進

機
能
が
付
加
）
等

②
子
ども
の
権
利
を
基
盤
とす
る
健
全
育
成
活
動

➣
子
ども
の
意
見
尊
重
や
主
体
的
な
活
動
、ガ
イド
ライ

ンで
示
した
子
ども
を
運
営
協
議
会
等
の
構
成
員
に
す
る

こと
を
促
進
す
る
も
の
等

③
福
祉
的
な
課
題
へ
の
対
応

➣
相
談
支
援
体
制
構
築
、関
係

機
関
連
携
と地
域
住
民
との
協
働

事
業
等

1
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【
実

施
主

体
】
都
道
府

県
又
は
市

区
町
村

（
以
下
「
市
区
町
村
等

」
と
い
う
。
）
、
市
区

町
村

等
が
認
め

た
者

【
事

業
内

容
】
①
職
員

が
感
染
症

対
策
の

徹
底

を
図
り
な
が
ら
保
育
を

継
続
的
に
実
施
し

て
い

く
た
め
に

必
要
な

経
費

（
か
か
り
増
し
経
費

、
研
修
受
講
）

②
マ
ス

ク
・
消
毒

液
等
の

衛
生
用
品
や
感
染
防
止
用
の

物
品
購
入
等

【
対
象
施
設

等
】
保

育
所

、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型
保
育
事
業
所
、
認
可
外
保
育

施
設
、
児

童
厚
生

施
設

【
補
助
基
準

額
】
①
及
び
②
の
合
計

１
施
設
当

た
り

（
１
）
定
員

※
19
人
以
下

30
0
千

円
以
内

（
２
）
定
員

※
20
人
以
上

59
人
以
下

40
0
千

円
以
内

（
３
）
定
員

※
60
人
以
上

50
0
千

円
以
内

（
４
）
児
童

厚
生
施
設
及

び
認
可
外

の
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

30
0
千

円
以
内

※
認

可
の

居
宅

訪
問

型
保

育
事

業
は

定
員

で
は

な
く

、
月

初
日

に
お

け
る

利
用

児
童
数

【
補

助
割

合
】
国
：
１
／
２
、
市

区
町
村
等
：
１
／
２

【
概

要
】

保
育
所

等
に
お

け
る

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
支
援
と

し
て

、
職
員
が

感
染
症

対
策

の
徹
底
を
図
り
な

が
ら

事
業
を
継

続
的
に

実
施

し
て
い
く
た
め
に

必
要

な
経
費
（
か
か
り

増
し
経
費
等
）
の
ほ
か

、
感

染
防
止
を

図
る
た

め
に

必
要
な
衛

生
用
品

の
購
入
等
の

経
費
に

つ
い

て
補
助
を
行
う
。

（
「

か
か

り
増

し
経

費
」

の
具

体
的

な
内

容
）

○
職

員
が

勤
務

時
間

外
に

消
毒

・
清

掃
等

を
行

っ
た

場
合

の
超

過
勤

務
手

当
や

休
日

勤
務
手
当
等

の
割
増
賃

金
、
通
常

想
定

し
て

い
な
い

感
染
症

対
策

に
関

す
る

業
務

の
実

施
に

伴
う

手
当

な
ど

、
法

人
（

施
設

）
の

給
与

規
程

等
に

基
づ

き
職
員

に
支
払

わ
れ

る
手
当
等

の
ほ
か

、
非
常
勤
職

員
を

雇
上

し
た

場
合

の
賃

金
※

手
当

等
の

水
準

に
つ

い
て

は
、

社
会

通
念

上
、

適
当

と
認

め
ら

れ
る

も
の

で
あ

る
こ
と

。

○
施

設
の

感
染

防
止

対
策

の
一

環
と

し
て

、
職

員
個

人
が

施
設

や
日

常
生

活
に

お
い

て
必

要
と
す
る

物
品
等

の
購
入
支
援

※
物

品
等

の
例

：
手

荒
れ

防
止

用
の

ハ
ン

ド
ク

リ
ー

ム
、

マ
ス

ク
、

帽
子

、
ゴ

ー
グ
ル

、
エ

プ
ロ
ン

、
手
袋

、
ウ

ェ
ス
ト
ポ

ー
チ

、
ガ

ウ
ン

、
タ

オ
ル

な
ど

保
育
所
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
支
援

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
事
業
）

令
和
３
年
度
補
正
予
算
額

１
１
３
億
円

（
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
）
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２
．
設
置
主
体

都
道

府
県

、
指

定
都

市
、
中
核
市

、
市
区

町
村

、
社
会

福
祉
法
人

、
公

益
法

人
、

日
本

赤
十

字
社
（

児
童

厚
生

施
設
を

除
く

）
等

３
．
国
庫
補
助
率

定
額
（
1/
2
相

当
、

児
童
館
は

1/
3
相
当
）

４
．
令
和
４
年
度
拡
充
内
容

・
大
規

模
修
繕

の
対

象
事

業
に

感
染

症
対
策

の
た
め
の

改
修
（

非
接

触
型

の
蛇

口
の
整

備
等

）
を
追

加
。

（
事

業
費

30
0
万

以
上

の
も

の
を

対
象
）

【
令

和
４
年

度
予

算
案
、
令

和
３
年

度
補

正
予
算

】

・
防
災

・
減
災

、
国

土
強

靱
化

の
た

め
の
５

か
年
加
速

化
対
策

に
必

要
な
経
費

。
【
令

和
３

年
度

補
正

予
算
】

・
一
時

保
護
所

の
定

員
超

過
の

解
消
に

向
け

た
整
備
等

に
当
た

っ
て

の
補
助
率

の
嵩
上

げ
。

【
令

和
３

年
度

補
正

予
算
】

・
産
後

ケ
ア
事

業
を

行
う

施
設

の
創

設
、

増
築

、
増
改

築
整
備

に
当

た
っ
て
の

補
助
率

の
嵩

上
げ
。

【
令

和
３

年
度

補
正

予
算

】

１
．
目
的
・
事
業
概
要

児
童
福
祉

施
設

等
に
係

る
施

設
整

備
に
つ

い
て

、
都
道
府

県
・
市

区
町

村
が

作
成

す
る

整
備
計

画
に
基

づ
く
施

設
の
整

備
を
推

進
し
、

次
世

代
育

成
支
援
対
策

の
充

実
を

図
る
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
交
付
金

(
令
和

３
年
度
当
初
予
算
額

)
(
令
和

４
年
度

予
算

案
・

令
和

３
年

度
補
正

予
算

)

６
４

億
円

⇒
６
０

億
円

＋
３

９
億
円

事
業

概
要

整
備
内
容

対
象

施
設

①
通
常
整

備

児
童
養
護

施
設
等

の
整
備

を
実

施
す

る
。

創
設
、
大

規
模
修

繕
、
増

築
、

増
改

築
、

改
築
、

拡
張
、

ス
プ
リ

ン
ク
ラ

ー
設
備

等
整

備
、
老

朽
民
間

児
童
福

祉
施
設

整
備

、
応
急
仮

設
施

設
整

備

・
助
産
施

設
・

婦
人

保
護

施
設

・
乳
児
院

・
職

員
養

成
施

設
・

母
子
生

活
支
援

施
設

・
自

立
援

助
ホ

ー
ム

・
児
童
養

護
施
設

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

ホ
ー

ム
・

児
童
心

理
治
療

施
設

・
一

時
預
か

り
事

業
所

・
児
童
自

立
支
援

施
設

・
地

域
子

育
て
支

援
拠

点
事

業
所

・
児
童
家

庭
支
援

セ
ン

タ
ー

・
利

用
者

支
援

事
業

所
・

児
童
厚

生
施
設

（
児

童
館
）

・
子

育
て

支
援
の

た
め

の
拠

点
施

設
・

児
童
相

談
所
一

時
保

護
施

設
・

市
区

町
村

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
・

婦
人
相

談
所
一

時
保

護
施

設
・

産
後
ケ

ア
事

業
を

行
う

施
設

②
耐
震
化

等
整
備

地
震
防
災

上
倒
壊

等
の
危

険
性
の

あ
る
建

物
の
耐

震
化

、
津

波
対
策

と
し
て

の
高

台
へ

の
移

転
を
図

る
た
め
の

改
築
又

は
補
強

等
の
整

備
を
図

る
。

大
規

模
修

繕
、
増

改
築

、
改

築
、
老

朽
民
間

児
童
福

祉
施
設

整
備
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児
童

福
祉

施
設

等
の

防
災

・
減

災
に

関
す

る
緊

急
対

策

概
要

：
近

年
頻

発
す

る
豪

雨
等

の
災

害
に

伴
い

発
生

す
る

停
電

・
土

砂
災

害
・
浸

水
災

害
を

踏
ま

え
、

「
防

災
・
減

災
、

国
土

強
靱

化
の

た
め

の
５

か
年

加
速

化
対

策
」
に

基
づ

く
４

つ
の

緊
急

対
策

を
実

施
す

る
。

①
児

童
福

祉
施

設
等

の
耐

震
化

を
進

め
る

こ
と

に
よ

り
、

地
震

発
生

に
よ

る
建

物
倒

壊
等

で
の

人
的

被
害

を
防

ぐ

②
非

常
用

自
家

発
電

設
備

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
停

電
時

に
お

い
て

も
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

確
保

を
可

能
と

す
る

③
安

全
性

に
問

題
の

あ
る

ブ
ロ

ッ
ク

塀
等

の
改

修
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
地

震
発

生
に

よ
る

ブ
ロ

ッ
ク

塀
等

の
倒

壊
等

で
の

人
的

被
害

を
防

ぐ

④
児

童
福

祉
施

設
等

に
お

い
て

、
水

害
対

策
の

た
め

の
施

設
改

修
等

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
被

害
を

最
小

限
に

抑
え

る

箇
所
：
59
5ヵ
所

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
施
設
の

う
ち
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
改
修
の
必
要

が
あ
る
と
さ
れ
た
施
設

期
間
：
令
和
７
年
度
ま
で

実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
市
区
町
村

内
容
：
柱
や
壁
な
ど
躯
体
の
耐
震
補

強
改
修
工
事
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

地
震
発
生
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
、
破

損
等
を
防
止
す
る
。

達
成
目
標
：
児
童
福
祉
施
設
等
の
耐

震
化
を
推
進
す
る
。

①
耐
震
化
整
備

②
非
常
用
自
家
発
電
設
備
整
備

箇
所
：
５
ヵ
所

非
常
用
自
家
発
電
設
備
が
現
在
未
整
備

で
、
今
後
、
整
備
予
定
の
あ
る
施
設

期
間
：
令
和
７
年
度
ま
で

実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
市
区
町
村

内
容
：
非
常
用
自
家
発
電
設
備
の
整

備
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
震
発
生

に
よ
る
停
電
の
際
、
事
業
の
継
続
を

可
能
と
す
る
。

達
成
目
標
：
児
童
福
祉
施
設
等
の
非

常
用
自
家
発
電
設
備
の
整
備
を
推
進

す
る
。

箇
所
：
38
5ヵ
所

劣
化
、
損
傷
や
高
さ
、
控
え
壁
等
に
問

題
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
設
置
し
て
い

る
施
設

期
間
：
令
和
７
年
度
ま
で

実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
市
区
町
村

内
容
：
改
修
工
事
等
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
地
震
発
生
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
倒
壊
、
破
損
等
を
防
止
す
る
。

達
成
目
標
：
児
童
福
祉
施
設
等
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
改
修
を
推
進
す
る
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
修
整
備

④
水
害
対
策
強
化

箇
所
：
45
ヵ
所

水
害
に
よ
る
危
険
性
が
高
い
地
域
に
お

い
て
、
安
全
な
避
難
の
た
め
の
整
備
が
必

要
な
施
設

期
間
：
令
和
７
年
度
ま
で

実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
市
区
町
村

内
容
：
施
設
の
改
修
工
事
等
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
安
全
で
迅

速
な
避
難
を
確
保
す
る
。

達
成
目
標
：
水
害
に
よ
る
危
険
性
が

高
い
地
域
に
所
在
す
る
施
設
の
改
修

等
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

令
和
３
年
補
正
要
求
額

次
世
代
育

成
支
援

対
策
施
設
整

備
交
付
金

１
４

億
円

保
育
所
等

整
備
交

付
金

３
９

億
円
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児
童
福
祉
施
設
等
の
災
害
時
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て

災
害
発
生
時
に
お
け
る
児
童
福
祉
施
設
等
の
被
害
状
況
等
を
国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
迅
速
に
把
握
・
共
有
し
、
被
災
施
設
等
へ
の
迅
速

か
つ
適
切
な
支
援
（
停
電
施
設
へ
の
電
源
車
の
手
配
等
）
に
つ
な
げ
る
た
め
、
令
和
２
年
度
に
児
童
福
祉
施
設
等
に
係
る
災
害
時
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
い
、
令
和
３
年
度
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

事
業
概
要

シ
ス
テ
ム
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
で
取
扱
う
主
な
災
害
情
報

・
人
的
被
害
の
有
無

・
建
物
被
害
の
有
無

・
建
物
被
害
の
状
況

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
(
電
気
・
水
道
等
)

の
状
況

・
物
資
(
食
料
・
飲
料
水
等
)
の
状
況

・
支
援
の
要
否

・
避
難
又
は
開
所
の
有
無

な
ど

シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

被
災
施
設
等
へ
の
支
援
の
迅
速
化

※
関
係
機
関
に
お
い
て
施
設
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
災
害
情
報
が
把
握
出
来
る
た
め
、
迅
速
な
支
援
が
可
能

自
治
体
の
事
務
負
担
軽
減
及
び
災
害
対
応
業
務
の
重
点
化
・
効
率
化

※
従
来
自
治
体
職
員
が
行
っ
て
い
た
被
災
施
設
の
状
況
確
認
や
国
等
へ
の
報
告
業
務
が
省
略
化
さ
れ
、
よ
り
優
先
度
の
高
い
業
務
へ
の
従
事
が
可

能

国

都
道
府

県
市

町
村

等

被
災

し
た

児
童

福
祉
施

設
等

災
害
時
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム

①
災
害
情
報

の
入
力

②
災
害
情
報

の
閲
覧

④
被

災
施
設

等
へ
の
支

援

④
被

災
施
設

等
へ
の
支

援

※
（
独
）
福
祉
医
療
機
構
WA
M
NE
Tを
活
用
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児
童
福
祉
施
設
等
災
害
復
旧
費
補
助
金
（
児
童
福
祉
施
設
等
分
）

１
．

概
要

災
害

に
よ

り
被

害
を

受
け

た
児

童
福

祉
施

設
等

に
関

し
、

災
害

に
よ

る
被

害
か

ら
の

速
や

か
な

復
旧

を
図

り
、

も
っ

て
施

設
入

所
者

等
の

福
祉

を
確

保
す

る
た

め
、

施
設

の
災

害
復

旧
に

要
す

る
費

用
に

つ
い

て
財

政
支

援
を

行
う

。

２
．

補
助

対
象

施
設

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
・
小

規
模

保
育

事
業

所
・
事

業
所

内
保

育
事

業
所

・
母

子
生

活
支

援
施

設
・
乳

児
院

・
児

童
養

護
施

設
・
児

童
自

立
支

援
施

設
・
児

童
心

理
治

療
施

設
・
婦

人
保

護
施

設
・
助

産
施

設
・
児

童
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
・
児

童
厚

生
施

設
・
児

童
自

立
生

活
援

助
事

業
所

・
子

育
て

支
援

の
た

め
の

拠
点

施
設

等

５
．

国
庫

補
助

率
施

設
整

備
：

通
常

（
※

）
１

／
２

ま
た

は
１

／
３

（
施

設
種

類
に

よ
っ

て
異

な
る

）
※

激
甚

災
害

時
に

お
い

て
は

、
激

甚
法

対
象

施
設

の
国

庫
補

助
率

が
被

害
額

等
に

応
じ

て
１

／
２

＋
α

 ま
た

は
１

／
３

＋
α

と
な

る
。

（
別

途
、

激
甚

法
対

象
外

施
設

の
国

庫
補

助
率

は
、

予
算

措
置

に
よ

り
１

／
２

→
 ２

／
３

ま
た

は
１

／
３

→
 １

／
２

に
嵩

上
げ

対
象

と
す

る
）

３
．

補
助

対
象

経
費

児
童

福
祉

施
設

等
の

災
害

復
旧

事
業

に
要

す
る

経
費

４
．

交
付

先

都
道

府
県

、
指

定
都

市
、

中
核

市

６
．

国
庫

補
助

協
議

に
係

る
事

務
の

流
れ

地
方
厚
生
（
支
）
局

地
方
財
務
局 災
害
査
定

（
実
地
調
査
）

厚
生
労
働
省

査
定
結
果
の
報
告

協
議
書
の
修
正

被
災

都
道
府
県

指
定
都
市

中
核
市

状
況
把
握

協
議
書
提
出

（
原
則
被
災
後
3
0
日
以
内
）

令
和

３
年

度
補

正
要

求
額

児
童
福
祉
施
設
等
災
害
復
旧
費
補
助
金
：
1３
億
円
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背
景

「妊
産
婦
の
た
め
の
食
生
活
指
針
」改
定
の
概
要

○
妊

娠
、出

産
、授

乳
等

に
当

た
って

は
、妊

娠
前

か
らの

健
康

な
か

らだ
づ

くり
や

適
切

な
食

習
慣

の
形

成
が

重
要

で
あ

る
。こ

の
た

め
、改

定
後

の
指

針
の

対
象

に
は

妊
娠

前
の

女
性

も
含

む
こと

とし
、名

称
を

「妊
娠

前
か

らは
じめ

る
妊

産
婦

の
た

め
の

食
生

活
指

針
」と

した
。

○
改

定
後

の
指

針
は

、妊
娠

前
か

らの
健

康
づ

くり
や

妊
産

婦
に

必
要

とさ
れ

る
食

事
内

容
とと

も
に

、妊
産

婦
の

生
活

全
般

、か
らだ

や
心

の
健

康
に

も
配

慮
した

、1
0項

目
か

ら構
成

す
る

。
○

妊
娠

期
に

お
け

る
望

ま
しい

体
重

増
加

量
に

つ
い

て
は

、「
妊

娠
中

の
体

重
増

加
指

導
の

目
安

」（
令

和
３

年
３

月
８

日
日

本
産

科
婦

人
科

学
会

）
を

参
考

とし
て

提
示

す
る

。

改
定
の
内
容

○
「妊

産
婦

の
た

め
の

食
生

活
指

針
」は

、妊
娠

期
及

び
授

乳
期

に
お

け
る

望
ま

しい
食

生
活

の
実

現
に

向
け

て
、平

成
18

年
２

月
に

「『
健

や
か

親
子

２
１

』推
進

検
討

会
」で

策
定

され
た

。指
針

に
お

い
て

は
、何

を
どれ

だ
け

食
べ

た
らよ

い
か

を
わ

か
りや

す
くイ

ラス
トで

示
した

妊
産

婦
の

た
め

の
食

事
バ

ラン
ス

ガ
イド

や
、妊

娠
期

に
お

け
る

望
ま

しい
体

重
増

加
量

等
を

示
して

い
る

。
○

策
定

か
ら約

15
年

が
経

過
し、

健
康

や
栄

養
・食

生
活

に
関

す
る

課
題

を
含

む
、妊

産
婦

を
取

り巻
く社

会
状

況
等

が
変

化
して

い
る

こと
か

ら、
令

和
元

年
度

の
調

査
研

究
事

業
*の

報
告

等
を

踏
ま

え
、厚

生
労

働
省

に
お

い
て

指
針

の
改

定
を

行
った

。
＊

令
和

元
（

20
19

）
年

度
「妊

産
婦

の
た

め
の

食
生

活
指

針
の

改
定

案
作

成
お

よ
び

普
及

啓
発

に
関

す
る調

査
研

究
」（

国
立

研
究

開
発

法
人

医
薬

基
盤

・健
康

・栄
養

研
究

所
国

立
健

康
・栄

養
研

究
所

）

妊
娠
中
の
体
重
増
加
指
導
の
目
安
*

＊
関

係
資

料
は

こち
らに

掲
載

して
い

ま
す

→
 h

tt
ps

:/
/w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/s
ei

sa
ku

ni
ts

ui
te

/b
un

ya
/k

od
om

o/
ko

do
m

o_
ko

so
da

te
/b

os
hi

-h
ok

en
/n

in
pu

-0
2.

ht
m

l

妊
娠

前
の

体
格

＊
＊

BM
I

体
重
増
加
量
指
導
の
目
安

(参
考

)
改

定
前

低
体

重
18

.5
未

満
12
～
15
㎏

９
～

12
㎏

普
通

体
重

18
.5

以
上

25
.0

未
満

10
～
13
㎏

７
～

12
㎏

肥
満

（
１

度
）

25
.0

以
上

30
未

満
７
～
10
㎏

個
別

対
応

(上
限

５
㎏

ま
で

が
目

安
)

肥
満

（
２

度
以

上
）

30
以

上
個
別
対
応

（
上
限
５
㎏
ま
で
が
目
安
）

*
「増

加
量

を
厳

格
に

指
導

す
る

根
拠

は
必

ず
しも

十
分

で
は

な
い

と認
識

し
，

個
人

差
を

考
慮

した
ゆ

る
や

か
な

指
導

を
心

が
け

る
．

」産
婦

人
科

診
療

ガ
イド

ライ
ン

編
20

20
CQ

01
0よ

り

*
*

体
格

分
類

は
日

本
肥

満
学

会
の

肥
満

度
分

類
に

準
じた

。
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旧
優
生
保
護
法
に
つ
い
て


議
員
立
法
に
よ
り
全
会
一
致
で
成
立
。


人
口
過
剰
問
題
や
ヤ
ミ
堕
胎
の
増
加
を
背
景
に
、
優
生
思
想
の
下
、
不
良
な
子
孫
を
出
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
母

性
の
生
命
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
優
生
手
術
（
不
妊
手
術
）
や
人
工
妊
娠
中
絶
等
に
つ
い
て
規
定
。

昭
和
23
年

優
生
保
護
法
の
制
定
（
議
員
立
法
）


障
害
者
の
権
利
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
る
中
、
障
害
者
を
差
別
す
る
優
生
思
想
を
排
除
す
る
た
め
、
法
律
名
を
改
正
す
る

と
と
も
に
、
遺
伝
性
精
神
疾
患
等
を
理
由
と
す
る
優
生
手
術
（
不
妊
手
術
）及

び
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た
。

平
成
８
年

優
生
保
護
法
を
母
体
保
護
法
に
改
正
（
議
員
立
法
）

【
法
の
概
要
及
び
件
数
（
昭
和
24
年
か
ら
平
成
８
年
）】


遺
伝
性
疾
患
等
を
理
由
と
し
た
優
生
手
術
（不

妊
手
術
）と
し
て
、
本
人
同
意
の
有
無
等
に
基
づ
い
て
３
類
型
を
規
定
。


本
人
の
同
意
に
よ
ら
な
い
も
の
は
、
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
「
優
生
保
護
審
査
会
」
に
て
、
審
査
・決

定
。


本
法
の
定
め
に
よ
ら
な
い
不
妊
手
術
は
禁
止
。

約
１
万

6
,5

0
0
件

約
8
,5

0
0
件

本
人
同
意
不
要

本
人
同
意

審
査
会
決
定

保
護
者
同
意

審
査
会
決
定

４
条

1
2
条

３
条

遺
伝
性
疾
患

非
遺
伝
性
疾
患

遺
伝
性
疾
患
等

ら
い
疾
患

1
4

,5
6

6
件

1
,9

0
9
件

6,
96
7件

1
,5

5
1
件

（
優
生
手
術
の
対
象
疾
患
の
類
型
）

▶
４
条
（
医
師
の
申
請
・
審
査
会
決
定
）

•
本
人
の
遺
伝
性
の
精
神
病
・
精
神
薄
弱
、
顕
著
な
遺

伝
性
身
体
疾
患
等
を
理
由
と
し
た
手
術
。

•
医
師
に
申
請
義
務
が
あ
る
。

•
公
益
上
の
必
要
性
が
審
査
要
件
。

▶
12
条
（
医
師
の
申
請
・
保
護
者
同
意
・
審
査
会
決
定
）

•
本
人
の
非
遺
伝
性
の
精
神
病
・
精
神
薄
弱
を
理
由
と

し
た
手
術
。

•
本
人
保
護
の
必
要
性
が
審
査
要
件
。

▶
３
条
（
本
人
同
意
・
医
師
の
認
定
）

•
本
人
、
配
偶
者
の
遺
伝
性
精
神
病
質
、
遺
伝
性
身

体
疾
患
等
を
理
由
と
し
た
手
術
。

•
四
親
等
以
内
の
血
族
の
遺
伝
性
精
神
病
、
遺
伝
性

精
神
薄
弱
等
を
理
由
と
し
た
手
術
。

•
ら
い
疾
患
を
理
由
と
し
た
手
術
。

（参
考
）旧

優
生
保
護
法
第
３
条
に
母
体
保
護
を
理
由
と
す
る
手
術
の
規
定
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
平
成
８
年
改

正
後
の
母
体
保
護
法
に
お
い
て
も
「母

体
の
健
康
を
著
し
く
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
」場

合
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

約
２
万
5
,0

0
0
件
（
※
）

（
※
）
「
都
道
府
県
等
に
お
け
る
旧
優
生
保
護
法
関
係
資
料
等
の
保
管
状
況
調
査
結
果
」
（平

成
30
年
９
月
６
日
公

表
）に
よ
れ
ば
、
各
都
道
府
県
等
に
お
い
て
、
優
生
手
術
の
実
施
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
個
人
が
特
定
で
き
る

形
で
保
管
さ
れ
て
い
た
の
は
、
手
術
実
施
が
確
認
で
き
る
3,
07
9人

を
含
め
、
計
5,
40
0人

で
あ
っ
た
。
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①
一
時
金
受
給
権
の
認
定
は
、
請
求
（
都
道
府
県
知
事
の
経
由
可
）
に
基
づ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
。

②
請
求
期
限
は
、
５
年
（
検
討
条
項
あ
り
。
）

③
都
道
府
県
知
事
・厚

生
労
働
大
臣
は
認
定
に
必
要
な
調
査
を
行
う
。

国
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
し
、
一
時
金
（３
２
０
万
円
）を
支
給
（非
課
税
）

・
旧
優
生
保
護
法
の
下
、
多
く
の
方
々
が
、
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
・
放
射
線
の
照
射
を
受
け
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
心
身
に
多
大
な
苦
痛
を
受
け
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
我
々
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、
真
摯
に
反
省
し
、
心
か
ら
深
く
お
わ
び
す
る
。

・
今
後
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
名
誉
と
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
努
力
を
尽
く
す
決
意

を
新
た
に
す
る
。

・
国
が
こ
の
問
題
に
誠
実
に
対
応
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
本
法
を
制
定
す
る
。

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

概
要

第
１
前
文

第
２
対
象
者
（旧

優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
）

第
３
一
時
金
の
支
給

公
布
日
（
認
定
審
査
会
に
つ
い
て
は
、
公
布
日
か
ら
２
月
後
）

２
権
利
の
認
定
等

①
厚
生
労
働
大
臣
は
、
対
象
者
（第
２
①
）で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
き
、
認
定
審
査
会
の
審
査
を
求
め
る
。

※
認
定
審
査
会
：
厚
生
労
働
省
に
設
置
し
、
医
療
、
法
律
、
障
害
者
福
祉
等
に
関
す
る
有
識
者
で
構
成

②
認
定
審
査
会
は
、
請
求
者
の
陳
述
、
医
師
の
診
断
、
診
療
録
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
適
切
に
判
断

③
厚
生
労
働
大
臣
は
、
認
定
審
査
会
の
審
査
結
果
に
基
づ
き
認
定

①
支
給
手
続
に
つ
い
て
十
分
か
つ
速
や
か
に
周
知
（国

・都
道
府
県
・市

町
村
）

②
相
談
支
援
そ
の
他
請
求
に
関
し
利
便
を
図
る
。
（国

・都
道
府
県
）

※
障
害
者
支
援
施
設
、
障
害
者
支
援
団
体
等
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
障
害
の
特
性
に
十
分
に
配
慮

１
調
査
等

国
は
、
前
文
で
述
べ
た
よ
う
な
事
態
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
に
関
す
る
調
査
そ

の
他
の
措
置
を
実
施

２
周
知

国
は
、
本
法
の
趣
旨
・内
容
に
つ
い
て
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
国
民
に
周
知
を
図
り
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
。

①
旧
優
生
保
護
法
が
存
在
し
た
間
（
※
）
に
、
優

生
手
術
を
受
け
た
者
（
母
体
保
護
の
み
を
理
由
と

し
て
受
け
た
者
を
除
く
。
）

②
①
の
期
間
に
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
等
を
受
け
た
者
（
㋑
～
㊁
の
み
を
理
由
と
す
る
手
術
等
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
な
者
を
除
く
。
）

㋑
母
体
保
護

㋺
疾
病
の
治
療

㋩
本
人
が
子
を
有
す
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
こ
と
。

㊁
㋩
の
ほ
か
、
本
人
が
手
術
等
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
こ
と
。

①
又
は
②
の
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
に
お
い
て
生
存
し
て
い
る
も
の
。

※
昭
和
２
３
年
９
月
１
１
日

～
平
成
８
年
９
月
２
５
日

１
一
時
金
の
支
給

３
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
に
よ
る
審
査

４
相
談
支
援
等

第
４
調
査
等
及
び
周
知

第
５
施
行
期
日
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